
表5- 5- 1 額家村村費収支決算(経常部 ) ■LJLL1 --J■I

I ･ -1.､､_ 年 度 ! 明治 ,8年極 目 ､-.一一J (.885) 明治20年 l明治 21年 明治 22年i(1887) (1888) (1889)
池 価 劃 円 1 円 円 円81,494 101,I15101.147 10ま52ー

吹入支也 f常 弟 割 8,71t】 15.701 15.880 15,545

戸 .型 軌 ト- - -54.4占2 10a8さ □ ToTH㌃｢二三TTT
雑 収 入 - - -
前々年度より触 金 一 ｢r一 I 0.248 1.559

A 計 甘ー 1-_丁こ._-i - i 144.8占占L 22iT.4 217.555 19a418

賢謡望遠村戸長喜 67.828上 丘727｣ 竺 22 7i958

---- 一十 ---会 議 欝与 oJO03 -00 8400

土 木 史! 74,71548̀竺仁王51三I-∫ 5&.000再 生 貿

｢盲-~菓 費. ll y' ' 八十一亡.I救 助 費 ヽ -

且旦ヱ_隻_堅1 -~ー1-‥-■ -

教 育 貿E 2.525-152.9占952.9占9
ち.合 計 い 44.8-.い54-d42177.4?1141527
廓 9ケ 村併 合 ｣ 1 -7} _.｣ 4aOd2 55.527

1?&418

堤 前 - 義 金汁 144.8占4,...._･.･.･.･.･.･....･..一日二･･.･.･.i! □224.5751.559 217.555
(単位 円)

注) 同村F村会齢 昏』による｡

収入軌 ますべて独立財源(地方税 ,使用料 .手似科等 )であり,そのほとんどが地価割と戸別割

(当時は課税棟準が明確でTLく,鼠会と行政当方引こよる見正副であった)とで占め られていた0歳

出は各村の属する戸長役蝦の役場梨負担細と川上雌 49カ村併合村出が半分を占めている0日村に

対する支出としては.各村とも土木製 .教育梨が多 く.歳出の大部分を占めている｡

ロ 町村制実施当初の財政〔明治 25-25年(1890- 92)〕

明治 22年8月1日に町村制が実施され .手鑑村 .大賀村 ,高山村の 5村が成立 した｡表 5-5

-2は ,この期の財政規模 ･類型を手荘村に例をとってみたものである｡

歳入はやはり大部分が独立肘掛 こ依っていて.加 ,でもとくに村税収入が占める比率は副 ､oち

ILみに手在村において,村税収入の故人甑に対して占める割合は ,明治 25年度 9i8% ･24年

-171-



表5-5-2 手荘村歳入境出決井総額(一般会計)

l科盲 二｣軒 明治25iF(.890)佃 治24年(.89.)明治25年(1892)

蛾 ト豪 華 王 空 94 円L-= 墨 茎 三 一

藍 萱 妄 重責L畠庫下渡金 ｣ .52 L N … N .,_ ■377.445

1♀189
I,754.678
-

e地方税補助金 lL L 202.148l 14u■5d
l借入 金 1 ■ 227.046

42i414

結 貰 一畳 二 二 芸 + --4--2;≒ Fl 15.849595.878一~-PT .-~･.I.】 .i教 育 費 j 79ム8 1 7" .252 75一.占21

衛 生歎! ｡.5｢出 卜㌍ 芸旦 計 - L7};喜一三L｢ 計 i 1.,.2.542I 十 一 ,.280千~ T LT .;丁 ーI

445.698 451.055I

lI I

(単位 円)

注) 但し明治25年度は予井額 ,同村『村会脚 線』0

度81･8% ,25年度 占5%であり.大賀村に これをみると(但し予井頓),それぞれ89.7% .

84.6% ,85.8%とやはり窟串になっている.依存財源としては,国庫下鼓金 .地方税補助金等

が科目として現われるが .相は僅かである｡大賀村においては,予牢暫段階では依存財源からの収

入を見込まないまま収支均衡をはかっている｡一方歳出は,各村ともその大部分が役所投射 .敬

育熱 こ充てられている｡土木軌 よその性格上年度による変動が大きい｡

ハ El清 ･El鑑戦争とその後の財政〔明治24-44年 (1895-1911)〕

日清敬争はT,雌 に約 2i遍1.000万円を要したとされるが＼政府による地方鮮政に対する特別の

要求指忍は施されなかったため,村の財政はさして軸 を被らなかった｡むしろ戦後における諸法

令の発布に伴う国政事紡牡の増加や地方自治体自体の発展に裁く固有等務賓の増大によって,村財

政が駐張を始めている(安 5-3-5)｡明治54年度の歳出軌 ま同30年度の歳出額に対して ,

手荘村においては2･2倍 .大架村で1.8倍になっている｡さて日清職争から10年 ,明治57年に

始まったEl寛職争は実に19僚 8.400万円の巨額を費した｡ この時には改称ま地方経費を極力緊
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表5- 3- 5 村費歳入出決算(一般会計 )(1)

IL

(単位 円)

注) 『村会弘中線』による｡但し,=･'印はr現勢誠を簿』の数字｡なお,大賀村は明治 44
年以外は予井額である｡

)

縮 させる婚軌 こ出た｡ これはより日両軸争後からの村財政の膨宅は一応おさまった. しかし敬後 ･

村財政は再び晦 の方向をとった｡手荘村では明治44年度の歳出は同 58年度の1･2倍 ,大賀村

では1.5倍にTLっている｡

(a) 歳 入

t A
r

歳入はそのほとんどが依然村税収入によっている｡とくに大知村においては.歳入の90%以

上が村税等独立財療からの収入に依っている｡とはいえ.実際の村税収入額については･明治57

年度.同58年度と減少している｡手荘村においでは.明治56年度 7.090･420円であった村

税収入が,同57年度には5,7占7.290円.伺 58年度には5.574･690円にと減じている｡

この2カ年は丁度日蒔戦争時であり,政府は磁虫誕連のために臨時に増徴国税を謙したが ,この増

故分に対する地方の附加税戯評を一切額止しT:上に ,村税収入の大半を占める国税附加税の制限率

を従来よりも引き締めたことがBT潤 している｡しかも改称 i敬後これを緩めるどころか,明治4 1

年には｢地方税制限にB･aする法律｣を公布し･地方税姐詔率に対する制限を恒常的に確立してしま

ったo この法執 ま以後50余年間地方団体の瓢税力を強 く規定してゆくことになるO
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萄憩､--禦 室村 税 補 助金他

･≡≡寮 だ = 定 竺 二二1 54.8%86.9

明治50年明治32年 呈諾 ≡ 丁 置

器芸 ;:芸l憲 一 --1 荒明削 7年 7A, 一一-1 .25

明削 8年 ;≡; T! 苛7,:; 一一 -.i. ._,冒

O)) 歳 出

明治24年
明治27年
明治28年

明削 0年k -_!

明治52年 12&5 L∴ ∵ .し

:.二三…;‡三 -

妻妾･享封 葺

r

E
明治44年 1,51,4

単位 %

図5-3- 2 手荘村の歳出状況(1)

注) これは役場梁と教育梨 ,それぞれの歳出に占

める削合を示したものである｡

ll74-

＼~

症 ) これは村税収入の敬人に占める

率と,依存財源(Bl庫及び県から

の交付 )からの合計の歳入に占め

る率を示したものである｡

歳出の大部分を占めているのは .やはり

役場灘と教育竣であるが .手荘村では .明

治 50年度～40年度 .大賀村では.明治

57年度～ 40年度にかけて公債架の支出

が増加している｡とくに ,明治34年度の

手荘村においては .実に.歳出の51.9%

(4.adi989円)に も及んでいる｡日

露敬争時の財政無縫の中で,明治5占年度

から翌年度にかけて .その額において最も

節減されたのは .手在村においでは公摂繋

(前年度の4え7% < 1,82?.455円>

成 ).次が役場焚,大賀村では教育費 (節

年度の1?.9%く182.56>減 ),次が

役場貿 となっている｡



二 第一次世界大戦とその後の財政〔大正元年一大正10年(I912-21)〕

茨 5-5-4 村公議入出決,TT(一般会計 )(2L rrr

!i 手 荘 村 l 大 光 村 l'商山 村

年 度 i歳 入 1碗 珊 攻 入 I一_歳出li歳入 γ 盲 出
大正元年 (ー912)● 円lll,025.544! 円J ad5i95.3-?.2謹 上 も2̀現 4.ll,R 円.+4.118I

大正5年(1914) ll.4弧118 ?.D74.400lklqO87I Jも竺 ｣ ｢ 4.848 -◆4.848
大正5年(191り .14.仙1.450- " 7丘09畔 ...2̀7 +4553 F u 28 +邑428

大正7年(1918)i15,941.150 l1五1組75FxliS45 .?.094 ー1. 7.388tl +7.1u

大正 9年(1920) i51.55?.890 ▼一 .2i192.02,〆2-.5-1 勺?.592 Jbr15.012 +12.375

注) r村会縞事偉J｡但し●飢よr現わ指董蝉Jに1る｡
一-･ (単位 円)

幕一次世界大戦(大正 ト 7年)に.tってもたらされた好景気は.反面 .物価の急姑を呼び.大

正5-4年度以降 ,地方財政急峡の急故IL拡大につTLがった｡当さ村でみても,大正10年度の歳

出頚は.同5年度のそれに対して.手在村で2.7倍 .大賀村では12倍 .高山村ではまき倍になっ

ている｡財政規模の拡大は.もとより成人にも及んでいる｡ ...

(心 歳入 rLr｡V ･,

年 科目大正 元年大正 さ年大正 5年 村税 神 助 金 地

-= 1 6浩 二 詔85.7

da7 1i1

大正 '7年大正 9年 ト 二 ㌃ ⊥ ⊥ J'"112

単位 %

図5-3--5 手荘村の歳入状況(ll

この時地においても,歳入の大部分は村

税収入にJ:って賄われている｡よって .中

央への財政上の依存鑑は .末だ小さいとい

えよう｡物価の上昇に伴なって財政規模が

拡大してゆくために.大正8年 .｢時局の

彪掛 こ且る地方税制限拡張に関する法律｣

が公布された｡しかし.全国的にみられ尋,

予期以上の地方財政の急激TL膨張は,附加

税の制限外都税と地方独立税の乱数を促 し
I ヽ

た｡大正 10年度の村税役と同5年度のも

のとを比敬してみると.手荘村ユ9倍 .大洗村2.5舷 .高山村= 倍と.その額は大巾に増加して

いることがわかる｡ U ‥ -l t ･

0))歳 出

歳出に占める役棚 の比率は.明治後半からあまり変化が見られTLくfLり･5村とも20-50

%前後に落ち着いている｡また.教育封についても同様で .執 こ歳入の50%前後を占めている｡

ただし大正 2年に大賀村大竹投新築 .亡賀投増築のため,大賀村の教育兜が歳出の70%(?r571
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句議-塑 役浪費 教 育費

大正元年大正 3年大正 5年 2519町 .~｢-一~盲訪有~ー--iTj t還 二二 _~ー~~｢25.0 f 52.5

大正 7年大正 9年 21.425.5. J 5u9

大正1ロ年 1i8! l 418

円 )も占めるなど,特別な串革のある

年度には大きく変化している.

単位 %

図5-5-4 手在村の鶴出状i矧21

ホ 不況の慢性化から世界恐焼時の財政〔大正 11年一昭和9年 (1922-55)〕

表 5-5-5 村敷故入出決井(一般会計)(3)

l旦

l

(単位 円)
注) 『村会鼓串良J｡但し,●印は『現典調査簿Jによる｡ I

大正8年から昭和初年にかけての経済の発達などにi:ら.社会不安の中ではあったが .一時安定

を示した日本経軌 ま,昭和2年の金融恐慌を発瑞として.恐慌状態に陥った｡そして,昭和5年の

金解禁に伴うデフレーション政策や,昭和4年にアメリカに端を発した世界恐慌などによって ,事

態は一価深刻化されたO この,都市 .段村を通じた深刻な恐慌下において.地方団休は当初 ,戯民 ･

その他の負担の軽減を図るために財政の整理緊縮にその力を注いだのである｡当5村においても,

昭和 1年度から,5年度にかけての歳入出猟 よ減少憤向にあるoしかし昭和 7年以降 .政府の時局

匡救IgI菜の芙脂に呼応するように ,地方団体は財政殻極算に方向を転じる｡伴って5村の財政規模

も再び拡大を始める｡

(a) 歳 入

この時期より歳入の状況が徐々に変化してくる.晦和元年頃から玉村とも.村税の故人に占め

る軌合が減少してくるのである｡しかも村税街自体も減少している｡一方反対に増加してくるのが
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壷藍 二二些 _a大正 11年大正 15年昭和 元年 村税. 補 助 金他

l--一二 ヱ 竺 - ｣ 4.8

≡.,5- --! .1;;

昭和 5年昭和 5年昭和 7年 卜 ,;;55 ,T｣窒SM I 512

単位 %

図5- 5- 5 手荘村の碗入状況 佃

糾 坦懐敬穴 塵 有 数

大正 11年 托頑 r 41哨

大正15年胞和元年 ~言 ㌻｢ 工= 5日二重□ 1 ì4
昭和 5年 2巳9;亡==二重o

昭和 5年昭和 7年昭和 9年 2エ8 ! 48.1

21.7 l. da7｣

121.1l l 7̀.5

図 5-5- d 手荘村の歳出状況(3)
単位 % ーl

l､

補助金その他による収入であり,これは

村が財政的に中央に依存し始めたことを

表わしている｡

(b) 韻 出

この時期で目立つのは教育費の歳出

に占める比率が増加している点である｡

これは5村を通じて見られその比率は占0

%台に連している｡昭和初細の財政緊冶

時において減少額が多かったa)は役場焚 ,

土木史 .基本財産速成史等であるが ,千

の械鶴の程度は各村まちまちである｡-

方教育柴については上述のようにほとん

ど減額されず.増額されている年も見る

ことができる｡また有山村では.大正10

- 15年度にかけて.土木架が歳出総始

の20%前後という異例の有率を持続し

ているのが目立っている｡

1

ー'T) .i

r r I.

へ 日中軌争から第二次世界大概末までの財政〔昭和 18-20年 (1955-45)〕
衷 5- 5- d 相楽歳入出払算(一般会計)(4J

r~- -- -~｢ ｢㌃ 丈~~丁議 ~｢ i｢ ｢有 ~天年 度

･ 手 荘 村 ,i 大 賀 村 i

円 li 円
昭和1時 (1955)J等82･87竺1 ._三竺 竺LTJ等51･541･29L 竺 竺 Zl

昭和12年(1957);85,874.45;51.1
昭和14年(1959)I77,717.44

高 山 村

歳 入. 読
II

-～ 1-Fq-JT~-~下｢ ｢ -Tq
22･154･247 14･85&55

元石六,盲宕~

;7.1-2才76-i了2TdT芯 51-1-7:065.読
両 前 汁 q,.T8i752T 玉 石諒諒 L-.&02{5,-｢て 17iG霜FI ■ - 1

台 石 蒜 完了一丁 -.･諒 BIt･･箭 完 ｡181-2T7T5,.g,

;-,仁志詞 意 志
馳和18年 (1945).i / '

昭和20年(1945)i.160.砧0.

21,942.02iA22,52a15' 20,500.55

66T5,-0丸 瓦5ニラ計一言読･蒜

注) 『村会哉萌軽い こよる/

i .ニーJ JLL LrkllLl･王■

(単位 円 )



耶 口12年7月 .日中哉争が始まると.敬男を中心として国家財政は急軌 こ膨張した.地方財政

についても7aC手燭係攻の13大化より.同掛 こ膨現した｡そして胎和 15年 ,改称 ま戦局の拡大によ

って増加する切放を徴収するために国税収入の増大を計b,中央 ･地方を通じた大規模な税制改革

/J行った｡ この新地方税制齢 ま日本の地方財軸耳道に｢大転換をもたらしT:だけでなく.地方自治

の性格をも転換させたものであった｡

(a) 歳 .

壁I--封 日暮村税 補助金他

昭和一昨 =2日%;｢ 441%
昭和12年 2&4 150.5昭和‖ 年 ー2uf ｢,一一1i盲.~ー▲
間挿口1去年 1u5号 l 5エd
願和 一8年

単位 %

図5-517 手在村の歳入状況(4)

この時期になると,歳入額の半分近く

を県や中央政府に依存した収入が占める

ようになる｡そして昭和15年の税制改

革によって.この債向は助長される｡ こ

の改革により,地方の最も重要TL租税で

ある所得税附加現と戸数割の賦課が禁止

され .代って所得税 ･革人税等国税の一

部を割戻して交付する形の地方分与税

(昭和 15-2さ年 ,-執 土地方配付税

として昭和25年まで残る)がおかれ ,これが地方団体の歳入額中大きな割合を占めるようになる

のである｡昭和 16年度の大賀村においては.読人の45.8%をこれが占めている｡一方村税収入
∫

の歳入に占める比率は当//:tlVrがら減少眉向にあり',摺和 18年度の高山村においては歳入の 1ad

%しか占めていない｡このように .この改革によって財政の中央集権化が進めらTL,村の財政は中

央依存度を苗めつつ号の自立性を失っていった. この臥 大封村だけは村税収入が渚に鎖入感の40I l . A
%を占めていて,他の2相とはやや泣.,た増進を維持した｡

I
o)) 歳 出

l 歳出において気づくのは .役蛸 と故

年 目t役 場球 数 脊 梁

一二三∴三十冨芸 :.2≡i~盲{7k-｢lー~~~諒蒜直 ∃----｣十--44.1l 61.4 .

昭和 14年昭和 18年昭和 20年 37,9 47.8.■一

単位 %

図513-8 手在村の続出状況(41

育男の歳出に占める比率の変化である｡ i

ZB出の20%台を占めていた役場1削ま.

暇祝日 占年度には,手荘村では57.9% ,

大賀村では40.0% .苗山村では57.8

%と一挙に増大する｡一方教育費はそれ

まで大体歳出の40%台を占めていたが,

昭和16年度より役場矧 こ反して減少し

始める｡昭和 14年度において.手荘村

では歳出の47.8% ,大賀村では48.5

% .苗山村で58.8%になっている｡街そのものも役fB･孜は増加し教育熱 ま減少している｡役場架

の占める比率は以/t2あまり変化しないが ,故育費の削合は大きく変動しており,昭和20年度の教

育攻の歳出に占める削合は手荘村では&5% .大封村では1ま9% ,高山村では 15.8%にまで成
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少してい早｡またその歳入に占める比率は小きいが .昭和20年度には戦時特別空相;みられる.

ト 敬後の財政〔昭和21-28年 (194J-55)〕

表 5-5-7 町村費鼓入出決 (一般会計)tS)
't': ~ ニト1

i 手 荘 町 (村) ー 大 男 村 !こ 高 山 村

年 度 歳一言丁盲一也 墳入 一一･一一._-_｣t歳 出 日成 入 歳 出

昭和21年(194り l 4叫 I 545! 541 I289:! l
昭和25年(1948)- 5.126 5.082! 4494! i2.9;喜 l2.194

昭和25年(1950)ll.Dd7l 22.254t 10.871lP.875｢芯 打-1昭和27年(1952) 22.05D ".H .. 仰 ｡7与i

(単位 '千円)
注) 町 .村会F翁串良JIより.但し+印はF岡山県市町村合併史Jより

戦後.新円切沓九とともに再出発した村の財政は .その規模が急速に拡大していった.城後イン

フレに,朝鮮戦争(昭和25～ 28年)による特職 気が拍早をかけた｡鵬和27年度と同21年

度を比べてみても.歳入缶は手荘町55.6倍 .大賀村57,7倍 .歳出額は手荘町419倍 .大賀村

44.9倍という荘大な増加を示している｡また哉出守の方が歳入額よりも増加率が大きいことから,

当時の財政状態が悪化しつつあったことが推頚される｡そして昭和28年 .朝鮮戦争の終結に伴う

反動不況が訪れると.財政状態はさらに悪化する｡この年度,手荘町(昭和 25年J:り町制をしく),

大賓村 .拓山村の3町村とも財政収支が赤字になっている｡

(A) 歳 入

妄詣 ｢-型旦_i町 税 国雄支出金他

昭和軍■1年 i5 豆頭 JL 5n855'胸 2

昭和25年齢和27年 ｣ .空し -｣巨予 示 二..2iOJ

l 単位 %

図5-5-9 手荘町の攻入状況(5)

注) これは町税Lの故人に占める率と国庫支出

･金 ･県支出金 ･地方分与税 ･地方財政平爺

交付金の歳入に占める串を示したものであ

る｡

.ETJJl日工;-｢~J:I.-t･+ -▲～.′

昭和21年から同25年にかけて地方税

制が三度改正された｡ これほより市町村に

虫立税として二科目が新設され,住民税 .

地租 .家島税等がしばしば増税された｡ま

た昭和25年の｢シャウプ勧告｣によって

地方税を全部独立税で構成することになり,

市町村の収入上の独立性は高められた｡以

上により町村税栃は大いに増加するが,歳

入規模の拡大はさらに急で,ために村税収

入の歳入に占める比率はFLお減少する倍向

にある｡国庫支出金 .県支出金の姑加 もあ

まり目立たず ,28年度においては叔少し

ているものもある｡その中で,村税につい

で歳入額の増加を支えたのは.地方財政平瀬交付金である.これはこのさ町村で ,職和 25,27 I
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28年度を通じて常に歳入琴の20- 50%程度を占めている｡こq)平衡交付金は｢シ..ウプ勧告｣

によI)担唱され,昭和25年に実現されたものである｡当初は地方自治の強化に財政上の支持を与

えようとして設定されたものであったが ,昭和27年6月の地方財政平衡交付金法改正とともに.

この交付金制度は政府サイドに引き寄せられ,地方財政に対する国の支配力が強大化してゆく端緒

とfLT,'た｡ このことがまた.施策上の国と地方団休との関係に以後微妙にk響してゆくことも否め

ない｡

D)歳 出

警 賢琵琶---一票

単位 %

図5- 5- 10 手荘町の歳出状況(51

歳出額は年 大々 きく膨張しているが .そ

の中でもとくに増加革の大きいのは土木費

である｡これは略和21年度には約 1,000

円であったのが,28年度には約547万

4.000円まで増加している｡歳出の内訳

として,役境責の占める比率は僻和21年

を頂点にして械少傾向にある｡教育柴の占

める比率は一定しておらず.40%台から

10%以下と変化が激しい｡また,産菜巌済柴詩支出金などの占める割合も大きくなっている｡

チ 川上町成立当初の財政〔昭和29- 55年(1954-58)〕

昭和29年9月.手荘町 ,大賀村.苗山村は合併して川上町となった｡当時県下では町村合併を

進めていたが .これによる町村の減少に反して赤字団体は増加しており.地方財政危機の時代であ

った｡昭和29年度においては.川上町 も県下59の赤字市町村の-つであった｡のち,地方交付

税率の引き上げ.国の税財政持匠.神武愚気等により地方財政は一応危機を脱することができ1=C

川上町においても,財政収支の関係は徐々に改善され.昭和55年度には約 42占万 1.000円の

題字になっている｡

(a) 歳 入

昭和29年 i 52.4% [ 1日 い 5.5抽 14.■9 'i.1a8

侶和51年 i二二二二二三二二二三宗-1=fIiTT-a=2:ー 57_4 i22_占
T r●̀一叫 一一I:'.~一一-.̀ ー/

昭和55年 .弘 5 I 31.2 机Lri7ー 189

国碓支出金 出金岱

図5-5- 11 川上町の歳入状況 (1)

､注) これは町税 ･地方交付税等主な科目の歳入に占める率

を示したものであるQ
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昭和27年5月.地方税

制が大きく改正され.地方

財政平衡交付金が地方交付

税に改組された｡これによ

ら.因の予昇に計上する交

付税の総額は国の所得税 ,

法人臥 酒税収入の子詩
と定められ.交付税頓にわ

くがはめられることになっ

たD この時鵜 ,町税の歳入

に占める比率はあまり変化



表 5-5-8 川上町町費歳入出決昇(一般会計) (6)

lF-這 二三 二丑 昭和29屯 1954日 昭和 1年(1956) ×昭和 55年(1958)
町 税 T7.858ー 22.452 20.707

読入控 方 交 付 税 10,824- 1も595 18.714

国庫支 出 金 8537 2.220 2.585

県 東 出 金 i7451- r P.574 1957

財 産~収 入一分担金及負担金 155 . 505 5,0978751+ 79̀ 1.408

使用料及手数料 420 さ.7一十T 【 ~p7丁 ㌻

寄 附 金. i805 2.917 295

雑 収 入 nL 722 :t 一.i,555 741

繰 越 金書 目 ..= 2.928

町 僚' &20D 7.500 2.800

■計 55,117 40.059 l 40.029

1乙555 9.17dl 18.955I

極 防 壷千一1 2.757 -i丁 4T ｢~■-~ー~て丁㌻｢ ~

I読 .ri -木 筆 l T 2.882 _ニ___jl_711⊥十- - 5.072
軒 -肯 ■首 T l T 2.̀ ㌫ ｢ ,85Ll 1 1■2.854

L空室及労執施設費 ( 5J 45 547 779

I匪 芝 忘 恩 - -莞 二三 票 ｣-- ;:;;l

諸 -認 盲 ‡ --- 一 三 崇 1-:--:+ … 一三 7 50-- 一一-一一十- .- - -- - -- - -.一一.一一.-｣一一一--- 一一..------m--

選 挙 貨盲｢-3{-首 ~盲 丁! L 541 165 . 551

･ . ら;66-4, ト ≡ ≡ ∈ ≡ 享 ‥i公 似 焚｣

(単位 千円)

注) 『村会議事録』より｡但しx印は『岡山県市町村合併史JIによる｡

しておらず.50%台に落ち着いている｡一方 .地方交付税の占める比率は也加傾向にあるが,国

価支出金.県支出金の比率が停滞又は減少憤向にあり.その合計は変化せず ,昭和29･51･55

年度とも41.9%になっている｡次に多いのが町債である｡
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Q)) 観 山

監 21.8% ー 22.古 L17.1 :日.8&915..LL2.i

読 手 -F 2-&T 1 -,...lJf8ノ.i7
ー＼ ノ

1?.d l 25.占一 8.Oi15.4 91 2占.5
ヽ ヽ

塵菜経済貸 社会及労働地殻賀

図5- 5- 12 川上町の歳出状況
注) これは.役場突 ･教育費など,主な科目の歳出に占め

る率を示したものであるo

リ 川上町の近年の財政〔昭和54- 48年(1959-75)〕

表5-5-9 川上町町費歳入出決算(一般会計) L2)

年 度 ～歳 入 l 曲 的

旧和54年(1959) 57.454L 55.320

昭和Sd年(19占1)l 90.524i
旧･ft]58年(19占5) 152.824… 152/595｢____-一･一･･.･･-･- I.■-ー__ _ -.-1 -__-_____

141,207! 157.541

聖 埜 ユー7-聖 一言 77 ,-5-21十｢ ,--1一丁 γも昭和42年(19占7)H

唱和44年 (19d9)i- 585.525

旧知 46年(1971) ! 582,84p

昭和48年(1975) ,.占57.215

581.58I

578.528

i18.418

注 ) r町会抑 削 よb｡ (単位 千円)

(a) 歳 入

昭和54年 i昭和56年昭和38年昭和40年昭和42年猶和 4 4年昭和44年昭和48年 35.1% 1

･.7.5 i 妃7 !5.㌧ .5,8l車重 亘

l ll∠-.･.･.･...-坐 臥 隻 kLlL

alLi ｣エ 止 f15.日 は8
†ー1..--.一一=＼ ノ

1u5; 5R9 Fl15.8恒 12.8

町税 地方交付税 国ヰ

図5-5- 13 川上町の臥 状況

県支出金 町 その他
政
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歳出額の伸びの停滞に伴

って,故育賀 .役串紫 ,緒

支出金等ほとんどの科目の

支出が停滞又は減少してい

る｡僅かに増加しているの

は.衛生費と公債箕のみで

ある｡また,産業経済掛ま

年度によって大きく変化し

ている｡

物価の上昇等に伴って.

財政規模も拡大便向にある｡

とくに昭和44年度は.42

年度に対して歳入磯出精と

も2.2倍と大きく増加して

いる｡ただし.昭和46年

度においては僅かではある

那 ,44年度よbも財政泉

横が崩少している｡

吸入について特徴的なの

は.町税の歳入に占める比

率の大幅な減少と.地方交

付税の歳入に占める比率の

大きさである｡町税は相和

54年度においては歳入の

55.1%を占めていたが ,

48年度には1.d%にまで

減少している｡一方地方交

付税は昭和54年定には栽



人の51.5%であったものが,48年度には40.9% ,多い年度では50%台にも上っている.そ

して,地方交付税,国庫支出金 ,県支出金にJ:る収入は.昭和 48年度以降は歳入の 60%以上を

占め.48年度には実に 47.5%にも遵している｡町倍についても近年は歳入の 10%台を占めて

おり.独立肘掛こよる収入は任かである｡他町村同軌 こ財政上の中央-の侮斜は.川上町においで

も顕著である.

(b) 歳 出

昭和54年 ー 20.1% i192~.' 2L5園 芸 9

昭和54年唱和き8年HB和 40年 l ヽ/ ノ l ヽ

｢ 手本盲十-盲汀 ト1.1｢→ 2.4
二軍 帯 2ふ2

昭和42年 i2iOET{2.7日2412ム4~-ーL-J.コ ｢こ."--~■-＼-,h
隅和44年昭和4d年 ll_454.5L_ià｣....i4話=:干云∴〒芸二.干憲二〒云二:20.91

巨義正fDfi-- 玩 .,F 詑8
役場項 数首班 産業遥済封 土木製 その他

(総遊資) (既林水産業教)

図 5-5- 14 川上町の歳出状況 121

集できる｡

-18.I-

､ -

役場費(総希紫 ),土木

繋 ,衛生糞その他ほとんど

の科目の歳出に占める比率

はあまり変化していない｡

教育柴のみ年鑑-によって大

きく変化しているが ,昭和

44年鑑を除けばその比率

は減少傾向にあるようであ

る｡平均して ,歳出に占め

る比率が故 も多いのは農林

水産業Tlで,しかもその削

合は増加傾向にあり.川上

町が巌近地林業の進展にと

くに注力していることが推

(房 宗 幸 子 )



第 6葦 交 通 と通 信

ヽ

図 6- 1-1 初世初胤の川上都の道麟構図

本国はr術中町史｣P.216の図 1にならい岡山大学

酢態池田家文庫所収の正保年間(1占44-1占48)動

作の｢船中国絵図｣によって東半分を新たにつけ加え

たものである｡
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rl例oiAl■■
●免租 川
4)戸叫f鳥b
o水.戸主ム_
◎山dk土及沖
ローノ叫
4脚 耳才
●え利十秒左'47円
a)什8膚籾
LL両帝サ止す

図 占-1-2 近世中期の川上郡の道路網図

本図は岡山大学所蔵池田家文庫所収の碁永 7年 (1854()2月製作

の｢備中国巡覧大絵図｣によって作成 したものである,
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近世初期および近世後期の川上郎vtおける道路網はそれぞれ図6- 11 1,図 占- 112のごと

くであった.このうち近世初期の川上町vEおける道路網について岡山大学所蔵 :池田家文風 正保

4年(= 47)の ｢備中国道筋井灘道船路帳｣には次のようvC記されている.

一松山より大竹村迄九盟拾五町大竹より備後尿墳迄弐町但シ備後領東城へ出ル道 (- ･･① )
此内川五ツ 松山般渡広サ四十五間深サ九尺

妹本川広サ四間探す八寸

樋本川広サ四問深サ壱尺

市場川広サ五間探す七寸

日詰川広サ壱間深サ五寸

坂三ツ 近似坂十三町

商事坂十町

鎖瀧坂十八町梓所

一 成羽ヨ.)地頭迄弐里地頭ヨ.)高山市場迄弐里応山市場ヨリ備後国境迄二十七町五十尚但シ備後領

花任村へ出ル道 (･- ･⑧ )

比内河六ッ 川相川広サ八間深サ巻尺

梶田川広サ上聞深サー尺

藤原川広サ十間深サ奄尺 ､ 一

神原川広サ八間探サ八寸

金谷川広サ宅間深サ五寸

乙出川広サ五問深サ五寸

小 道

地頭村より東江原迄四里半

比内坂壱ツ 我見坂十町 (････③ ) r

ほかVE)目上町分には属さないが成羽から矢掛まで熟薪を通る道 (････④ ),同じく凍原を通る道

(･- ･(a))などがおもなものである｡また術後函噂に近い西部vcは備後園東城と臓中国笠岡を結ん

だ.いわゆる ｢東城往来｣ (････⑥ )がかよっていたoそしてG)の道 (この道筋の中vc②の道筋を

含む)は現在の後月郡芳井町との境界に位位する高山市忙おいてこの ｢東城往来｣vc合流するものであ

った.① (①を含む)の道のうち川上町地頭と満山市を結ぶ道,いわゆる ｢高山往来｣VCついてはあと

で述べることVCするo

川上町内vrおいて,図d- 1- 1と図 占- 1- 2とを比較すると.近世初期と近世後期とでは次の5

箇所VE追いが見られるoひとつは① (②を含む)の道の成羽)Hの支流領豪州沿線の様子である｡ここで
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は近世初期には儲家川を左岸から右岸-また右岸から左岸-と横切りながら川に沿ってかよっていたの

であって.橋はなく ｢飛石渡り｣の様子が写共 4- 21 の古地図vt記されている｡ところが近世後期

にはこの道は見えず,台地上の七地を通る道のほうが記入されている｡ 2-つ目は同じく① (②を含む)

の道のうち近世前期には変革一大竹線が記入されているのが近世後期vEは見えなくなり,新たVE地所一

大竹線が記入されている点である｡ 5つ目は近世初期には見えなかった井戸高山一布賀線が近世後期vE

は記入されている点であるOこれらの5箇所壮いずれも近世初期と後期とでの幹線と考えられる道筋の

変化に伴って記入される道が変化したものと思われる｡

これらの道はし(ずれも幹線の道で.そこVEは一里塚が設けられていたO図d- 1- 1vCよれば.川上

町内ではの (②を含む)の松山一地銀一大竹一高lLJ市一花住一取成線では.佐 木々一也啓開vt2箇所.1

大竹一地頭閤VE2箇所が.また③の地頭-A'江原線で比川上郡凌草一後月郡矧鞠の都範付近に 1箇所が

見られる｡ただしこれらの一里塚は近代になって車が通るため道幅が広げられた際に削り取られて,現

在はいずれも残っていない｡なお萌下大竹野呂在住の前略字太郎氏く明治25年生まれ)の話によれば,

野呂の ｢天皇神社｣の境内に松の老木があったが, 20年ほど前VE挽採されたそうであるOまた,すぐ

そばの道路わきvCは人一人の力ではとうてい動かし得ないほどの大石があり.これは道路拡張のおりVt

ここに移動したものと11恥､た｡しかしこれらがかっての一里塚の頗跡かどうか比定かではない.

なお前述の ｢備中国道筋井藤道船路帳｣vtよれば備中では芯梁)II以西には橋は1つもなかった｡ただ

し渡船は使われてお り,天明8年 (1788)の ｢飯家相明細帳｣には ｢-,川合依渡船壱岐御座候｣

とある｡

近代的な道路が谷vc沿ってはしり.あるところで比山を切り下げて急勾配を避けているのVE対して.

これらの近世の道路はいずれも急勾配を持ち,当時のおもなる生活の舞台であった台地上の集落と攻落

とを谷をはさんで殺短コースで結んでいた｡両者の勾配の差は図6- 1-5で見れば明らかなようvC.

近代的道路の一例である国道 515号線vE比べて近世的道路 ｢福山在来｣はかなり急な勾配をもつ箇節

が多い.並者は谷あいの地嬢から西谷を錘て台地上に位位する伯東へ連する道を登 りながらその急勾配

に席かされた｡坂道を登りつめた台地上には日光を受けて周 り映える腿家の岸根があちこちに見えるO

谷をはさんだ向かいの台地上にも躯蕗が見渡せる｡明るい風ki･であるO近世からの鎚渚のほとんどがこ

の近世的道路近く台地上にあることは今日も変わりがない0台地上VE比べれば商暗く,見通しが悠く.

汐気の多い谷に沿ってはしっている近代的道路の沿線には民家はほとんど見られない｡
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牡産
ii

図d-1-5 近山の迫鞄と近代の遡雌との比碕

1 本園は方向を爪祝して牌高と祉熊との槻係のみを滋わしT=も

のである｡

2 本図は幽土地理院発行の 2･57うー分の 1地JLl適より作成 しt=｡

L.I

ナt･ l

‥L .～

,.uい l

: ▼J ㌧■､
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(b) ｢満山往来｣と高山市

(イ) ｢高山往来｣vEついて ｢高山往来｣はその名の通り高山vE通じる道であるo道はその行き

先によっていろいろVt呼ばれる1).前述の ｢東城往来｣も廃城vE通じるところからこう呼ばれ

たO｢高山往来｣はこの r東城往来｣の脇道として重要であったと思われる｡｢東城往来｣は中

世になって盛んVEなった鉄の生産vE伴って大規模vE物資の輸送が行なわれだしたと考えられてい

る主要道で,備中国笠岡の西の浜から七日市 ･井原 ･高山市を経て備後VC入り豊松 ･油木を通っ

て東城vE至 っていたOそれは山陽と山陰とを結ぶ,いわゆる ｢石州街道｣の一部をなすものであ

った｡｢高山往来｣は地頭から大竹 ･出中･高山を経て高山市でこの ｢東城往来｣に合流してい

たのである｡

かっての ｢高山往来｣は現在どの地点においても幾

分かあるいはそれ以上に道幅が拡張されており,角

L 最付近のごく一部 (写真 6- 1- 1)を除いて小型

写真 6- 11 1 高山往来 (角星付近)

このあたりの往来は幅が約 1m程度であるが

それでも近世当時のものよりは拡張されてい

るD

串の通行が可能であるが,近世vcは幅 17花にも満た

ない鮒道であったOこれは輸送手段が人肩 ･馬背 ･

牛背vE限られておりしかも交通並の少ない山道小道

の交通事情を明らかVE反映したものであるO

｢高山往来｣を現在の地名のうえでたどると次の

ごとくである｡地頭から台地上の鳩粟vE達する道は

2つある｡ 1つは地頭栄町から西谷を登る道,他の

1つは地頭本町から登る道である｡これらのうち前

者が成羽街道-通ずる近世の道であり.後者は中世

の地頭時代vE開かれた道であるといわれているが.

地顔本町の登 り口には ｢中堂｣と呼ばれる辻堂があ

るところから,後者も近世を通 じ最近まで使用され

ていたものらしい｡これら2つの道が合流する地点

VEは大正 14年正月に建てられた道標があって,蘇

約 75m横約 25mの石板vE｢右-井原至三里,此

方高山至二乱 左-成羽至三豊｣と記されているO

また同じ場所には同濯度の大きさの文政9年(18

26)8月7日vE建てられた道標もあるoこれ巨は道標を兼ねた牛の安全供養碑であり,山の中の往

来vEは至る所で見受ける碑である｡供養碑ではあるが,ひたすら牛馬の安全を願ったもので,昔は径
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栗とVlえば牛馬の往来であって牛馬安全とは交通安全であったとも考えられる2)｡ この近くには

｢二間勘 (写其 占-1-2)と呼ばれ産 生かある｡この ｢二間堂｣の名は阿占_ 1-5のよう

vt適例ぬ 堂が.間四方であるのVC対してこの隻が奥行 2rRL]であることに由来するものであって,

通例O.辻輩でJji奥に祭られている石像仏など忙よって ｢地蔵堂｣｢凝師笠｣などと呼ばれたり,漢

たときvEはその所在地の名前もつけられたりした｡JII上町内にはこうしたL辻堂が40- 50堂あっ

｢二間堂｣ 通例の辻堂

例-･｢中萱｣
●

図占- 1- 4 辻 堂

写真 占-1-.2 柏葉に残る ｢二間堂｣

たといわれ,当時の旅人の憩いの場として峠道などでは近所の人々がいつでも源茶が飲めるように

茶釜をかけ,あるV,は堂の軒下vcわらじや並をつるして族人に供してきたものであったoこの ｢二

間堂｣内VC安置してある地蔵には ｢正徳元年｣｢宝暦三年正月｣｢享保十年巳年八月十三日｣など

近世中期の年号が見える｡往来は ｢二間監｣から野呂を経て須志に至る｡ここVlある大正 14年の

道標には,｢西高山市経油木,東地頭抜成羽至′り とあり,この道が簡後国油木を通る ｢東城往来｣

vtつながる道 ｢高山往来｣であったことを示しているo須志で谷あL̂の近代的道路と交差した往来

は再びつづら折りの坂を登りまた角谷の谷を鐘て弥高山のふもとを通りながら高LLr市vc達する｡

(.,)高山市の繁栄 高山市は ｢高山往来｣とr東城往来｣との合流点vEあたり,また笠岡一東城間

のほぼ中間地点(笠岡一帯山市八里.高山市一夜或九里 )にあたるたれ 宿卿 丁として･あるいは

高山牛のJJき散市場として大いに栄えた｡加えて穴円山神社の門前町として,そして定期市場として
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も古くから栄えた集落であった.天明8年 (1788)の ｢領家村明細帳｣vtは ｢- 当村諸用相

調者成羽町高山市二而賞詞調申候｣とあり,高山市の艶栄ぶ りを思わせる｡川上郡高山市村 ｢村誌｣

vE所収の ｢商業旧慣二寄道傍使用之俵御願｣ (明治 16年 )vcよれば,ここでの市日や祭日のにぎ

わいと物資売買の状況を詳細vE知ることができる｡

商業旧utfニ寄道傍使用之儀御願 5)

備中国後月郡東三原村ノ内字高山市-三等県道沿ヒ且ツ川上郡高山村穴門山神社参詣道ニシテ道幅

平均四問余ヲ開キ此両側二家屋三十壱戸連携シ,一小市街ヲナシ,半J(着物売星族粕屋半,(諸産物

仲買ヲ菜 トシ活計ヲ立ツル旧慣二而,毎月五日十五日二十五日定日トシ,沿海地方当国玉島 ･笠岡

･術後柄津 ･福山辺ヨ.)海産物井テ綿 ･木綿等ヲ編入シ山際地方術後国束城 ･上下 ･小畑 ･油木等

ヨリ搬物胸章.措庚持出シ交市シ.且旧暦二月,六月,十月,巳の日毎十日穴門山神社祭日ニシテ,

三備前作州讃寄辺ヨI)金話人数多郡紫ス｡抑地勢-左右険山ニシテ右ノ日他ヨ.)入来ル商人持込産

物晶他二監処無キ故無拠悉皆路傍二於テ瀕売スル旧慣之処,地方連帯罪御施行二相成爾後前伴之通

り販売品井列スル処他こ地面無之ヨリ,自然二物晶職人減少シ.付而者本地.商業漸 ク哀徴二極ク

形勢大欺息仕候｡何卒市中往還手広ク場所二限 り改道幅壱間半ヲ開クノ外.両傍ニテ毎月三回井二

六門山神社祭日二限 り,旧慣之通り産物井テ飲食物等版売仕候依御許容革袋度,尤モ道筋地形-前

紙図面之通ニテ前後ノ道幅比シ市中-殊之外広幅二付,人馬往来之際-固ヨリ無之尚注意相行ヒ可

申候間本地居住人矧 日慣簡素永ク相続致候様仁他ノ御建議ヲ以本願御聞届ケ被下度此如革仰願候以

上

明治十六年十一月二日

市中惣代

山 本 源 助

池 田 喜 八

すなわち高山市では毎月5日. 15日, 25日に定期市が開かれ,沿海地方の玉島 ･笠岡 ･備後師辞

･福山辺より海産物 ･綿 ･木綿等を輸入 し,山際地方の備後尉東城 ･上下 ･小畑 ･油木等より殺物 ･梱

草 ･構炭を持出 して交市が行なわれたoまた旧暦 2月, d月, 10月の巳の日は穴門山神社の農 日で備

前 ･備中 ･美作 ･讃番より多数の参詣人が集 まったoこの定期市開催日と穴門山神社衆目には他所から

来る商人が多く商品の腔場がないため,道の両傍にて商業が行なわれたのであった｡

高山市の柴宿は昭和 10年6月27日火災にあい,南の後月郡三原村大字東三原分と合わせて5 6戸

95硬を焼失 しているが.その火災より1か月後の ｢山陽新報高架支局主催高山市復興座談会｣ 4)の

座上で,当時の高山村長赤木氏は次のようVC語っているo｢一前略-高山市は海抜二千尺の山領に位し

三百飴軒の人家が躯LEEしておりましたことqj:皆様御衆知の通 りで昔から触中二の宮と称 し武内郷穴門山
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神社が銀座あらせられまして御神徳灼無として年中各方面から参拝者多く殊vc旧暦二月.六月,十月の

巳の日を奈Elとし中国四国山陰方b-の崇敬者が用地まりまして高山市で盛んな市を立て此撮日の収入金

を以てこの町の人は-ケ年中の雑空きを支えたと言うことです｡この市が地方的vc如何に盛んであったか

と言うVC,地方で大混雑を捷めた形容詞にr巳の日の社数屋の前の様なJと言ふ語が今なは存在してお

ります｡一中略一文当地は宿場として可なり良t̂地位vlあったものを.井原から東成へ,井原から新見

-通ずる間の宿場で東妹町新見町-何れも八軌 井原吋へ六里であります.県道や鉄道の通せぬ時代vE

はその方面-行く荷物がこの高山市を遜色したものです｡その運搬仕勿論馬の背や人の肩で相当多衝の

努力を要したのです.一中略-なは当地は傭中腰草とrh山牛の産地で席草仲買と牛馬商人が多かったの

で何れも広く取引したのです｡煙草は専売法実施で産塀を瀬じ又伸男業者を失ひました｡当時此多血の

煙草の運送は殆んど人の肩と馬の背vcよったもので.当市には数十頭の荷馬を飼亜して運搬発をしたの

です｡高山牛は宮山宮林と弥高山vc放牧したので多敦の良牛を産出したが.今日では放牛を禁せられ共

産牛を減じたるも,全国的vC高山牛の声価は存在しています.-後略-｣4)

この赤木氏の語るところVEよれば,高山市が ｢東城往来｣や新見-の道の宿場町としても,あるいは

高山牛の集散市場としても,近世vcおいて大いに栄えたことがわかる｡

なお高山市上町の江草骨平治氏宅は現在も屋号を馬喰座 といい,近世には荷の取次 ･交換や馬子の休

憩所 ･寄合所,馬の中継所としての機能を果たしたものであるCまた高山市上町江草郁治氏の話によれ

ば大門山神社の祭日の市のにぎわいはたい-んなものであったようで.道路を自在に横断することも困

写真8-1-5 高山市のかって

の繁栄を物語る往来の本道

好であったため,街道の南蓑viC小道を設け.急ぐ人はそちら

を利用したということである｡

写井 占1 1-5がそれで,いわば現在のJ(イJlス忙相当する

ものであろう｡なお高山市の♯務の中心を東西に走る道路は

現在幅 4m程度だが,これは前述の火災後vc約 1･5mの拡張

がなされたものである｡

(-)布山市と往来筋の物資流通 この高山市を通って山

間盆地と沿海地方の産物が互いの地方-運搬された｡｢東城

往来｣を輸送された物資をみると東城盆地の米(東城米とよ

ばれる)は古来南米として取引された上質の米でこの道忙よ

って帝都帝適地-執 fれていったのである｡このほかに東城

方面から運ばれた物干vcは.炭 ･麦 ･大豆 ･小豆 ･こんVCf

く･菜食 ･蝿 ･煙草 ･茶 ･和紙等があり'高山市を経由して

笠岡-と運ばれた｡また笠岡からは塩 ･魚類 ･海藻類の水産
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物 ･呉服等の日用品 ･砂糖 ･味噌等の調味料がこの道によって奥地-ともたらされた. 5)また高LLl市

版之耕江革益勇氏 (明治28年生まれ)virよれば東城から運ばれた物資の中vEは鉄 もあったということ

である｡なお高山市では米はあまりとれず.明治期に比東城 ･迎松 (広島県 )からそのほとんどを買い

入れていたとLhう話であった｡

(C) 曲民の生産物の消勢と販売

伯居の生産物の自家消炎 と市場-の販売について明治 15年の胤散村および≡沢村 ｢村誌｣の記すと

ころをまとめたのが黄 ムー 1- 1であるoこの記収は明治時代のものであるが,江戸時代においてもこ

表 占- 1- 1 農民の生産物の消費と販売

付 産 物 生 産 丑 JFf 用 途 輸 送 先

嵐敬村 牝 牛牡 牛 9 頭9 頭 )悲 自用 近村

鶏 卵 現数不詳 美食佳 日用,

孤 .狸 .蘇兎 .鶴 .山鳥 ) 少 自用

鮎 凡45匹 輸送

栄楳 米大 麦小 麦大 豆莱香梓小 豆蕎 麦馬鈴薯 .甘香茶葉 .そらまめ緬 .莱 .わらびなす 凡100石凡 25石凡150石凡 145石凡 54石凡 50石凡 27- 28石凡 4石凡 5石凡 24- 25石)凡 5石)少 美 日用日用 I′l⊂' l

薪顔 A 500/少 )日用

釈 牝 牛牡 牛 41頭14頭 )悪 輸送 紀伊臥 安芸国.備前国



村名 産 物 生 産 丑 質 用 途 輸 送 先

沢村 孤 .鍾 .蘇兎 .負 .山鳥 ) 少 iL郡 白 岡

栄精 米大 麦小 麦粟香梓小 .豆蕎 麦甘 薯馬 希 薯 575石 5斗49石 5斗425石 5斗 2升52石 2斗58石 8斗51石 4斗81石 5斗 1升10石21石 2斗 5升4.852斤17.SOO斤 悪I育 上 I日 用輪 送 後月郡井原村

藍 菓 2,515斤 悪 輸 送 小田郡笠岡村,上房郡高梁

薬たばこ 21,000斤 糞 愉 送 高梁.笠岡相生岡村.高梁等

豆 類 28石 藩 日 用 ､

こんVEやく玉胡麻 .柿 .莱なす .ぶどう等 900耳目 ■港)想 輸 送日 用

清 酒 150石 忠 輸 送 地頭,領家,七潮,仁賀村等小田郡矢掛村.浅口郡玉島村

切 茶 SOO斤 美 日 用

節 19.500常目 恩 + 日 用

顔 1.000俵 港 輸 送

注 ) 唯散村および三沢村 ｢村誌｣記載のうち.主要でない物産の一部を省略 した｡

の奄度の洞野と販売が行なわれていたものと考 えられる｡これによれば,膿数村からは鮎が,三沢村か

らは牛 ･抱卵 ･馬絵巻 ･監事 ･斐たばこ･こんに†く玉 ･樽酒 ･堅炭 ･小炭が他村-販売されたOその

販売先は.同郡内の地頭 ･憐察 ･七娠 ･仁焚付や後月郡井原村 ･小田郡笠岡村か上房郡高梁 ･浅口郡玉

島村等,倫中国内がほとんどであるが.中には三沢村の牛のように備前国や遠 くは安芸国 .紀伊国へま

で輸送されたものもあるoなお両村とも敷物 ･豆煩 ･いも帝等主食 となるものは村内で消炎 しているよ

うである｡

( 村 上 玲 子 )
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(2) 近代の交通

近世,町民の ｢足もと道路｣として重要な働きを果たしてきた東城往来や高山往来のような,

いわゆる ｢野呂の道｣は,勾配を無視した直線的な最短距離を通るもので,幅 17乃程度の馬がや

っと通れるほどの狭L̂ものであった｡

ところが,明治時代にはL̂って近代的交通手段の先駆として流入した人力車 ･馬車 ･大^ ･中

小革などの車禰交通の出現によって,道路は川に沿った傾斜のゆるやかな,いわゆる谷の道路-

とうつってきたo明治時代,谷の道路は太政官連vCより,県道.一等星道となって脚光をあぴる

ようVCなり,大正期vcはいってさらVC分類認定され,これvCともなって,本格的な道路改修がは

じめられるのである｡

(a)都道桶人と道路改修

大正8年,法律第58号道路法を以て,旧来の国道,県道,里道が国道,府県道,郡道,市

道,町村道に5区分された.川上郡では翌9年 4月1日付で都道路線 15線が認定され内 1号

1線, 2号7線, 4号7線ということvrなった｡当時町内vEは2本の県道 (成羽井原線,井原

油木線 )があったが,当町yc関係ある郡道路では.成羽大賀線 (成羽一地頭-大賀 )が2号で

ある他,地頭八日市繰(地頭一野田一八日市)地頭佐原線 (地頭一佐原)地頭高山市線 (地頭

｢素志一高山市)の5線は4号であった｡この4線の状況は以下のとおりである｡
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◆L 1 l ●こ

弄 4- 1- 2 川上町に於ける4県道の正路状況 (大正 )
路 線 名 Il該当号 路線起終点 重要なる最 適 地 路 線 延 長

成羽大賀線 2成羽～大焚府鵜道路徐(事故村 vEて 分 岐 ) 1里22町42間,タl重用2里8町57間
地頭八日市線 4 手荘一日里 〟 (日里 村 〟 ) 8町12棚 1里55町52間

地頭佐原線 4 手荘～大兜I 成羽大架線(手 在 村 〝 ) 1里10町51脚 20町40間

路 線 名 蛮 弊 内 訳

成羽大柴線 頼通成羽一手荘 2里8町57間

地頭八日市線地頭佐原線 県道手荘～月旦 1里 55町52間都道手荘村 24町40間

｢川上郡史｣より

. 〇･･ Lり I･

1r'･RJfLiT1∃I ､

｢.一､'･Llrヽ ll.rJ i- T

T ' ( 1 I

｡ .,Lレ Ll ｢ I.L

JL

この道路法と翌年 7月の道路公債法は,それまで不明確だった道路の種炉と,改修,補籍に要する紙

用を負担する公共団体とを明確vC対応させる建前をとり.たとえば川上 ･後月両郡の境界vEかかる都道

路線 (地頭高山市線,高山市油木線 )7町4占間占分の道路管理者は両郡の協議の結果大正 11年 2月

17日付で)目上町の管理と定められた｡野水目的をもつ国道については全餅国庫負担,主務大臣の指定

する国道vcついては5分の2の国碑負担 とされ,それ以外の府県道,都道.市町村道は府県知事や都,

市町村長の管理のもとVC地方公共団体の負担とされた(術中町史 )｡したがって郡道の改修及び維持修

繕vcっいては,その関係町村間での確たる協定が必要であった｡

脇 定 店 ､

大正9年4月 1日ヨリ道路法施行二付郡道ノ改修及岸持修繕-左ノ条件二俵 .)部数ヲ以テ之ヲ行7

- 郡道路線二認定当時未改修ノ衝所アル路線-全線ノ改修ヲ了ル迄其改修二要スル工事封総鮪ヲ朗係

町村ヨリ寄附スルコト

但シ県出補助ヲ受クルモノ-其補助額ヲ鮭険スルコト

二 郡道ノ改修及非常災害復啓工碑ノ場合-工31娘鮭萌ノ内郡負担ノ半額 ヲ関係町村ヨ1)寄附スルコト
三 総門橋及方谷橋ノ架換又-壱千円以上 ヲ要スル隼繕工車ノ場合総門柄二付テ-=事費総額ノ壱割五

分,方谷橋二付テ-本部負担額ノ四割ヲBtl係町村ヨ.)寄附スルコト
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総門橋ノ幽係町村-成羽町,吹屋町,宇治村,中村 トシ方谷椿ノ関係町村-落合村,松原村, トシ関係

町村二於テ適宜協議スルコト

四 郡道ノ改修又-維持ノ為メ必要ナル戦地-地元町村こ於テ土地所有者 ト調談シ無鍛捷供七シムルコ

ト家屋移転等ノ場合赤岡シ地元町村二於テ前項ノ調談ヲ為スニ当t),土地所有者資力薄弱ニシテ無償埠

供ヲ為サシメ得ザル番蛸7ル トキ-[姻係町村二於テ之ヲ買収シ郡二対シ無餌捷供スルコト

五 都道ニ-常時修繕工夫ヲ匿クコト

常時修繕の増用-全部都政ヲ以テ支耕スルコト

右協定ス

大正九年二月九日

｢川上郡史｣より

大正 9年 8月 15I1占日の洪水の時に災害をこうむった郡道中地頚佐原線,成羽大力線については

この協定譜の第二項vcよって次のようVC処促されたo地頭佐原線 (大賀村 2カ所延長 14,5間 )は工事

総飯 549円 占95県出 174円郡出 87円 850地元町村 87円 845であり.また成羽大賀線の

(手荘村 2カ所.延長 100間 )の場合工事総額 54占円 410内県費 175円郡封 8占円 705地元

町村 86円 705であるが同線の(大賀村.三 ヶ所.延長 20間 )の場合のようvC工事総額 110円

A0O内郡望,皆55円 500地元町村 55円 500となり県の方からは一切工班は出されていない場合も

あった｡

しかし,このような非常災害時の修繕でなくで常時捗縛については第5項vcより各要所VE砂利置場を

設け.修繕工夫を配促 して路面の修理改構vE当てていた.

襲 占- 1- 5 道 路 の 常 時 修 繕 制 度

受持路線名 修 繕 区 域 勤務 日数 日 給 額 配 置 工 夫

地頭高山市線 地頭県道分岐点ヨリ高山市県道接続点迄

地頭佐原線 成羽大賀線分岐点 ヨリ大賀村郡界迄 月 15日 壱円弐拾銭 地頭ヨリ1人

成羽大賀線 地頚県道分岐点ヨリ大賀村元模造

｢州上郡史｣より

道路法の施行vc伴 うこのような坊極的な幽係町の改修策も,道路改t畔L負担はやは り思案の的であっ

た｡

H t ワ
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諦 幣 杏

府県道満山成羽線改築三関シ関係区民惑テ手荘村長二講師ス -

L(ニ閉ク村当局こ於テ-前記府県道全線速成ノ方策ヲ近 ク村会二附議セラL'ントス ト吾人当路者-公務

繁劇ノ裡二於 テ特ニ一般交通ノ発達助長 卜地方局ノ細刺増進ノ為メ心志 ヲ労シ画策セラレツ7ルヲ多 ト

シ満腔ノ敬意 卜感謝 ヲ衰スルモノナリ然 り而シテ亜三周村会ノ決議 二基キ県へ請願 セル大正拾四年度工

事県予算へ編入ノ件其鎧過重趣順調 二進行シソ､7ルヲ抑ク折柄突如其蒲郡 ヲ撤回スルカ如キ-該路線

将来ノ迎命二至大ノ影轡 ヲ及ホス可キニ付塩力井鼠哲ノ達成ヲ期スルコトトシ尚別二其外未開通ノ箇所

/速成策 ヲ樹テ以テ速二全線開通ノ右改良計画位相転へ請願任侠也

ll I
大正拾三年 7月

_トー
■■■･■■
I

.-. 呈 来 手荘村長 那 須 省 吾 殿
⊥ヽ1

:一 号= (川上郡手荘村役場 ｢請願者類凱 )
L→1.-
号 ご1,- _,:. i

●r

こうして大正 9年より実施 された道路法Vこよって和迩忙認定 された路線払 大正 12年の郡制廃止に

よって府県道 と町村道に編入された｡ これによって新 しく府県道に認定 されたものの内本町忙関係ある

もの払 郡道成羽大焚線の内 20町 40間 と地歌紘原抱 (1漫 10町 5 2間 )が府県道地頭井原繰vE,

地頭高山市線 (2里 17町 28間 )と高山市油木線 (17町 29田Lj)が,高山成羽線 と改名 された｡同

じく町村道vc編入されたものは成羽大朝線の内 1里 2町 2間と地頭^日市線 (8町 12間 )であった｡

(b)生産物の進路と運送手段

大正期vEおいて,自転車の轡及率は急激なものであったが,これは今日のようにレジャー用,通勤

通学用としてではなく雑貨や食料品 を糾んだ伸男や行商用のものであったO ところが大正 9, 11,

12年の戦後反動恐慌働,昭和 2年の金敵恐侯で晦まり4, 5, d年 と拭いた昭和初期恐慌期vEあっ

ては,もっと高度の市場価格の高い都市-の共同出荷が考 えられなければならなくなった｡ このため

vc, しだいに トラ,クが進出 してくるのであるが トラ,クの攻勢が強 まると.それまで近距離陸上逆

送の主力をなしていた荷馬車が大正 14年を頂点 として,減少の一途をたどってい った｡ こうい う時

期にあって昭和初期 における川上町の各値産物の安易状況を ｢移出入襲｣から推察 してみると,川上

町を中心として成羽,高梁,井原,東城.岡山.九州.東京,四国vc結びついていた.たとえば川上

町の米の産出高は 77 06石で消封商は 89 56石で不足分は東城からの移入 27 5 0石他からdO0
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石で補われているが兵庫-最終的余剰分 1085石を移出している｡また清酒の産出高は 1120石

消費高 1140石で不足分を剛 ｣.宵家,井原などから抽入しその最終的余剰分を米の壌合と同じよ

うに阪札 高梁'共和などに輸出してt̂る.このように)ILE町が仲買役となって阪神地方-と結びつ

いたものもある｡

ところで川上町各村の各地との運送手段壮図 d- 1- 5VE示す通 ･)である｡この図から推察してみ

る陀･まず東城からの米はすべて荷馬車と自転串で運ばれ成羽や高梁との間も同様に自動車と荷馬車

が利用された｡岡山まで.あるい払 岡山以東 (兵JF.取れ 東京など)K選ばれるものVCついて払

まず摘発まで荷馬車や自動車で出し.福栄から伯Q.佃 を使って岡山に付し,岡山から山陰本線で運ば

れた.また.剛 J以西の内玉島までは岡山以lJiの心のと同じように伯節線及び山陽本線が使われたが

しかし'笠臥 福山,三原などvEは列車は利用せずn必中や何馬坤で厄接Ki劉よれていた｡行程 50

rm～ 100Kmであるが.三原からの典子原は自転車で直轄りされていたのであろうoしかし,手#,

大宅,高山の三村間では,やはり荷馬車がほとんどであった｡

また当時の三村の諸坤台数の推藤を表 ムー 1- 4一でみ る と 自動串は手瀧で昭和2年に帝石7岡が

1台研入されたのみで5年vtは2台vEなり4年元t{一台となっているが,他の2相には全くないので

他地域との交易で自動車を利用するものは手並を脊あてほとんどが相手地域の所有する自動車vcよっ

ていたものと思われる｡

表 ムー1- 4 砧山村 ･手荘村 ･大･iL村vcおける藷串台数の推移

<&LIJ>
l ■

三 言 牛車 伸也 白 旬 LB■■一一･一･.■■雫田 荷駁岡 人力車 良 転 単自動 二輪 =& 也

大 正11年 15 - 14 ー - - 42 - -

12 14 13 -I - 51 I -
15 -l ー8 14_ 1 i 62 - -

14 - 18 - 14 -ニ ー.･.･. J 1 )- 占2 - -
15 I-/ 21 1 15 - 1 - 87 - -

昭 和 2 21 - 5 - - 78 - -

5 18 4 - - 76 - -

4 1占 - 2 85 - -

L''-,. 5 ~7 10 - 2 - -巨 - ｢ A _J -l {ヽ -.一- 70 - -



<手 荘>

馬 車 .牛革 荷車 自 動 車 人力革 自 転 車 其 他
乗用 荷街用 乗用 荷破用 自動 二 輪 三輪

大 正11年 8 29 88 - ll 292 1 -

12 10 29 58 - 10 5505占115 ll 18 54 - A

14 15 15 44 - 5 570l 5

昭 和 2年 15 10 58 1 4 2 577 2

5 14 10 40 5 2 5 2 595 5

4 14 5 55 5 4 1 2 407 19

5 ll 4 28 4 5 1 1 411 19

大 正11年 2 24 52 - - 1 - 111

12 2 ,21 48 - - 1 - 158

15 5 15 42 - - 171

14 2 19 41 - - lad

15 2 1占 46 - - 228

昭 和 2 5 17 44 - - 210

5 5 17 44 - - - 210

4 2 15 4占 - - 218 -

5 2 9 59 - - 189

各村別 ｢現勢調査軒｣ より

(C)現代の道路交通

(1) 国 道

大正2年vc県道vc認定 された成羽井原線は昭和 45年 4月に国道 515号線 (福山一倉吉 )vE昇格

し串廟発達の′如 らゝもは山vE通ずる路線 としても当町vcとって倭めて盃要であるがまだ簡易7スフ,

-2rl1-



ルトのところもあり,幅員などの点からも今後の故鯵が待たれる｡

(I,)県 道

町内には国道 315号線を南北vcひき,それを軸vE支線的vC7本の県道がのU'てV'る. (内2本が

主要県道, 5本が一般県道 )一般県道5本の交通∬及び道路状況は以下のとおりである L ,.

菜 6- 1-5 交通丑及び道路状況 r･H L･- L_L

路 線 名 観測地点名 基品格 妄品格 平均 詔 閏 ‰ 塩 )Fq南 面の懲 頗 起伏率
下鴨川上線 川上那川上町仁焚 405 584 1.05 5.0 &8 5 l

高山市地頭線他1路線 川上郡川上町高山 454 599 I.09 5.5 i.5 5 4,5

高山芳井線他1路線 〃 〟地頭南 197 248 0.78 5.5 4.5 3

布山芳井線 後月郡芳井町唖 456 4101 1.07 ま5 4.5 5

岡山雛道路建設課 r交通情勢調査結果表｣S49年 11月

(注) 路面の種煩

● 1･･･C(コンクリーJt･)̀･- 2-･A (高級アスフ丁ルl)

さ･･･a(冊易7スフ丁ルト) 41･･G(砂利 )

この表からすると高山傭中線におVlては.起伏串が6.0であるVEもかかわらず.路面はまだ砂利の状

態で,県道全体の舗装率も10.7年と,棟めて低率である｡ワンマ'/カーの運行vEも事欠くほどの状腰

であるので･国道同様今後の改修が望まれるO I,.O･･･ -,Jtい',I-lrト ･ ｣,, .)とl

(-)町 道

県道高山市地頭線と下鴨川上線を.高山と正寺で括ぶ 1位町道正寺高山線をはじめとして町内vcは

1級2級あわせて= 8Knの町道がある｡ 1趣町道の平均幅負は 4･2m▲で未開通部分が漸次改修され,

在来の町道と結びつけられている○ ｣.F 一T,L.Ii,-..r.r･ ･ r.1

(d)ノくス交通の現況と間等点

川上町を通るJ(ス路線網は備北バスが唯一であり,その運行状況は成羽を起点として地承.高山.井

原の各方面に 1日あわせて10往復,地環を起点として.七胤 高LlJ,正寺,上房.三沢の各方面yEあ

わせて14往復'総計 24往復である0 .. I

また,各路線におけるJ(ス利用状況比次の表 4- 1- d i.日 __J._

JLJt I- .i LLL も

I .LO51



表 6- 1-i I:ス利用状況 S49･10.1-S50.9･50

路 線 名 定 期(,～ 外 (刃 計 (ペ 回 教 (往勾 距 離 (KJ

成羽-地 頭- 75.513 28.282 104.075 占 9.2

成羽-馬 渡-高山 ll.915 8,521 20.45ム 0.5 20.0

成羽-下大竹1萄山 25,82? 22.084 45,915 1.5 21.8

成羽-加 谷｢井原 T 7,074 55,522 40.596 2 35.2

地頭-馬 渡一七地 49.124 ll.474 占0.598 4 7.2

地頭-馬 渡-高山 ll,914 5.118 15.052 1 10.8

地頭-下大竹-高山 ll.914 8.555 20.2占9 1 12.A

地頭一正 専一 51.771 ?.占48 41,419 5 7.1

地頭-上 房- 25.460 2.790 28.250 5 7.a

備北Jl'ス ｢川上町運行系統別輪送突放｣vcよる

この表で地頭一馬渡一高山路線と地頭一下大竹一高山路線の定期利用者が全 く同数であるoこれは両

路線の定期利用者が一致 していること.つまり都合のよい時刻vE発車する,,'ス路線を利用 しているとい

うことである｡

これらの路線を含む前掲の定期利用者は通学生がほとんどを占めている｡つまり通勤vtはほとんど自

家用串が使われているし,I:スを利用する通勤vcも週休 2日制など,休日が多Lnということから定期券

ではなく,回数券が多く利用されている｡また自家用車の増加,ある叫は人口の都市への移動などによ

ってJlスの利用者は昭和 42年を100とすると58年にはほとんど半分の50くらいまで減少してい

る.この利用者減少の傾向把より.またさらVE加えて道路状況が購いということから休止された路線正

専一川町路線がある｡さらに51年 4月2DEl付で休止される馬渡一須志路線については今後地頭一再

一下大竹十須志をまわること忙なる｡それは地頭｢南一下大竹路線は馬渡一須志に比べて道路状況が良

くてワ'/マンカーVE都合がよいからである.また51年d月から休止予定の南一上房間は県道でありな

がら一簡易アスフ丁ル トであっても一般町道とほとんどかわらないくらいの幅員ま5mの道路で過去5

年間全く改修されていない状膚であること. この道路のJl'ス利用者は通学生vc限られていて川上町のス

クールノミスも出ているということから.休止と決定された｡

現在川上町ではノミス運ffは 1Kmあたり20円80銭であるが利用者が少なくなるから運貨が高くなり,

響賃が高くなるから利用者が減る,または休止路線が増えるという悪循苛もある｡こういった状感にあ
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って地域住民の交通手段としての,(ス路線確保.あるいはすでに休廃止された路線の住民の足をどう確

保するかは,今後の疎額として残されている｡
√1

｢

/

ー

1

.J
r
.1
～

/

.
I

,~t､
図占-1-占 川上町,(ス路線図 (傭北JIス)

J I . l rl L ILTLr.

一･L l† ト.t _ ､,.lL .rl

参 考 文 献 ･こt-■ J

o 備中町史

o 川上郡史 十 一~

･l o岡山市史 n産業経済編〝

=t{--H

-I I tJ

l【 I,･ト

P, コ◆ 1.■

･tTr i～ JLTr二 i'r I

1 1→し ーl

rJL■ ｣' ` J l ir.LI iJ

･1.[ ､し

一 l-I

(谷 口 正 子)

■ 1 1

し=

｢ ｡～ .1

l･ .L uL, . I. .

L L_'l .I, 〔. .- '･rT二 ､ 一

一 LL .L l

(.L -'LllJ,L. lL .一 日 ｡ L ' , . L

--2ロ7-



2 郵 便 と 電 信 i

(1) 近世における我国の郵便と電信 -その沿革-

江戸時代になって駅伝制が確立され.茄府公用のための継飛脚.諸藩専用の大名飛脚.民間で営業

する町飛脚と急速VC発展 していったが.明治VCなっても以前とかわらずvc飛脚は走った.また.新政

府の一官庁として.新らしく駅逓司が鉦かれた.これは通信だけでは75:く,ひろく交通や運輸などの

行政を扱う役所であった｡また駅逓司では.各地における飛脚の賃銭を定めたが,東京と京都の間に

公文書の逓送伐をつくるの忙とどまり.甘い駅制はそのまま残されたO

明治4年 (1871年 ),政府は新式郵便の開設を布告し.郵便が創業され,東京一横浜間vE郵便

が開設されるや.政府は大幅な機椛改革と人-軒典勤をおこなった.駅逓司は民部省から大蔵省に移さ

れ.その後,駅逓司が ｢寮｣･忙昇格した｡そして明治 5年には,新式郵便は全国に行き渡った｡しか

しながら昔ながらの飛脚屋も依然として営業を続けており,その料金も,郵便と同じ程度vc引き下げ

政府の蔀梁に対抗しょうとの態度を示していたoつまり郵便は,官営の事業ではあっても政府の独占

ではなかったのである｡これを改め.郵便部菜をもって政府の沸菜と定めたのが,明治占年5月の布

告であった.すなわち ｢同年5月 1日より倍掛の逓送は,駅逓頭 (長官 )の特任VC帰せしめ.他は何

人を問わず,いっさい盾啓の逓送を禁止｡｣としたのである.これとともVC政府は郵便料金を全国均

一とすることvEふみきった.

そして明治 18年 12月22日それまでの太政官が廃されて,内閣制度が発足し,あらたvc逓信省

が設けられた.さて,逓信省ができると.全国の地方ごとに逓信管理局が設けられ,地方の郵便局や

電信局 (当時.電信分局 )はすべてその管下vcおかれた.ところVEよっては郵便局と総合した電信郵

便局も設けられた.郵便局および電信局はそれぞれ一 ･二 ･三等に分けられた.このうち注目すべき

ものは三等郵便局である｡すなわち,地方の有志が局舎を提供してきたものはここvt三等局とされ,

これまでの郵便取壊は三等郵便局長ということVtなった｡官吏ではあるが,手当だけ支給されて俸給

のないことは従来と同じである｡そして三等郵便局は政府事業の末端をvtなうものとして,広く大衆

vc親 しまれ,今日Vt及んでいる｡我が国の郵便事業はこの三等局制度vtよって支えられてきたものと

いっても過言ではない｡

そして戦後,総司令部の意向によって,逓信省の再用成.ならびに鉄道と専売事業とを公共企業体

(公社 )vcすることが勧告され,昭和 24年 (1949年 )に鉄道と専売寄算はともに公社となり.

逓信省は.郵政省と電気通信省vt分割された.こうして発足した郵政省は,もとの逓信省のうち郵便

と為替貯金および保険年金の林業を受け継いだ｡電気通信省は電信および電話番粟を担当した. しか

し電報や電話の復興はhっこうVE進んでいなかった｡そのためこれを復興するため.また需要の増加

に対して.また政府の予算vcもしぼられず.民営でもなく,事業の公共性の確保をはかりつつ経営の
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主体をじゅうぶんVE持って,自主性と機動性を発揮できる企 業体とすることが適当と考えられるVC至

ったOこうして昭和27年, 8月 1日.日本電信花立公社法が施行され,いわゆる僅 々公社が発足し

た｡なお,さきに電気通信の兼務が郵政省から撫れた後も特定郵便局では従来と同じようVE公衆用電

話を扱ってきた.それは郵政省が.屯気通信省の垂託を受けて,運営することVEなったものである｡

そして電々公社が発足するや郵政省はあらためて公社と協定を結び電信問詰の業務を綻けることにな

ったOその料金は公社の収入であr),運営に要する佳姫を公社が支払うとV'う形式である.そして昭

和51年 7月から普通郵便局を含め.すべての郵便局vEおいて委託莱顎を開始し今日に至っている.

参考文献 (S4i)郵政省編 :郵政百年のあゆみ｡

(2) 川上町の郵便

(イ)川上町vEおける郵便業務

q

LL-

to Jr f一EI>16 38 ir

図6-2- 1 手荘郵政応Ⅶ 血符郵便物の軒 1)かわり,(菜薪概要滋より作成 )
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昭和 29年 (19′54年 )4月 1日,手荘粗 大焚村,高山村が合併 して川上町となるまで,その

所属,郵便区画は度々饗わったが現在川上町の郵便業務を扱ってVlるのは

手荘郵便局 (地 頭 )-特定封輝 fa一弘 庶 局
∫

大焚郵 便局 (正 寺 )-特定郵便局一無JL:.配局

高 山郵便 局 (高 山 )一簡易剰政 局一無雅兄局
I

東三原郵便局 (高山市 )--#定郵便局一埠 髭 局

の4つの郵便局である｡ここでいう特定郵便局とは,郵政省設定法vC基づき郵政大臣の定める郵便最

もとの三尊郵便局で,明治初年,地方の粟封家の協力を得て設任した郵便収政所vC始まるものであり,

冊易郵便局払 町村のような地方公共団体その他の非営利団体のようなものが郵政大臣の委託を受け

て'郵便 ･貯金 ･為替その他の郵便局の悪口市劫を行う施設のLT:であるO

次忙各郵便局の概要を述べてみたL̂.
Ll- [T .T.l ;rlF L

(可 手荘郵俺局
†:√r-二一'-･

明治4年 (1872)5月1日,新式郵便開投荷母線5年半余り後,明治7年 11月日 日.地顕IIl.tし
郵便局と称して設匿された｡これは岡山舶内で58番目の設置であった｡当時は郵政省 (逓信省 )直

営の郵便局ではなく.郵政省(逓信省 )が郵柾局の経営を個人に委ねる詔'･負制度であった,そして初

代局長 (当時は:,郵炉取扱役と呼ばれていた｡ )足助別 βの手によって,手荘 ･大喪地区, 1日2回

(その他1回)のJAi虎で姐禽郵鯉甘務を閥的 した,そして相和 25年 7月 1日に地頭局を改称して,

現在の手荘郵併局忙なり, 45年vc現在町民に額しまれている近代的な鉄筋舎忙改築されたo

蓑 6-2- 1 地頭郵便局当時の郵便区画変逝

明治 7年 11月 16日

15年 4月 16日

22年 4月 1日

24年 5月 1E1

41年 3月26日

地頭村,三沢村,筒宮村.上大竹村,下大竹村.仁賀村,七地村 (布漸村

を除く)の郵便区画で開始.

上大竹村の全体,兼三原郵便区となる｡

町村制施行 (村名改称される｡ )

下原郵便区内の志藤 ･用斎 ･宮木,地頭局区内-属人

有家村.富家郵便局区に用人されるO

..tT 】I

ti

t
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黄 d- 2-2 地頭郵便局当時の業務の変遷

明治 7年 11月16日

ld年 4月 1日

18年 10月 1日

28年 1月 1日

52年 12月ld日

大正 2年 2月21日

4年 7月 1日

地顔郵便局として通常郵使事務開始

内国為替事務開始

貯金頚務開始

外国為替事務開始

小包郵便本務開始

奄話通酷及び交換開始

和文花信事務開始

手荘郵便局における.普通通常郵便物,普通小包郵便物,電報発信 ･着信の移 りかわりの明治時

代からの状況をグラフなどで掲載 して考察をしてみたかったのであるが資料が,昭和26年のもの

(図占-2- 1. 6- 21 2. 6- 2-5)しかなく十分な考察ができないのであるが.これらの

図から考える限りVCおいて払 屯話の普及,利用回数の増大などvEよってか,普通通常郵便物,尾

報の発信 ･肴倍数は徐々Vt減少の傾向をたどっているようである｡

写真 6- 2- 1 手荘郵便局
i:･rJ

(-)東三原郵便局

この郵便局払 明治7年 12月12日VE菜≡原村92番地作東三原郵便取扱所として設配され,

当初比東三原村,西三原村,高山粗 大鴨村を蛸足区画として幽始された.その後明治 18年占月
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50日廃局にな り'翌月 7月 1日,東三原郵便物取扱所 と改称 し.区画も.東三原村,西三原村,高

山市村.高山村,山酪村,大原村,上大竹柑となった｡そして昭和 4年 2月作東三原郵便局となり,

鹿三原村を所在地として.青井町の旧三原村の旧東三原と川上町の大字高山を集配区域とし.郵便事

務は井原郵便局,確信は井原電線電話局vE所属 している｡ . .

衷ムー2-5 東三原郵便局郵便区画の変遷 L ' ∴L A' .

明治 7年 12月 12日

18年 7月 1日

25年 7月 1日

41年 5月 26El

大正 10年 11月21日

東三原郵便取扱所 として.東三原村,西三原村,高山札 大鵬村を架配

区画として闘始

東三原郵便物取扱所 となり,鹿三原村,西三夙 高山市村,高山村,山

塊村,大原村,上大竹相を喉配区画として開始

東三原郵陵局と改称,郵便区画,高山村,三原村,平川村となる

市外平川村を沿野郵政局に編入,そして.井原郵便局内の共和村を当局

区vt編入

共和局訴願Kより,無ll;配句として,設際され,区画は高山市,高UJ,

大原.束三原村となる｡

衷 ムー 2- 4 東三原郵便局業務の変避

明治 7年12月 12日 取三原郵便取扱所

18年 10月 8日 貯金事務開始

19年 4月 15日 貯金事務廃止

19年 10月 16日 再度,貯金事務 .

として密使#'葡開始

∫Ll

内外為曹事務開始

LJtJILI

L L_

.I

t

写真4-2-2 東三浪郵便 局
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(ニ)大賀郵便局

大賀郵便局は,昭和 2年5月 1日.三等郵便局として設旺され,当時.局長と使用人員 1名で開始

された｡その後昭和 1占年 2月 1日,等級が廃止され,特定郵便局となった｡菜務内容としては,昭

和2年 5月1日,郵便業務を的始 し.昭和9年 8月1日,碓帯通話 (呼び出し電話 )が開始され,翌

年 8月 1El,和文電報受付が開始され.電報配送受付串粉も開始された.そして昭和4占年5月28

日,成羽と同時vE自動電報送受信機が川上町で最初vc設匿され現在vE至っている｡

写真 占1 2- 5 大穴郵便局

(ホ)高山簡易郵便局

昭和 27年 4月1日,新願vcより簡易郵便局として,高山怨協支所内vC設庇された｡郵便為替,保

険年金.貯金業務 (ただし貯金は郵便貯金ではなく袋協貯金 )を扱っている.

写真 占-2- 4 'JT6山郵健局
-214-



図る1 2-5 手荘郵便局fE報発信 ･当別首の移りかわt)｡ (業務概要表より作成)
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明治25年に東京.横浜間に唱誇交換が朋始されて以来,問詰はその機能性という点vc於いて従来

の通信方法よりもその価値を認V)られ,主要都市を中心にしだいに発展していった｡逓信省では問詰

の需要に応 じるためqc,明治29年度を初年度とする7ヶ年継続の第 1次問詰拡張計軌 明治40年

度忙払 第2次問詰拡張計画が作られ,それぞれ国会で可鍵された｡その実施vEより岡山県也 明治

5占年 5月29日,電話事務を開始 し,同年 8月に払 長距離市外電話線が岡山まで延長されて,名

古屋,京都,大阪,神戸,岡山相互間の市外通話もできるようになったo

その岡山県下vc於いて払 当時川上郡は鹿も賄った僻地忙位置し,山は深く,道路の状態も悪 く.

交通の健は非常に態かった.特vt郡の中央を井流 している成羽川が梅雨時に氾濫したりすると交通の

便が絶えたりするようなこともあった.そのうえ郡内7ヶ所vE郵便局があるといっても,郡内におい

て出膚の接受に5日間も要するような状感であったOそこで明治5占年,時の郡長,村山奨吾はこの

ような状廟を池憾とし,その奨僻を調香させ,同年 11月,通常郡会の背察電話vEならい.郡役所お

よび町村没場を接綻する喝許無藷の敵市を待たが.時あたかも,日A拓戦争の風雲急にして,新事業は

全部中止になり, 57年の臨時郡会に提案 して,煉抽延期になった.日諮敬争,座薬,財政とともに

複興し,増々電話の必要を感じ, 45年,郡設問話のal.]壷を行い,翌年.技術官の派過を諮ひ,実地

調査を行い予井編成の基礎を作った.そして45年 12月,油常郡会vC於L̂て郡役所より郵便局を経

て町内役場vE連する郡設問話架設事典が訪決された｡そして郵他局のない村化は,新 しく郵便局が設

置され,郡設 ･特設を合わせて加入は川上郡役所 15ヶ所vCして下.J言E各局交換機vc収容されることに

なった｡

表 6- 2- 5 創設期の川上郡唱許殻殴状況 (大正 2年 )

交 換 局 名 t､加 入 所

成 羽町役場 川上郡役所,成羽郵便胤 落合村役場,玉川村役場,松原相投軌 高倉欄

富 家郵便局 宮家村役場,砧山村役執 中村役場

吹星郵 便局 l吹里町役吸.宇治村役場 l

地 頭郵 便局 手荘相投軌 大盤村役場

八日市郵便局 日生村役場

港野 郵便局 藤野村役場

平川 郵 便局 平川村役場

(川上郡史より作成 )

これからわかるように,高山村役場は宮家郵便臥 手荘,大賀村役勤ま地原郵便局の交換局にそれ

れぞれ属することになっていたoそして,大正 2年, 2月に至 り,那設 .特設の電話が開始され,そ
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の後･増々好雄vtなる公共体や殖産興寮の串猿手点き等に利用されたり,また郡内郵便局はおよび郡

役所･各町村役場を通して'山間僻地にViて阪神地方の人との通話も可能となった｡

(.,)有線放送電話

川上町は昭和29年の合併後.大封 ･高山の2局を放任していたが.これを稔合するため,またこ

れら地区住民との連絡の不便を解消するとともVE,行政効果の浸透を図り新町の一体制を確保すべく

有線放送電話設正の計画をしたOすなわち,旧事荘地区(小字の- 部落及び各曲閑 )の放送,通信

連絡網を完成するとともvE,大頚並に布山の旧役功を頃び両地区既設有線放送施設を連絡することに

よって全町 (101部落)の一体制化.町行政の徹政.非常災害.急患その他の一般連絡等を容易に

LJ町行政の能率化と一般住民の福祉の向t.支所の将来総合の場合の行政紫節減等をおしはかろう

としたのである｡そして, 52年.大賀地区, 55年の高山地区についで54年作手荘地区に有線放

送電話が設匠され.54年vcは川上町役場地点忙おいて全有線放送が絵合され全町の-体制化は完成

され川上町役場地点から町内ve-せいvEニ 1-ス.お知らせ.時報等が放送開始され,町民相互間で

も緊密な連絡が始まった｡しかし, 49年の手荘 ･大腰地区.50年の高山地区の自動TE局ダイヤル

化vc伴い有線放送電話は放送 (時刻･お知らせ専 )だけが使用され,通話は停止されてしまった｡

(-) ダイヤル電話

川上町では'それまで有線電話の他vc手荘郵便局vE,屯話交換室,宿直室,休憩室を設け一昼夜交

代5人の交換手で磁石式の電話交換を行っていたが時代の進展の即応し,合理的,能率的な通信施設

の充実を図るためVE電々公社vc電話ダイヤル化とあわせて地域開発に即応できる電話線路の増設を働

きかけた｡そして昭和 49年度中に既設 ･新設とも大賀 ･手荘地区はダイヤル化され 翌年 50年 5

月K高山地区ダイヤル化vE伴いそれまでの住民の屯話利用価値の認誠が手伝って川上町全世帯の9a

多VCダイヤル電話が普及した.そして現在のダイヤル自動回線化vE伴い手荘 ･大賀地区は川上局(高

梁 )-高山地区は共和局 (井原)-電話交換の営業車務が移され現在に至っている｡

表 占- 2- 6 電話ダイヤル化までの手荘郵便局における電話加入台数の移りかわり

年 次 台 数 年 次■ 台 数 年 次 台 数 年 次 台 数

昭和25 55 52 75 39 107 4占 16247 19148 200

26 - 55 77 40 114

27 57 54 81 ･41 117

28 57 55 97 42 127 以後ダイヤ′レ化

29 - 5占 98 45 151

50 - 57 10 0 44 15占

(手荘郵便局 ｢業務概要表｣より作成 )
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写実 6-215 自動ダイヤル電話回線 (手荘)

(参考文献 ) ･川上郡誌

1 ･ ノ什上郡史

･ 手荘郵便局 ｢兼務概要表｣
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第7章 経 済 構 造 一 ∫

∫
1

l

t】 11 長業 生産 力の 発展 と畏民層 の 分解 !

イ 大正 .由和初期の典業 ,I(a) 虚業の占める位置 FI

現住職業別戸数の推移.専兼業別戸数の推臥 そ して産業別生産価格の '上 3屯の資料をもとに.

川上町旧5村(手在村.大賀村'高山村 )に掛 する良薫の占める位巴を概観 てみよう○

表 7- 1- 1 現住職業別戸数の推移 一一 ー-I

川 上 町 (手荘村 .大我村 .蒔山村の統計 ) 令 ･の良薬戸数および割合

I 手 数 割 合 (%) 辛 村 i大賀村 高山村

良 I薬 工 I莱 蘇莱 管過業 庶莱その他 令A計 良丁ト集 工lI# 帝A義 守適業 庶薬その他 汁 戸数 割A口 戸 一I.数 削Aロ 戸敬 割A｡
大正 1年 856 50 64 56 986 84.8 5.I i5 17loon 545 905 291758
2 841 50 67 56 994 84d 5D dJ 5.6一ooロ r､ 552 906 289 75.1

5 857 45 75 57 998 845 45 ● U loop 544 90.1 295 759

4 877 2D 57 56 970 90.4 2:1 王8 i7lCK]D 525 89.1 552 ?2A

5 869 22 45 59 975 8?_1 22 45 4tI1DDロ 525 89.5 544 88.?

6 881 16 25 58 978 9A1 14 214 59loop 52占 90.1 555 ?a.1

7 875 25 40 28 984 ?Db 2一 4:1 2タ100ⅠI 528 901 545 91.5

8 924 12 28 42lJ]Dd 9tB 1.2 28 42lDDD 57ロ 91P 554 917

9 900 20 27 28 975 925 2:1 28 2タ1ロ08 548 927 554 917

18 867 21 53 48 969 8 22 3A 5810OD 542 91占 325 882

ll 1546 45 89 22 59174占 885 2L 4D 07 5.4loop 635 85A 566 ?7.1 525 8dD

12 1558 46 72 18 561754 884 27 42 1.0 52lCIOD 6右 84.1 565 ?7.1 519 848

15 154? 46 77 15 471758 8?.1 2Jd 44 nタ 27一ooロ 645 848 564 97.1 522 859

14 1544 47 75 18 471729 8?3 27 43 tp 27一ooロ 串 848 565 97.1 516 8dA

昭和 1 l527 58 88 18 48l,75? 87.8 i5j5J 1.ロ 2Bloon di1 828 564 ?7.1 502 8五9

2 1.515 51 84 25 571732 875 2?､48 1J4 35lDnD 堰 855 562 962 295 81.9

3 1.502 48 85 27 601722 87.2 28 49 1.8 551r]OD 中 8ま8 554 9dJ)290 80,a

4 1515 59 84 22 671726 877 25 4∫ 15 5ター000 中 85d 551 955 505 8ま9

5 1552 55 77 17 711758 88,1 2D 4A 1Jコ 4.1lDDL]車 _859 548 945 552 845

d t1.525 5? 85 21 681758871 221 48 12ー 591008 車 852 549 95ロ 525 8丘ロ

注 1)資料 現勢的査簿'注 2)大正初年から大正 10年までは.大賀村と高山村の総計であ ○ l∫



まず.表7- 1- 1で怨業戸数の推移をみてみよう｡大正 ･昭和初期にかけて若干の変動はあるも

のの,旗家戸数寧 (将来別戸数全体に占める典薬戸数の割合)は大正 11年以後.88%前後で安定

している｡以上は川上町全体の状況であるが,次に大正12年を例にして5村の負家戸数率をみてみ

ると.いずれも8ロ%を大きく上廻っており.特に大焚相は97%感と非常に高い割合を占めている｡

そして5村の鹿家戸数率を比較すると.大賀村>高山村>手荘村となっており.この順序は大正後期

昭和初期にかけて変化していない｡

次に.蓑 7- 1-2で県およ

び川上郡全体の動向と比較 して

みよう.県全体では.典家戸数

は大正期を通じて減少を続けて

おり.出家戸数率は大正末年に

は60% を下廻っている｡川上

町5村の場合は.川上郡の動向

とほぼ一致していて.典薬戸数

率がより高いことが特徴である｡

以上から.農家戸数および農

家戸数率が大正.昭和初期に減

表7- 1-2 戯家戸数および鹿家戸数革の推移

一岡山県 ･川上都と川上町の比較

I年次 岡 山 県 川 上 部 川 上 町
戸 数 戸赦革 戸 数 戸赦革 戸 数 戸数率

大正 5年 156ム97 85.9 7,091 7a9 857 84.5

11年 155754 60.8 6,828 8ロ.7 1546 88.5

江 1)資料 岡山県と川上郡の場合は ｢岡山県統計年報｣｡
川上郡の場合は,衰 7- 1-1

荘2)川上郡の大正11年の数値は大正 10年のもの｡川上
町の場合,大正5･7年は大賀村と濁LLJ村の合計｡

少.低下する国および頻の動向の中にあって.川上町は88%前後の高い農家戸数率を維持 している

ことがゎかる｡ したがって.川上町はわが国の中でも.阿LLJ県の中でもより山間盛村的性格を残した

地域といえよう｡

表 7- 1-5によ19て専兼業別虚家戸数の推移をみてみよう｡まず.大賀村,高LLl村の場合,現住

職業別戸数の中の幾家戸数と自小作別鹿家総戸数とが大きく数値が異なる年が数多くあり●現住職業

別戸数をもとにした等兼業別戸数の推移は,必ずしも正確とはいえないということをことわっておき

たい｡大正,昭和初期の頃の専現 ･兼業の区分は鼻薬が主薬であるか副黄であるかという区分であっ

て.当時の専業患家の概念は現在の専業良家+第-種兼業農家,兼業長家は現在の第二種兼業農家に

近いものであったと考えられるOさて,大正 ･昭和初期の5村の推移をみてみると,兼菜率は手荘村

が40%以上で最も高 く .次いで高山村.そして大光村では昭和初期には5%以下となっている｡と

ころで.手荘村の兼業率が4ロ%以上と他の2村と比べて非常に高いのは. 附近の工場で働く労働

の樺会 が多くなって,零細小作典 ･小自作盤の生計補充を可能にしていることに由来していると考え

られるQまた自作盤が官公務や商工鉱業自営に就いて典薬副業農家に転化している場合も考えられる｡
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衰 7- 1-5 専 ･油業別戸数都合の推移 IJTL LL-:l■'上 7'上

T-Ifi Jd ll■

ー

1

~

.

･･-
I

-

-

-
∫

年次 大正112 5 4 5 ■ 7 8 9 18 ll 12l15 14 昭和112 王 ▲ _S ●

手 専業 57.557,257.55占 S&957.054857.15占7585

普柿 煎薬 4274284274ま54ま145.ロ43.242_ 4㍊ 417

大賀村 専粟 7147訂 7227見87 78,1TAR79.89一.9ー7?7.097.097.-097. 97_095夕95_8?&296D96J]兼業 2二払 2d327.821.021 21.?21.8202 エロ 51) 5J] SD 30 4.1 42 38 4D 48

商山村 専業 88588287.07一 75 74 78574672945 658一‡76?.95 5% 78D 78591.?925

注 資料 現勢開発簿 .

1

次に.表7- 1-4によって,産業別生産額取成をみてみよう｡｢大正初期には曳産と工産の両者

が,ともに45%前後を占めていたが.以後.AE卓は城少し.工産が増大して昭和6年には出産は

25% をわずかながら下廻D.=産は40%を若干上泊っている｡

産業別生産額に占める農業の位田の低下

は顕著である｡｣(｢岡山頗統計年報｣

より)

さて.川上町3村の状況を農産と工産に

注目して考察してみると.曲産の銀塊は

手荘村>大賀村>高山村となっているが

袋産の全体に占める割合は手荘村<大穴

村<商山村と全く逆になっている｡一方

工産の場合は規模および割合ともに手荘

村>大賀村>高山村となっている｡手荘

村の工産の規模および割合が他の2村と

大きくかけ建れていて,あたかも手荘村

表7-1--4 産業別生産価格 ･割合く大正14年)

手 荘 村 大 焚 村 高 山 村

価 格 割合 価 格 割合 価 格 割合

塊 妾 2214155g.8 2DdP82 45.9 1ー8タ55 70.5
寄 集 44タ99 ?_1 55558 llB 5982 2A

電 撃 uO2 09 5432 07142 8J]2220550 47122

水 産 ー285 02 19

林 産 St688 え2 朗828

工 宥 さ72858 51.9 15754? 295 17.057 10.1

単位.価格 :円 割合 :%
任 や科 現勢取査酵

が山間出村的性格を脱却しているがごとき様相を穿,している｡ しかしながら･この工塵の内容は工芸
(

作物の加工が相当の割合を占めているものと思われる｡手荘村p工産が他の2村と比べて非常に大き

いのは.他の2相で生産された工芸作物の大部分が手荘村で加工されたためと思われる｡

以上のことから,産築別生産構成に関して.さ相同に食らかの差異があるものの-5村とも盛業を

中心とした経営牌造であるといえよう｡



このように職業別人口において農業が圧倒的多数を占め.また農業を中心とした経済構造であるこ

とから考えて.川上町5村 (手荘村.大賀村,高山村 )は ｢山間農村｣地域であったといえる｡

伽 耕地の利用状況

表7- 1-5 田 ･畑耕地面積および割合

単位 : 町.%

- 大1 5年 5年 7年 9年 11年 15年 憎 5年 5年 7年 9年 11年

辛港村 防 面 顎 191,1190タ1?2.119281928 192L]189.7 91一81?0.91902171.1175.0

刺 _ 令 452 45.1 455 45A 41B 45.5 453 45.a 445 445 421 425

畑 面 群 51725252517251.5267.9249.52482 48224052588255ム25占5

割 合 Sd.8 56夕 567 5dL 582 5占5 567 5dA 557 557 57,9 57.7

I総耕 地面額I 4284452445B444546074415 457.9 40.04315429.04067409.5

大賀村 田 面 前 1705170D 1占9.71占9.8178.1ー70,117021ム52 占481707 1648165,01占27

割 合 59.1 585 585 582 583 585 585 58.8 587 58A 58タ 587 587

価 面 研 2655 75,9275.52742275927592743260.7 60.827i5258.82584257.8
割 合 60,9 617 61.7 占1B 617 617 617 612 61一5 占1b 占1.1 61.5 41.5

性 耕地 面耕 455.6445.9445244OD440.8440.0LI44542dD 25ム4442425.8421.4420.5

高山村 田 面 耕 747 748 747 745 74,8 75.7 751】 755 72.2 72.2 72.2 724

割 合 52.1 52;1 52D 52月 52D 5i5 521 522 52占 526 526 527

畑 面 158L] 58.41584 15&01589147.?15881585 149,8149.a14?.214?5
割 合 87.9 占7,? daロ 68D 68.0 667 67.9 67.8 67.4 67.4 67.4 67.5

荘)資料 現勢鞠査簿

典薬の基盤である耕地の規模および耕地利用状況の推移をみてみよラ.

表7- 1- 5によると,揺耕地面手酌土手荘村と大賀村とがほぼ同規模であり.高LU村のそれ

は両村のほぼ半分の大きさである｡｢手荘村｣では(大正 11年の畑面額が前後の牢と比べて

かけ触れた敢値を示しているので除外して考える).低耕地面針 ま大正期にはあまり変動がな

く'昭和期に入って減少して大正9年の慮高時と比べて昭和 11年は55町歩減少している｡

そして田 ･畑面材とも大正期にあまり変動がなく.昭和抑こ入って減少して.それぞれの般高

時と比較して昭和 11年には約 28町歩, 16町歩ずつ減少している｡捻耕地面桁に占める田

畑面帝の割合はほとんど変動がなく.田59%,畑61%である｡｢大文相｣では(昭和5年

を除外して考える),稔耕地面静ま昭和期に入って減少して,大正 15年の最高時と比べて昭
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和= 年は24町歩械少している｡田 ･畑面額とも暗和期に入って減少して.昭和11年には愚高時

と比べてそれぞれ約8町歩.17町歩ずつ奴少している｡田･細面和の割合はほとんど変動なく,田

35%.畑67%である｡｢高山村｣では(大正 11年を除外して考える).総耕地面軌 田 ･畑面

殻のいずれにも昭和期に入って稀少しており.愈高時と比較してそれぞれ12町歩.5町歩, 9町歩

ずっ減少している｡田･畑両歌の割合はほとんど野地なく.田35%.畑67%である｡

以上のことから.手荘村,大賀村.高山村の耕地面席は大正掛 こは変動がなく,昭和期に入.,て共

通して減少していることがわかった｡しかし.減少洗性および内容において少しずつ美果がある｡す

なわも.手荘村では田と畑がほぼ同盟頂減少して鹿耕地面倒が55町歩減少｡大賀村では畑の減少が

大部分で稔耕地面額が24町歩減少｡高山村では畑地の減少が大部分で稔耕地両村が12町歩拭少し

ている｡また終耕地面帝に占める田･畑の割合は古村とも変動がなく.畑の割合が田のそれに比べて

高いことで共通している｡田の占める割合は手荘村45%.大焚村59%,高山村53%となってい

て,手荘村と高山村を比べると10%の差がある｡

表7- 1-日こよって.田 ･畑それぞれの排も師TJ用の推移をみてみよう｡｢手荘村｣では.田の場

令.大正期に段勢であった二毛作田が昭和期に入･>て後過 し,特に昭和9年に大幅に後退し,逆に一

毛作田が健勢となっている｡これは裏作の廃止による一毛作化が行なわれたことによると思われる｡

畑の場合二毛作畑が昭和期に入って後過しており.特に昭和9年に著しく後退している｡これに対し

三毛作畑は一時期後退 しているものの.昭和9年に増加し約24%を占めている｡永年作畑は1時期

50%を上廻っていたが.昭和9年には19% を占めている｡｢大賀村｣では.田の場合.一毛作田

の圧倒的喪勢に変動はない｡畑の場合は二毛作柵は呼和期に入って若干減少するものの,少し回復し

て昭和 11年には約72%を占めている｡三毛伸畑は大正期に若干変動しているものの昭和掛こ入っ

てあまり変動がな(.昭和 11年には約 日 %を占わている｡永年作畑は昭和5年をピークにして以

後.後退し昭和11年には約 11%を占めている｡｢布山村｣では.田の場合.一毛作田がすべてで

ある｡畑の場合は二毛作田が大正後期から昭和初竿にかけて減少するものの'以後増加して昭和 11

年には約85% を占めている｡三毛作畑は大正掛 こ薙らか存在したが.昭和期に入って減少して昭和

11年には約4%になっている｡永年作畑はわずかであり.昭和 11年に4%を占めているにすぎな

い｡

以上のことから,手荘村と大賀村 ･高山村の2相とは耕地利用に蔑分の差異がみとめられる｡すな

わち.手荘村においては二毛作田の割合が比政的大きく.三毛作畑の割合も大きい｡これに対して大

賀村 ･高山村の2村においては.1毛作田が圧倒的に庫勢であり･二毛作畑も圧倒的に殴勢である｡

そして.永年作畑の占める割合は手荘村が瀬も大きい｡したがって･手荘村において,より集約的耕

地利用がなされているといえよう｡このような耕地利用に差異が生じるのは･地理的条件および土地
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生産力に差異があるためと思われる｡

表 7- 11 6 耕地利用状況

単位 %

年次 大正'1年 5年 5年 7年 9年 11年 15年 昭和1年 5年 5年 7年 9年 11年

辛港村 田 上 毛作 47.5 48.1 5ロ5 50J5 518 48.1 59.5 595
也畑也 二毛作 525 51夕 49.7 49.4 49.2 519 405 405

二毛作 759 787 da9 60J】 85D 725 52B 52.1

三毛作 12D 107 lob 9,6 14 l_5 25B 24.4

永年作 占,1 10.5 20.5 272 525 25,1 185 19.CI

大賀村 田地 一毛作 919 92タ 929 89.8 88B 90.5 98.4 90エー 905 90.8 90d 906 905

二毛作 8.1 7.1 7.1 102 112 ?.5 9.a 10J) ?,5 見2 ?.4 9.4 ?,5

畑也 二毛作 1DO上】 81,5 795 75,? 79.4 907 76.1 702 占7.2 67.1 占58 75:1 71.9

三毛作 - 187 2ロム 19.5 1占8 0.1 15̂ 145 157 12.4 155 149 142

永年作 - 9.8 155 19｣2 20̂ 17.5 18ム 10ム

高山村 田地 一毛作 969 95.4 96A 100.0 9見8 9d7 95.a 9占5 10DD100.01001]100Jコ

二毛作 5.1 dA 5ム 82 55 4.4 5.5 -

畑地 二毛作 858 84.0 852 86.1 85.1 75J] 729 745 81B 82占 85ム 84タ

三毛作 159 145 155 9.6 12ロ 21.0 1♀4 16D 5.1 52 57 57

注 資料 現勢軸査紳

(C) 段幕技術の改良

全国的には,明治 10年代頃から地主屑を中心として在来良法を変革 して,いわゆる ｢明治戯法｣

とよばれる土地生産刀の向上を図るための段幕技術の改良 ･定着が推進された｡岡山県でも明治20

年代以降,地主周-飽会を通 じて短冊型苗代.塩水旗などの技術改良を起点とする ｢明治良法｣が展

開された｡JrI上町における座業技術の導入,定着はどのように進展 したのであろうか｡｢手荘村胎位

調昏｣ ()日上手荘村役場 ･明治 42年 )によれば.

一 本村二在･Jテ-殖産ノ改良ヲ促カシ以テ民福 ヲ増進セシメントシ各般ノ施設ノナセツ事業ヲ挙

クレ-左ノ如シ

ー 共同苗代ノ設置-明治四十二年ヨ.)一二ヶ所宛ノ肺 的苗代ヲ設ケ一般二施行スルコトヲ奨励

指串 ヲナシツツ7ルモ地勢不便こシテ適地少ク従来ノ附行二濫ミ全般こ渉 ･)テ之レカ普及ヲ為ス
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ニ至ラス

~ 稲麦種子ノ撰択-数ケ年前ヨー)毎年村盛会二筋テ租製塩ヲ購入シ之ヲ配付シテ其実行ヲ勧奨シ

タルこ近来種子の扶択-各戸其有利ナルヲ認Jt各自過 ./テ之ヲ実行スルニ至レl)

一 害虫駆除ハ当局者多年指導ノ結果大こ其効 ヲ秦シ今ヤ其筋ノ事措 ヲ俊タスシテ農民自ラ進ンテ

之ヲ励行スルニ至 りタル-之 レカ実行奨励委員ヲ殴キ以テ監督ヲナサシメッツアt)

米麦塩水操は ｢数年前ヨ')J,また害虫駆除は ｢多年指節｣ とあることから.雌会を通 じての良薬

技術の導入 ･定着は,明治58年代後半に始められたものと思われる｡

衰 7- 1-7 米 ･安範子塩水甥実行状況

米 種 子 塩 水 洗 麦 種 子 塩 水 撲

種 水 ー 一 行 洞作曲 水 JET令 水莱 作 ･カ戯 行

(石〕 (石) (潔) (戸) (戸) (X) (石) (石) (%) (戸) く石) (%)

大 大正1 56 45 80 59D 254 85 170.0 17口上】 1DO 585 585 1005 dO 54 90 597 555 89 170tl 170.8 100 585 585 100

賀 5 65 65 97 485 470 97 155.8 155D 1DD 574 574 100

村 7 51 8 15 525 78 tS 148.0 148D 108 578 570 108

9 45 7 15 522 lC]d 20 145D 145D 108 560 588 1DO

宿 大正1 dO dO 100 242 242 100 65D 52L] 80 559 287 805 占0 占0 1口0 252 252 l【】0 6占.0 56.1 85 552 282 8ロ

山 5 58 45 62 248 2OD 86 70.0 7ロ 一口 545 - -

村 7 dO 45 61 254 18ロ 40 69.0 558 -

9 dO 41 70 254 175 69 d55 5.2 8 552 55 18

注 資料 現勢調査料

義 7- 1- 7によれば,米魅子塩水供は大正 7年以降.粟行歩合が急速に低下しているが.これは

県全体の動向 (｢岡山県統計年報｣より)とほぼ一致 しているが.大風村における実行歩合の低下は

急激である.稲熱病 と稲節病の禰病に対応するものとしての温水抗の実行歩合が急に低下 した原因は

何なのか把捉できなかった｡一方.変亀子塩水操は大男村においては麦作全段家において実行されて

いるが,高山においては大正5年以降奨行歩合が急速に低下 している｡また蒙種子病者虫予防 として

灰汁臥 冷水温を私 共他予防が実行されているが.讃 7- 1- 8によれば･冷水温瀞削 鳩 も実行
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されている｡

衷 7- 1- 8 麦種子病審虫予防
TT IILI

LLヽ '̀

I 灰 汁 蛍 冷 水 温 港 没 其 他 予 防

実行車 口 敦 合 行 車 口 酔 % 行 - ▲口 敬 A⊂】

大戟村 T15579 一 105D1101]155J〕148D1458 占265ー0010ロ1□ロ 425450574560540 7577180981ロロ

苗 1 lid 20 75 21 59.0 dCI 120 55 52D 88 287 8ロ5 9.0 14 50 14 458 68 ー50 45 5dD 85 282 80

山 5 28.0 29 58 15 55D 58 110 52 eD ll 一oo 29

村 7 15Jコ 24 45 15 50,0 72 ー80 5ー 4ロ 6 125 56

注 資料 現勢掬査帝

(d) 建築生産刀の前進

米作と麦作をもとにして典薬生産の動向をみていくことにする (コンニJ,ク芋や葉煙草などの=

芸作物の生産の動向は. ｢特殊作物と畜産の変遷｣で詳細に考察されるであろう)0

㈹ 米作の動向 表7-1-9によって作付面軌 収種苗.反当収丑の推移 をみよう｡｢作付面前｣

では.岡LU掛 こ別 ､ては大iE15年.昭和 4年●昭和 8年,昭和 11年と大草魅にみまゎれ.特に昭

和 14年の畢魁は激甚であった｡畢魅が田植え前にその場を蒐し梅雨期間中も継虎 されると,苗の植

付けができないままで夏を迎かえる水臥 柵が枯死する水田が相当丑に達し.早等が一層甚大となる｡

以上によって昭和8年と昭和 14年における手荘村と大光村の作付面郡の急減は説明されよう｡さて

5村の作付面帝の推移であるが.手荘村では昭和 5年まで増加して.以後僻和7年まで漸減 し.さら

に昭和 8年には 18･1町歩も減少 して. 198町歩台から170町歩台に低下し以後 170町歩台 を

持統 している｡大賀村では大正 12年までほとんど変動なく.大正 15年に6町歩嬢少 し以後若干の

増減はあるものの大正 12年以前の状膚に回復していない｡商山村では.大正 9年までほとんど変動

なく･大正 10年に 514町歩減少 して以後若干の増減があるものの大正 9年以前の状膳に回復して

いない｡

以上 作付面板の推移を個別的にみてきたわけであるが,早魅を契機として作付面ポカ堀 少してお
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り･手荘村では昭和8年の畢魅,大実相では昭和14年の畢魁を契機として減少している.

次に'｢収極高｣では.手荘村は昭和 5年にはじめて5.080石台に適して以後.早魅の年を除い

て常に5,000石台を維持している｡大賀村は大正 4年 ･5年と段階的に上昇して大正 5年にはじめ

て2･000石台に達し･以後2.ロ00石台を維持 している｡布山村は大正9年に900石台に達し.

また昭和 4年にはじめて1.080石台に達して以後ほぼ 1.008石台を維蒋している｡

次に'｢反当収丑｣であるが'図7-1-1によって岡山照の平均と比較すると,頻が安定的収丑

といえる2石に到達する大正5年の段階で.大賀村は 1.2石,柘山村は0･75石(手荘村は川上郡の

平均である1･4石前後と推定される)で,この後2百に連するのは手荘村において一度だけである｡

このことは川上町5村における土地生産刀の優位性を示すものである｡さて,各村の生産力の動向を

みてみると'生産力の前進を反当収且によって娩定するならば.手荘村では大正初期 ･中期の記壕が

欠除しているので明確でないが,だいたい大正初期に生産力の前進がみられたものと推定される(川

上郡の平均をみると大正5年 ･4年 ･5年に段階的に反当収丑が上昇している).以後も前進を掛 ナ

昭和 8年には1度2石台に通 している｡大賀村では大正4年に生産力が前進して1石台に達 し,以後

はゆるやかに前進している｡高山村では大正9年に生産刀が急激に前進して 1石台に達し,以後も前

進している｡

以上のことから.明治後よも的､ら展開された明治規正が大正初期 ･中期に成果を表わして,反当収丑

の増加をもたらしていることが明らかとなった｡また,5村の比較では高原上の村の高山村が谷あいの他

の2相よりおくれた形をとっていることは注目してよい｡

表 7- 1-9 水稲の生産の変過

(梗米十輔米 )

I 手 荘 村 大 刀 村 高 山 村

作 付面 前(町 ) 収穫拓く石)[反 当収 益(石) 作 付面 研(町))収棲高く石 )I反 当収 丑(石)舶 A(R≡号J 反 当収 丑(石 )

大正 1 188.5 1524 ロー786 74.8 516 0.690

2 16a8 ー421 0_842 74.8 481 0,645

5 189.0 1541 ロー793 74.6 555 0.741

4 169.2 18■8 1.092 74,6 522 0.7OD

5 188,3 2020 1.200 74.0 555 0.750:I

a 169,2 1895 1.119 74.占 555 0.7 4 4 l

7 169.l 1821 1.007 74.a 555 0.741



1年次 手 荘 村 大 賀 村 高 山 村作 付 収穫高 反 当 作 付 収穫高(石 ) 反 当 作 付 収穫高 反 当面 積 収 丑 面 舐. 収 丑 面 研 (石 ) 収 量(町 ) (石 ) (石 ) (町 ) (石 ) (町 ) (石 )

大正 9l174.4 2675 1.555 188.6 2057 1.2ロ8 74.8 901 1.205

10 168.7 1981 1.174 71.4 825 1,155

ll 167.6 2015 1,202 71.1 887 1.248

12 18占.1 2405 1.292 167.0 2007 1.202 71.2 784 1.101

15 177,1 1290 0､728 161.0 981 0.6ロ9 71,5 402 0.565

14 184.8 2472 1.558 159.2 1966 1,255 71.8 877 1.221

昭和 1 18占,5 2160 1.158 159.5 1958 1.228 72.9 895 i.228

2 191.8 2- い.2"2566 (1.252 159,8 2267 1.419 dd.6 859 1,260
5 192.0 165.8 2127 1,500 69,8 876 1.255

4 191.8 2005 1,045 165,6 1445 0.871 71.2 752 1.056

5 190.9 5468 1,817 162.5 2555 1.457 71.2 1010 1,419

6 190.6 5199 1.678 161.9 1915 i.185 71.4 807 i.150

7 190.5 5571 1.771 162.7 2127 i,507 71.7 982 1.570

8 172.2 5591 2.086I 147.8 2151 1.455 68.9 995 1.441

9 1780 25BD,2日 ..:6760… 161.5 2216 1,574 69,4 1149 1.656-10 172.9 165,4 2100 1.285 69,9 1012 1.448

ll 175,5 5157 1.822 165.5 2464 1.507 69,9 1145 1,655

12 177.4 5202 1.856 1dl.2 2595 1.485 69.9 1215 1.755

15 172,8 5556 1.951 164.7 2584 1.447 71.2 1189 1.670

14 14占.2 1255 0,857 150.9 896 a.595 dd.7 592 0.888

荘 資料 現勢詞査帝 より作成.ただし,大賀村の昭和12年1 15年と高山村の

暗和 5年の数値は ｢岡山県統計年報｣によるO
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図 7- 1- 1 米作反当収虫の推移

(I) 麦作の動向 表7- 11 10をみてみると.川上町5相の麦作の中心は大麦であることがわか

る｡昭和初年を例にして各村における変作全体に占める大麦の割合をみてみると,作付面もJi･Bよび収

穫高ともに各村とも80% を上廻っている｡また変作が後退 していることもわかる｡ すなわち,

各村とも大正末期から昭和初期にかけて大麦の作付両群の大幅73:減少がみられるのである｡

次に,図7- 1- 2をみてみよう｡米作と同様に阿山脱の平均と比較してみると,大正期では大fJl

村と商山村が児平均を上廻っており.昭和期に入･'てからは手荘村で県平均を上廻っている｡大賀村

と高山村では米作に幽して土地生産力が極めて低かったことから,生産の中心が麦作にならざるを得
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ない状況にあって,麦作に関して土地生産力が平均していたことと麦作に関する投薬技術の改良が図

られてその効果が表われて,大正期に県平均を上廻る反当収最を記録 したものと思われるo

蓑 7-1- 10 変額の生産の変遷
(大麦+裸変+小麦 )

手 荘 村 大 賀 村 高 山 村

年次 作付面 収 穫 一-反当収出作付面 一 穫 l:反当 作付面 一収 機 商反当収是(町) (石) (石 ) く町 ) (石 ) (石 ) (町 ) (石) (石 )

大正 1 265.D 2754 1.047 1501〕 1651 1.270(25oD) (2516) ( 川9) (949) (ー515) ( 1.59)

2 264.D 2694 lD2CI 154.1 1256 0956
(250.1) (2445) ( 1.06) (97.5) (994) ( 1.02)

(259.8) (2412) く 1.01) (叩5) (994) ( 1.1);

4 2688 4564 1.625 154.1 1dld 1205
(2502) (5958) ( 171) (977) (1570) ( l.5)

5 266.4 5994 lA99 126.4 2052 lL)07
(218.1) (5481) ( 1.58) (9占5) (ー826) ( 180)

6 252.I 3726 1.477 ll?.1 2025 1J598
(2059) (518?) (150) (?2_1) (1790) ( 1.94)

7 2457 5305 1556 122一口 1495 1225
(20占2) (2919) ( 1.4ー) (94タ) (1281) (135)

8 245A 55Dd 1547 111.1 1708 1557
(207i) (2965) ( 1.45) (?cr5) く1540) ( 1.71)

9 251.6 5561 1,415 12占5 1928 1.524
(204A) (5127) ( 1.55) (99.8) (17叫 (177)

10 258,6(208.1) 3055(2815) 1.172( 128) 151.9(1059) ( 守,254;) 1｣599( 1.85)

ll 246.1 2989 1214 25CIB 2906 1.158 151.t] 1954 1.491
(i?52) (2570) (1550) (2009) (2520) (1205) (川52) (1711) (1.626)

12 2462 2796 1.155 2582 5826 1270 1512 1727 l_5jd
(218.4) (2550) (1.158) (1985) (2588) (1.502) (ー047) (1495) (lA28)

15 246.1 2985 1.212 251.5 5511 1516 1067 1711 1,ムロ5
(2182) (2750) (1251) (194.1) (5049) (1575) (85.9) (1500) (1798)

14 24占,4 3.866 1.568 22日.1 5898 1771 111.9 2215 1979
(l217.2) (5579) (1.648) (18㍑) (3559) (1β87) (87.5) (1927) (㌶02)

昭和 1 244.9 5659 1,494 214.4 5127 lJI58 1055 18鮎 1788
(21占.0) (5552) (1545) (185.5) (2755) (1505) (805) (1596) (1988)

2 244夕 5670 1.498 198b 2057 1.D55 100.5 1404 1599
(2160) (5559) (1546) (1729) (1878) (1.088) (7占2) (1205) (2.182)

5 244.6 4558 1775 1681 2a50 W82 117.4 1661 1.414
(216.0) (4807) (1.855) (144.0) (2551) (1,805) ( ｣( づ( ｣

4 1dD,4 2745 171D 184.4 2747 1.670 101.7 1510 lA84
(154._1) (2438) (1別8) (1587) (2550) (1,692) (7日) (1272) (1.650)

5 177.5 5510 1Bdd 1625 252占 1556 1025 1822 1_582
(1565) (2681) (1,967) (1598) (2222) (1.591) (763) (1552) (1745)

6 2243 4516 1.924 1占7.5 2619 1565 86B 1287 1.459
(2017) (3986) (lB92) (1425) (25ロ5) (1520) (朗.0) (1024) (1.600)

7 2241 45DO 1.918 ー729 259ー lA?El 89,6 12〔】7 1547
(1?8.4) (5925) (15'77) (1455) (2255) (155D) (655) (982) (150口)

8 2425 4746 1.958 1745 2497 1.450 90.5 124ロ 1376-
(187.り (592?) (11ロ1) (1452) (2098) (1.460) (67.0) (1085) (1580)

9 2505 4751 2D52 1745 24ロ9 1.582 955 1581 1.69Ei

( づ ( _-) ( -づ (145.5) (2OD6) (lADO) (da5) (1267) (1.85日)
10 1955 58こ)5 1.?75 188.1 2985 1LI45 96.D 1614 1581
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年次 手 荘 村 大 罪 村 高 山 村
作付面 礎 当収鬼付面■唾 当収丑乍付面奄梗筒当収血(町)(石)(石)(町)(石)(石 ) (町)(石)(石 )

昭和11 1958 ち554 1712 170.2 2占92 1.581 985 1275 1292
く1285) ( -) く ｢) (154D) (2188) (1.占55_) (72.0) (10ロ8) (1.4Dロ)

12 191.1 5727 I.958 179.4 154 1146 985 1527 1言す㌻~-
(1156) ( づ( ｢) ( ｣ ( ｣ ( -) (71.5) (1D57) (1.450)

15 19占.0 55ロ1 1.684 182D 2910 1.598 1255 1853 1J484
( ⇒ ( づ ( づ ( ｢) ( づ ( ｢) (795) (1551) (17ロ8

14 2057 5?58 1.914 175A 5389 1952 Isロ.7 2722 2.082
(ー57.5) (2878) ( づ ( ■ ( づ ( -) (952) (2257) (255□)

15 209.5 5518 1585 172̂ エ580 1.?dロ 125工l 2270 1B16

荘 資料 現勢鋼査薄 より作成 ( )は大麦の数値

ただし'手荘村の昭和9年-I5年と大月村の昭和 12年- 15年.高山村の

昭和5年の数値は ｢岡山娘統計年報｣による｡

1 2 5 4 5 67 8 910ll12.15ll1 2 5 4 5 6 7 8 910ll12151415

図7- 1-2 麦作反当収益の推移
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H B業生産構造 表 7- 1- 日 は商LLJ村に掛 する農産物の作付段別と収穫高を表わ したもので

ある｡農産物総価格の中で米の占める位際が 4D%以下と低 く.麦を加えてやっと50% を上廻 って

いる｡

また.麦ガよび穀餅 ･

豆類 ･芋類は大郡分自給

され,商品を目的 とした

ものとは考えられないし.

また米作も村内自給を大

幅に上廻るとも考 えられ

ない｡ したがって,高山

村は米作中心の出菜生産

構造 とは言いがたい｡商

品作物であるコンニャク

芋と葉煙草はどうであろ

うか｡この裏ではコンニ

ャク芋は 17･5%を占め

て米作に次いでいるが.

昭和 6年の表ではコンニ

ャク芋の占める割合が

54.4% で米作の24.4

% を大きく上廻 っている｡

葉煙草は 9% 前後を占め

ている｡ したがって高山

村はコンニャク芋 と薬煙

群を中心とする生産構造

ftいえよう｡

他の2村については資

料が入手できなかったた

め.生産牌造を把握でき

表 7- 1- 11 典産物の作付反当と収穫高

(高山村 : 昭和9年 )

作 付反 別 収 穫 高 価 格 I■総価格中に占める割合(% )産 物 (町 ) (石 ) (円 )

栄 72.5 1179 50,896 57.O

コ ンニ ャク芋 50.0 56DDO 14,400 17.5

小 麦 18.0 254 1.500 ＼巨

大 変 68,5 1267 9,502

裸 愛 70 80 1.200

葉 煙 草 4.7 5679貫 7,575 8.8

秦 (きび ) 1.0 10 80

高 黍 2.0 20 120

トウ モ ロ コ シ 4 4 28

蕎 麦 (ソバ) 15.2 106 742

ツ ク ネ 2,8 4760 1,904 Iヽ

甘 藷 10←5 21□00 1,050 JL 5.8｣馬 鈴 蜜 . 1.8 2780 216

大 角 豆 1.0 ll 110 ∵ 子.i｣

大 豆 78 70 910

小 豆 ?.7 78 1,950

生 大 根 4.5 57800耳 1.890 ト .5博 荷 7.5 60CIO 2,700

蚕 豆 4.5 4.5 602 0.7

そ の 他 ー5.9 5,486 6.6

注 資料 高LLJ村現勢一覧

なかった｡ しかし,大賀

村の場合 ｢(コンニャク芋の )畑面掛 こ対する作付率 も川上郡は 11.4%を示 しており.主産地の核
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をなすに至っている｡なかでも高山(作付串 25%).大賀村(19% )-｣(｢術中町史 ｣より)
とあるように,コンニャク芋の生産が中心約位際を占のていると推定される｡一方手荘村であるが,

図7-1- 1にみられるごとく地理的に米作に｢やや通｣しており.米の反当収鬼は他の2相と比べて高

く,米作の占める位馴 ま他の2村に比べて哉分有いものと推定されJる｡

米作と麦作に朗する生産力の前進が確認されたが,生産力の前進が曲民層の分解にどのように反映

されるのであろうか｡

(e) 畏民層の分解

大正･昭和初期の地主的土地所有の推移と頗民層の分解の敏感を川上町5村について個別的に考察

してみよう｡各村の賢料は.大焚付がま 7- 1- 12.満山村が表7-1- 15,手荘村が表 7- 1

- 14であるo

U) 大賀村における地主的土地所有の推移と農民層の分解 経常規模別戸数の表をみると,｢5反

未満｣層は大正9年まで漸醸して.大正初年と比べて15戸減少して5ロ5戸になっているものの,

良家絵戸数の55%前後を持続している｡ しかし.大正 10年に一挙に186戸減少して159戸

(24･8% )になり,以後も漸淑している｡｢5反- 1町｣掛 ま大正d･7年に徽増して178戸
(51.2% )になっているが,大正 18年に一挙に111戸増加して289戸 (51.5% )になり

以後も若干増加している｡｢1町- 2町｣屑は大正 6年から大正9年まで漸減 して88戸(15.4

%)になっているが.大正10年に45戸増加して155戸 (25･7% )になり.以後漸減しているO

｢以上は各階層の推移を孤立させてみてきたが.今度は階層相互間の上昇 ･下降憤向をみてみよう.

少し乱暴であるが出家の経営席止(地業離脱)および新設が.かならず5反未満層でおこなわれ,か

つ経営の上昇 .下降がl階層ずっ段階的に行な73れたとする｣ と(これは ｢日本資本主我と投薬｣の

p221を参考にした).大正 9年までは5反末梢個から経営廃止し良薬離脱へと1町-2町層から

5反11町層への下降とが若干起こり,そして大正 10年には5反兼帯層から5反- 1町周への上昇

が急激,大丑に起こr),さらに5反-1町FJから1町12町層-の上昇も相当数起きており,大正

10年以後は各階層で下降が起きる中で5反未新府から下降して経営廃止(思策離脱 )が相当数起き

て,但家偲戸数の醸少を結果 している｡さて,全的的には大正掛 こ1町- 2町の中段屑に経営が躯申

して,明治5D年代の地主に代わって生産力担当Eは 形成する,いわゆる ｢中段標準化憤向｣が明ら

かにされている｡大光村では1町- 2町層は5反- 1町層からの上昇により増加したとはいえ,全体

の25%にすぎず, 5反未満層からの急激 .大盤の上昇により全体の50%以上を占める5反- 1町

厨に及ぼか ､｡したがって大賀村では,全国的にみられた1町1 2町層での ｢中良標準化｣は起きず

一段階下の5反- 1町屑で ｢中奥原嘩化｣的現象がおきている｡

自′｣､作別耕地両群の表によれば.耕地に来日する地主 ･JJ､作関係は,′J､作地面群は畑が圧倒的に多い
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が小作率は畑がわずかに鯉勢という状態で,大正7年にピークに遷 して大正9年まで停滞し,大正

18年に畑の小作地が政敵 田のそれが若干減少して地主 ･小作関係は急軟に後退するとともに,小

作地面掛 ま田と畑がほぼ同程度であるが.小作地率は田が鮭性となっていて田と畑の地位が運転 し,

以後昭和5年まで漸減後退 しているが,昭和 4年以後田の小作地率が大正期のピーク時を上廻 り ■地

主 ･′J､作関係が田において再び進撮している.

自小作別戸数の黄によれば. ｢自作迎｣は大正初年に252戸で良家鬼戸数の45･1%を占めてい

たのが.大正9年 ･10年に段階的に減少して200戸 (5517%)になっているが,大正 12年に

51戸増加して251戸 (40.8% )になり以後漸減している｡ ｢自小作良｣は大正初年に515戸

(558% )であったのが,大正8年まで漸減して586戸になり,大正9年には50戸増加して

565戸 (58･8% )になるが,大正 10年. 12年 と段階的に減少して278戸 (49･1% )にな

り以後も漸減している｡これに対し｢小作乱 は大正9年に16戸 (2･8%)であったのが･大正

1口年には一挙に46戸増加して 62戸 (11･1% )になり以後漸減している.経営規段別戸数の場

合と同様の視点で,階層相互間の上昇 ･下降憤向をみると,大正 10年に自作曲 と自小作良が減少す

る中で′J､作曲が急増しているが,これ･は各階厨で下降が起こり,特に自′J､作曲 (厳軌 こは小自作毅 )

から小作盤への下降が放しく起ったためと考えられ,また大正 12年の小作腿減.自小作堤減の中で

自作曲が増加しているのは,自小作盟から自作旗への上昇が起きるとともに小作出からの経営廃止

(塊築離脱 )も起きたためと考えられる.

耕地所有規模別戸数の薮によれば, ｢18町以上｣層は大正9年まで2戸.大正 1ロ年から昭和 5

年まで5戸.昭和 4年以後は1戸だけとなっている. ｢5町- 10町｣層は大正7年まで4戸,大正

8年. 18年に1戸ずつ増加して5戸.大正11年以後4戸となっている. ｢5町--5町｣層は大正

5年まで12戸,大正6年に15戸,大正8年から昭和初年まで10戸,昭和 2年以後9戸となって

いるb以上.耕地所有5町以上層は全体でゎずか5%前後を維持するのみであるが,大正 10年まで

漸増し以後漸液 しているもののほぼ一定 している. ｢1町-3町｣層は大正初年に106戸 (18.5

% )であったのが.大正全期を通 じて漸増 し大正 14年には 118戸 (52.6,Oi)になり以後漸減し

ている｡ ｢5反-1町｣層は大正初年に187戸 (52.6% )であったのが.大正9年まで漸増して

194戸 (55.0/Oof)になり,大正 10年には一挙に58戸増加して252戸 (50.5% )になり.

以後ほとんど変動なし｡ ｢5反未納｣層は大正初年に264戸 (46｡0% )であったのが.大正9年

まで漸減して255戸 (45.2% )になり.大正 10年には一挙に116戸減少して119戸 (25,

8% )になり.以後ほとんど密勅なし｡｢耕地所有戸数｣は大正9年まで漸減 し大TEIO年に一挙に

56戸減少し,大正 11年. 12年に段階的に14戸増加しているが以後ほとんど変動はないO

以上,耕地所有 5町以下層から5反未満屑までの悟向をまとめると, 1町-5町層は漸増 している
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ものの大きな変動はないけれど.5反未満屑は大正を画期として上昇と下降ないし典薬離脱の両方向

に分解し, 5反1 1町屑の急増と耕地無所有倍の急増 (耕地所有戸数の急減)を結束しているo

以上.大正 10年を画期とする大正 ･昭和初期の大賀村に某日する地主的土地所有の推移と良民層の

分解を勤腰的にみてきたわけであるが,ここで改めて縫合的に把握 してみるならば,大正9年までは

地主的土地所有が進藤･樽柿するなかで.鹿宮耕地5反未満自小作腰に後宮が集中していたのが,大
正ID年にこの階層が両方向に分解し.一方は小作地を!?取って自作地にしたり新たに′J､作地を借 り

入れたり耕地を肺入したりして,経営耕地5反- 1町周に上昇し.他方は耕地(自作地 )を手離 して

新地無所有純粋′｣､作由へ下擬して,′1､作地が故滅するなかで′卜作蝕の急増と在官耕地5反-1町自小

作農-集中する ｢中磯節準化｣的現象が急激に起こっている｡大正 10年以後はさほど変動してない

ちのの.早戸細小作農からの脱落 (腔紫離脱)は周当数あったものと考えられる｡

(ロ) 高山村の地主的土地所有の推移と粒民間の分解 経営塊椀別戸数の蓑によれば,大正初期から

2町-3町周が存在し.大正中切以後さらに5町15町屑と5町以上層も出現している｡これは南山

村がコ'/ニャク半栽培を中心とする良筆生産帖道をなしていることと閑適していると思われる｡きて.

大正初期に ｢5反未満｣層と ｢5反- 1町｣屑がl割引7.11敬であり,合わせて全体の80%以上を維持

していたのが, ｢5反未満｣層は大正中賊から. ｢5反- 1町層｣は大正末年から漸概しており,昭

和b牢には合わせて75･5%になっているo｢1町-2町｣層はきわめて安定していてほとんど変動

がない｡ ｢2町以上｣層については大正9年から大正 15年にかけて欠落しているので正確な変勅を

把握できないが,大正末掛 こ急増している｡これをもとに階層相互尚の上昇 ･下降炉向をみるならば

大正末年前後に ｢5反- 1町｣層が両方向に分解 して.下降方向-の分解は ｢5反未満｣感にも波及

し.5反未満僧から下降して.経営廃止 (必業離脱)に至るものが相当数にのぼり,一方上昇方向-

の分解は ｢2町13町｣層にも波及し,2町-3町村から3町以上層への上昇をもたらしている｡し

かしながら.全国的にみられた1町-2町層に接宮が堀中する併向,いわゆる ｢中段撚準化｣は高山

村では起きていない｡また,大賀村でみられた5反-1町田に経営が柴中する傾向,いわゆる ｢中盤

標準化｣的現象すら起きていない0

日′J.､作別耕地面前の表によれば,耕地における地主 ･小作朗係は′1､作地面跡 こ関しては.畑の匪位

に変動はみられないものの,小作地率に幽しては,大正初期には.田 ･畑ともに22%前後であった

のが,田において小作地率が斬qyL.畑に掛 ､ては'J､rF地率が漸締して.昭和6年には田51･5%,

畑 21.4% となりEEIにおける′｣､作地化が進展している｡

自′｣､作別出家戸数の蓑によれば, ｢自作怨｣は大正9年に急増し,以後も徴増して昭和 占年には

125戸(57.8%)になっている｡ ｢∈T,1､作曲Jは大Jt7年 と9年に急梯しているが･以後はほぼ

安定してh.ら.全休の 50%以上を持続していて.r研和 占年には 172戸 (52･4%)であるo

｢小作遊 ｣は大正前･中掛 C14%前後であったのが大正 10年後漸梯して昭和占年には541戸
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( 10.2% )となっている｡

階層相互間の上昇 ･下降をみると.大正8.9年を画期として自小作出が両方向に分解し■上昇方向

の分鰍 こよって自作曲の増加を結果し.下降方向の分解はそれを上廻る′｣､作良層からの経常廃止(良

案離脱 )を引き起こレJ､作曲の減少を結果 している｡

耕地所有規模別戸数の表によれば. ｢5反未満｣眉が大きく変動している｡すなわち'大正中期以

降漸減し大正末年と昭和2年に急増している｡ ｢5反- 1町｣周は大正末期まではほぼ安定している

が.大正末年に急増して以後安定している｡この両階層を合わせて全体の80%以上を維持している｡
rl町-3町｣層はきわめて安定しており･ 18%前後を維持している｡昭和期に入って徴叔してい

る｢5町-5町｣屑と｢5町110町｣厨は合わせて5,6戸にすぎず･昭和2年以後哨戒している｡
階屈相互の関連をみると.さ町以上眉およU5反- 1町屑の地主たちが･5反未満の日中作曲および

小自作鰍 こ′卜作地を売 り渡して. 5反未満層の急増を結果していると思われる｡

以上,大正 ･昭和初期の尚山村に末日する地主的土地所有の推移と良民周の分解を勤愈的にみてきた

ゎけであるが.縫合的r=把握してみると,経営規模5反- 1町 (5反未満層も額分含まれる)の自小

作食に大正前･中期では集中していたのが.大正末年から昭和初年にかけて所有耕地5町以上層と5

皮- 1町周との急増が自′J､作段の急増を蹄果している｡また.高山村に即 ､ては大賀村においてみら

れたような ｢中盤療準化｣的現象は起きていない｡

い 手荘村の壊合は大正 11年以降の記録しかないので,大正 ･昭和初期を通 じての動感的把握がで

きないので.表を掲載するにとどめた｡

表7-1-12大賀村における地主的土地所有の推移と農民層の分解の動態

年次大正12545.6･78910ll121514初125456

自小作別耕也面戟田自作地(田T)115L)15.6129h zB12タ09.0841(】87108.7ll.1ll.118.118月1laB17.cI16911占タ107.5079D4,4

小作地(町)5dB56557.157.157.160561.a61561550-658951.951.451.448548547.968.9628642
′ト作地率ー′ 55555,155ム53J55弘55556258.15d.15T,5547叩55Dl5029.229L229.15占256558.1

畑自作地(町)174275275573.07257D51705170770.708A00519.019.8205D9.aD9309.309.507.6 15J5小(rFw苧91.199L20000Jd08.8058ロ05.1Oil49.671555.155A5455125151.549.5朗.9586
小作地率′′ 5455占25875占.85占757.957B57737719226820.120219819_a19.6197ー9.124A20.9

自小作塑戸敬自作戸 数25225225225225125124824921920020025122922922822228225224218

割 合′′45.142945.145845744D45745858A5575574q84084OB40941.141.1408409407

自小作戸 数51551851550850758584506556299299278278278277275274274274266割 合(餐)55854.15ま555.65ま555755.655858855555549.14%49.649.64?.49549750849.a

小作戸数1818201516115141662d2575454555552525052
- 2 5占-



年次 大1 2 5 4 5 ら 7 8 9 10 ll 2 15 I4 和1 2 t5 4 5 6

段 家 総 戸 数 58 588585575574570567589571561561566561561558554554551l548556

経営規模塑 i戸 数 51 5215195ロ9308502297エロ一5051391591581521521501291271271271295反5反～1町割 合し髭~ 数 54.5LILI54555.755755D529SiA55.424824824A25525525525522925D25124.1

17 1721711711711741781751782892892972982982?72962981295295294

割 合′′ 29. 29.529229.729850L551A51旭 511 51551.552,555.155.155255A5585ま55王554夕

ノ戸敬 1町[2町- ~ 数 9 95 95 95 95 94 92 9ロ 88155155151151151151129129129128115割 合(% 18. 1dJ16218.5185145162ー5815425725725,125.4251425525.525.525.4255211]

日5反戸 数 2b 264257251250245258244J255119120125124.12212212512012012ロ127割 合(%) 4占.4dD45.144.544.443.442A<王542325.82i82LI424225夕25924425Jb254259248

耕也所杏規模5反～1町戸 数 18 187188188188190192194194J252257254254254256256256256255258

割r%号 52 52655.05.5555.455754254一55D50.550.94?.549549.750.150上】5DA50.450.550.4

1町～5町戸 数 10 106108108108lil11511〔】llD11ロ11111711811811611511711711825.1112割 合%) 1 185 18919.11♀219720,11 19.819.822fI22B25.025,122722525上】25D 21.9

町～5町戸 数 1 12 12 12 12 15 13 18 10 10 10 10 10 1ロ 10 9 9 9 9 1D割 合% ー 2. 21 21 2.1 2.1 25 25 1B l.8 2上】 28 1.9 1.9 2L] 2.0 1.8 1.8 lB 1.8 28!

別数 5町～町 ~ 数 5 5 5 5 5 5 4 4 5 4 4 4 4 4 4 4 5 4 4
割 合0 ) 05 0.5 0.5 05 05 u5 07 07 1.0 OB OB 0.8 0.8 08 88 OB 1J] DB 08

町～戸 数 2 2 2 2 2 2 2 ■2 5 5 5 5 5 5 5 2 1 1 1

現勢調査簿

.1.日旧

r-
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蓑 7-1-15高山村における地主的土地所有 の推移 と農民層の分解の動態

年次 大正i12 5 4 5 a 7 8 9 10 ll 12 15 14!昭和1 2 4 5 6

1引 田作別耕地面伊 畑 自 作 地(町 ) 58.958.958555757.661.558D58555上】55555D 5dB55858.15ヱ557.049,84% 49Ld

′J､作 地(町 ) 15915.?185 1?.217.2135 16.8165187182185 18.719,217.117.718222.i22J～22占

リ､作地串′′ 21521.522.1256225lan225218 26.125A24,824925̂ 22 2ま5242 51551551_5

自 作 地 122.422.422821.022.024【】21.021,51?.119520A22527.655.125525D17.617.617.占

小 作 地(町 ) 55.655.655557.558554557.557.027.827.627.527.551224 525)55.552D52D528

小作地率(% ) 22522522.425725.021月257255 1&?lab18ム18.419,615 20B21.121.421.421.4

割合′′268 27.027.2 52ム 525 2 6 8 287 29ム54B 55856255.15481685 58.7 5 7 D 57.8 57.8 5 7.8

自′J､作戸数20921D21D187196212196ー941711ム716816717172175172172172割合′■ 59.t]59.259.CI55.45275?.756B56250.450.650.952.45225151352452D52D528
戸敬 小作 戸 数 50 49 49 49 5 0 48 50 49 50 45 42 40 42 5g 4(】 55 54 54 5 4

割 合(% ) 14115.8158 148 15.0155 145 142 147 15,占12912515J]ll. ll.9106102 102 102.

出 家 総 戸 数 5 5 4 555 556 550 554 555 5 45 545 559 55052占 519 522 55 555 550551 551 551

経営規模別戸敬 ～ 戸 数 147 148149 170188 125loblt]5157 158155124 12d l l 115115117117117

反 割 合′′ 41一5417 41.948551.1407562552404 4084l.45a93n 54 54555D553355155555

皮～q 戸 数 145 145145120128122 12 4 12714414214014514715 158155155 155

割 合′一 4D_4405402 54.155D59755 425455425421]42945545740. 41.241.0402 402402

町～叫 戸 数 59 59 59 56 55 58 58 58 58 51 58 49 占 占2 60 61 81 81
割 合(% ) 16 14b1(払 15.914617.919.81% 17.1172 15i15.7152 1 1a 16218A 18418.4

町～q - A 5 5 a 5 5 5 5 1 15 15 18 1占 1占
割 合(潔 ) 1.4 1.4 1.4 17 1.4 1.a 17 17 4. 594D 48 48 48

町～町 一 数 i 5 4 4 4
割 合(% ) 1 lB 15 12 1｣2 12

町～~ 数 1 1
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年次 ∴1 2 3 4 5 A 7 8 9 10 ll 12 15庸 和 2 4 5 i

～5反 戸 数 11111511411占 91 I109 94 95 87 88 88 89 90 l12う125140141141141
割 合(潔) 55D55A55ム37.5 52D55551.? 5ー52a72892a929.029.440.d5" 44.4.44844 448

5反～1町1町～S町 戸 数 145145145140 157158141ー4215515515415415512 12812512512 12

割 合(潔) 45745545545J〕48245D47B48151.251fI50.750.1SOD4 40.959.759.759.59.7

戸 数 57 57 57 52 51 55 55 55 Sd 56 5占 58 57 5 55 50 49 4 L19

割 合(%) 18.01ス917.8167 18上】17.9184184185 18.418.418.918占17. 17,615.915515 155

月一戸敬 5町～5町 戸 数 2 2 2 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 占

割 合(潔) 0.6 ロム 0ム 1D 1.0 1.0 1.0 1.8 1∫】 1.0 lD lJ] 1.0 1. 1.9

5町?10町 戸 数 2 2 2 2 2 2 2 2 2 5 5 5 1 1
割 合(%J 0̂ 0一～ 0.A 0.7 08 8.7 07 07 07 1.0 1.0 1.0 0 05

江 この裏は ｢備中町史｣ P.528の表 45を参考にして 現勢調査簿
より作成｡

表 7-1- 14 手荘村における地主的土地所有の推移 とAL民層の分解の動感

年 次 l大正llI 12 I15!14 警】f2 5 I4 5 a

自′｣､作別耕也面摂 田 自 作 地(町 ) 107.8 1凪9l1108 llnO 11oj] 110,0 110.0 11014 1095 109.0

小 作 地(町 ) 7占2 83.1 812 7 79.7 81.0 81.8 81ム 81占 81.8

小作地革し%) 41.4 453 425 42L) 428 424 42.占 42.6 427 428

畑 自 作 地(町 ) 1985 210B 211.4 2119 211夕 211.0 211.9 211.9 200.1 199.7
小 作 地(町 ) 45.4 58.4 57.9 5d5 5占5 57.8 565 565 402 40.1

′J､作地率(浴) 18.0 15.4 152 14占 152 14ム 14ム 14ム 167 1占7

自小作型戸敬 自作 ･戸 数 ?47 251 278 279 277 25占 258 257 252 255

割 合(潔 ) 55.1 58_4 41.9 42_1 41.8 SdB 589 59.0 587 58ム

自小作 戸 数 551 276 275 275 272 556 550 550 528 529割 合(浴) 47.1 422 41.1 415 41.0 485 502 50.1 50.5 502

小 戸 数 125 127 115 109 114 105 72 72 72 75



年 次 大正ll 12 15 14 昭和1 2 5 4 5 占

農 家 総 戸 数 705 854 664 665 dd5 695 占58 659 占52 655

経営規模型F敬 ～5反 戸 数 41占 474 478 458 448 554 425 429 424 425

割 合(%) 5?.5 725 721 66.1 占i4 481 64占 85.1 65D 649

5反～1町 戸 数 245 147 151 187 185 288 189 189 187 188
.削 合(%) 54L 225 228 282 27.9 41.1 287 287 287 28.

1町～2 戸 数 44 55 54 58 58 75 44 41 41 42
頂｢~~~菅(%) 占2 58 51 57 57 lob 占7 82 占2 a.4

耕也節有規模別戸敬 ～5 戸 数 416 474 599 580 580 524 585 562 580 574

割 合(% ) 75B 744 71.9 da1 da1 51.? 占1,? 617 655 64A

5反～1 戸 数 115 126 122 121 120 175 121 120 118 108
割 合(% ) 2DD 19.8 228 21.7 215 27.7 1♀5 28.4 19.7 18占

1～5 戸 数 51 55 50 55 54 110 98 89 85 82
割(%チ 55 52 5A 9.5 9.7 17.6 15B 15.2 142 142

5～5 戸 数 4 4 4 1 4 15 15 12 15 15
割 合(%) q7 Oi n7 02 07 21 21 28 22 22

5～10 戸 数 5 2 2 2 2 2
割 合(%) 05 05 05 05 0.5 0,5

10 戸 数 2 2 2 2 2

～ 割 合(% ) 0.5 05 05 05 0.5

荘 資料 現勢調査簿

p 戦後の地業

(a) 農地改革

農地改革は.米国の日本占領当初の一連の民主化政策のうちでも盤要なものの一つであり.ゎが国

の政府の側から先に実現-の第一歩が踏み出されたほとんど唯一のものであった｡川上町における段

地改革の実掛を考察する前に.nL地改革の前史 ･経過 ･性格を概略してみようo

明治以後の耕地所有形態は'地主が土地を′｣､作人に貸しあたえて耕作させ,小作人は主として産米

によって′J､作料を支払うという関係.すなわち地主的土地所有幽係を基本 としていた｡所有と経営が
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分赦した寄生地主的土地所有の持つ矛盾の激化に対応して,政府は ｢小作法政策｣ と｢自作曲GJJ設政

策｣とを打ち出した｡後者は所有と経営を合一させることによって.地主･小作関係が作用する場を

縮少しようとする政策であった｡聯前においては.この ｢自作曲創設政策｣が除々に具体化され,そ

の規模を拡大していった｡

放牧直後･なお占領軍(GHQ)が土地所有に対してどのような態度を示すか明確でなかった昭和

20年 11月にすでに,政府内邪で盈地改革法令が嘩麻.立零されて, 20年 12月28日.政府は

自作農創設と′J､作料金納化の方針による瓜地制度改革法を公布し, 21年 2月1日から実施に移すこ

とが決定された｡しかしながら,この内容は必ずしも占帯革(GHQ)によって凍認されず実施は延

期された｡これを第一次戯地改革とよび.占慣軍(GrTQ)の指示によって断行された改革を第二次

戯地改革とよぶ｡日本政府は,占領軍(GHQ)の忠を卦 ナてあらためて.自作曲創設特別措倍牡の

制定と出地調海法の改正をはかり.昭和 21年 12月29日から農地改革の実施にとりかかった｡

曲地改勤ま｢小作立法政策｣と ｢自作飽創設政策｣の両者を含んでいるけれども,地主 ･′J､作関係

のはたらく鴇としての小作地を大幅に解消する限 りで.蝉前に具体的段位を示していた ｢自作魚創設

政策｣の延長であるといえる｡しかし聯前のそれと農地改革とは次の諸点で明確に区分される｡

鮮前の ｢自作戯創設政策｣は自由･間接方式 (地主と′J､作人との合意の下になされる自作地化を政

策的に促進し'国家は直接その所有権移転に触れずにその条件を塵えるもの)であったのが,虚地改

革では.強制 ･直接方式(第一次農地改革からすでに.一定限度以上の小作地は必ず自作地化せしめ

られることを当事者の意志いかんにかかわらず法的に先走し実現せしめるというもので.実施された

第二次点地改革では,限度以上の,｣､作地を国賓が買収し.その上で小作人に売渡すというもの)であ

った点で明確に区分される｡

また,戯曲改革は,地主 ･自作･小作と膳層を分けて選出される市町村姿見会を末端において具体

的な業務の大部分をこれに委ね,その上に都道府県山地委員会.全国泊地委員会を倍いて遊軍な事項

を決定するという組織がとられた｡すな7)ち,一つには.土地問題に閑する法的規制を実施する主体

を.その規制に関する当串者のうちから選出された丘他委員会に求めた息 今一つは,農地改革に関

して当事者として盛民一般をおかずに.地主･自作.小作がそれぞれに刺馨が異なることを東認した

上で,それぞれの階層の代表を選出せしめて委且会を構成したという点で従来のものと明確に区分さ

れる｡

次に第一次故地改革と第二次故地改革とを比較して.実施された窮二次丑地改革の性格を明らかに

してみる｡ ｢投地桐農法｣の改正という形での,苓-改良地改革立法では,強制創設方式はとられた

けれども.所有権を譲渡される,J､作地は,不在地主の所有地全部と在村地主の所有地で5町歩 (原等

は5町歩)を超えるものであって,当時の想定では小作地南街のほぼ半分にすぎず'他方･従来でも
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一応地主として生計を維持しうるとされた5町歩の小作地を持つものはそのまま地主 として存在 しえ

た｡また農地委員会の帖成は,地主 ･自作 ･小作共に各 5人の委員とそれに官選委員5名を加えたも

のであって.必ずしも寄生地主的土地所有のチェックの主体として適当なものとはいえなかった.

これに対 して.占領軍の勧告を経た ｢農地銅盤法｣改正と ｢自小作怨創設特別括際法｣ との2本立

ての舞二次腰地改革では.在村地主の所有地の平均 1町歩を超えるものと不在地主の所有地を合わせ

て200万町歩 と推定された小作地がその対象となり.強制創設方式を有効ならしめるものである直

接方式が第二次塊地改革ではじめて採用された｡また農地委員会の構成も.小作5に対 して地主 5,

自作2(それに5名以内の中立委員が加わる壌合もある)という比率に変更され,小作者の利害が充

分考慮されうる体制がとられた｡

寄生地主的土地所有の排除を直接の目標とする座地改革も第二次腔地改革によってはじめてそれに

ふさわしい原則と内容を確立･して実施されたのである｡

表7- 1115 小作地 田 ･畑買収進行状況

田 l 畑 計 田 畑 計 田 畑 計

第1回昭和 22年 5月51日 町反畝如 .反畝蓮町反畝 町反畝 町反畝 町反畝 ■町反畝魂町反畝扇町反畝/h

2 22. 7. 2 2.4001 2.8910 5.2911 4.5207 4.8525 8.9802 1.5925 2.702A 4.5017

5 1D. 2 1.2622 4.5411 5.8105 18.8424 4.9515 15.8007 4.8715 8.791011.砧25

4 12. 2 15.0819 10.29146.2900 5.D909 25.5805ll.5809 2_占520 2.2609 4.9129 2.0829 5,2524 7.5415

5 25. 2. 2 .1528 .7621 ,PD17 1.0514 2.4818 5.5202

6 5. 2 4.1525 2.dd25 占.8018 .1614 .8718 .8402

7 7. 2 5.2718- 2.0002 5,2720 1.1900 .9507 2.1407 .4118 1.2508 1.6826

8 10. 2 .0525 .8808 .8929 .5820 .4501 1.0121 1.0514 2.4818 5.5202

10 12.-51 .1526 .7占21 .9017 .5705.5119 .5705.872811 24, 5. 2 1.8418 .占001 2.2417

12 7. 215 1D. 214 12. 2 1.15161.1087 .5907.8504 1.54251.9511 .1911 .1911I15 25. 5. 2 ･1十 5 24 .7502
18 7. 2 .2507 .1012 .5519

荘 大繋村は ｢良地等開放実線調香 ｣よ()作成｡

手荘村,高山村は 買収計画田 より作成0
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さて･川上町における旗地改革はどのように進わら札.どのような成果 を上げたかみてみよう｡衰

7- 1- 15は川上町 5村の田畑買収状況を表わしたものであるO (田畑売渡 し面掛と売渡しを受け

た戸数に関する資料は入手できなかった )手荘村と布山村の月収捻面掛 土嚢 7- 1-16のそれと比

べてわずかに異な.,ている｡農地委員会によってL･Bl回月収が昭和22年5月に朗始されて以後.昭

和25年7月までに各村において. 12回ないし14回の月収が行なわれている｡そして.第7回の

昭和25年7月までの月収分で.大賀村が全休の92%.手荘村が84%.高山村が90%の買収を

完了している｡

表 7-1- 16 農地改革の実統 (その1)I

岡 山 県 l川 上 郡 手 寒 村 l大 賀 村 高 山 村

l享 圭 て 三 I (町 ) (町) (町 ) く町 ) (町)

64.9ロ9.1 毛582_8 282.5 257.5 112.0

44.842.a 1.254.5 8占_2 ?7.2 84.1

現荏 計 lop.751.1 14.657.5 5485 554.5 19占.1

買 収 面 厨 50.885.? ー~~81♀7 57.7 6i4 57.5

所 管 換 面 研 2.814.4 5?.?I 2.6 9.1 -

計 55,占20.5 85?.6 60,5 7乙5 57.5

売 渡 済 面 砺 5&58&0 85i4 60.0 7乙4 57.5

即 典 I自 作 地 98,054.7 4.254,8 542_0 529.1 147.0

和 目地25現 面 ･J､ 作 地 12.2214 Iし 595.i 24.7 I 24.7 29.1

年 在街8 自作地にも小作地にも入 らぬ盟 51.2 2.9 1.0 1,9 -

月 地 計 110.5一五5 4.85ま5 567.7 555.7 196.1

戯 た 個 地 在 村 (戸) (戸) (戸) (戸) (戸)5q841 929 72 85 45

地 地を 主男 の収 戸 人 主 不在村 L58.194 I.289 'T 125 127 65法 地 在 村 4.947 248 57 - 5

さ 数れ′ 人 主 不在村 777 47 - 21

荘 焚料 ｢農地等的故実耕調査｣
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農地改革の実演 (その2 ) 単位 :%

i 岡 山 県 川 上 部 手 荘 村 大

昭和20年の小作地率 4〔】.9 27.1 25.4 27.4

庄 上表より作成

表 7- 1- 16で爆地改革の突鎖をみてみよう｡改革前の5村の′J､作地率は手荘村で25.4%.大

焚村で27.4%.商山村で42.9%であったのが.改革後にはそれぞれ617%.6.9% . 14,8%に

低下しているo蝕地改革によって小作地が解放された結果,各村の′J､作地面封はいずれも5分の 1以

下に減少 しているが.これは頗平均値と近似している｡以上のことから.耕地における地主 ･,J､作関

係が改革によって大幅に縮少されたといえよう.また.買収を受けた地主戸数は個人と法人を合わせ

て手荘村で254戸,大賀村で251戸.高山村で109戸ある｡そして売渡 しを受けた戸数はそれ

ぞれ 515戸, 569戸, 198戸あるO大賀村の569戸は当時の総出家戸数の6a8%にあた り

5村のうちで最も高かったものと推定される｡

次に腿地改革によって虚民層 および地主 ･′｣､作劇係にどのような変化が起きたか.大賀村を例にし

てみてみようO (他の2相の資料は入手でき-1JかっT=)0

表 7- 1- 17 改革前後の自′J､作別農地比較 (大賀村 )

≒自 作 地 小 作 地l 汁 i 田 畑 ･J､作地寧

昭和 5年l(nT) (町 ) (町 ) (町 ) (町 ) (% )
51占.8 129.7 446.5 178.1 274.5 29.0

21年 274.9 79,7 554.6 146.占 208,0 22.5

22年 265.7 89,0 5547 152.2 282.6 25.1

25年 552.4 25.7 558.1 150,8 207.5 7.0

往 資料 昭和5年は 現勢嗣査簿

昭和 21･22･25年は. ｢盟地等開放実紋調査｣
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表 7-1- 18 改革前後の自小作別戯零戸敬比較 (大賀村 )

保有限度の貸付地所有## 自 作 曲l I自小 作典 小 自作典 小 作 農 l 計

昭和 6年 218 之dd 52 556
(4n.7) く49.り (9,7) (100.0)

昭和25年 15 559 118 26 17 555

江 資料 昭和5年 : 現勢駒蒼帯 単位 戸 (潔 )

昭和25年 .I ｢盟地等開放契約約五｣ I
1

衰 7-1- 17によれば,小作地率は敗瀞直後の21年には.昭和5年 と比較して幾分低下 して

t いるが･昭和22年には･わずかながら上昇 している｡ これは･疎開その他で地主やその縁故者が
l

涌村 して小作地を新たに借入れて零細経営をはしめた良家が存在 したためと思われる｡このように

~時的に上昇した小作地率も改革によって急液 して.昭和 25年には,わずか7%にすぎなくなっ

ている｡次に襲 7-1-18をみると,自作曲は昭和 5年には40･7%であったのが,改革後には

67･1%に戟増 している.また.小作掛ま?.2%からま2%に低下 している｡以上のことから.大

賀村におけるL'!地改革は,その意図(.)､作地の開放と自作農創設 )を充分にまっとうしていること

がゎかる｡

次に,地主 ･小作関係の変化の内容を的係戸政および面掛 こおいてみてみよう｡

表7- 1- 19によれば,月収を受けた個人地主の所有規模別戸数では, 5反未満眉が在村 ･不

在村あわせて189戸あり･これは全体の90%にあたる｡表 7- 1120によって.売渡 しを受

けた面前を改革前の小作地面も11'と比較 してみると.改革前の小作地面椴の97.2町歩のほぼ 74%

にあたる72･4町が売渡されている｡また.腰地の売渡しを受けた戸数は5反- 1町層に集中して

いる(′ト作男の場合は.5反未満層である)｡そして,出地買収が土地所有5反未満地主に集中 し,

1 5反-1町層が売渡 しを集中的に受けた轟巣が責7-1-21の昭和25年の経営規模別戸数とな

Ll っている｡ I.I･･･ tl I

表 7- 1- 19 賀収を受けた地主の所有畠媒別戸数 (大賀村 )

地 主 区 分 ～5反 5反- 1町 1町～ 5町 5町～ 5町 5- 1D町 計

個人地主 在村地主 77 r2 2 ..､ 2 1l1 85

法人地主!在村地主不在地主 14 占 21

江 資料 ｢丑芝地等開放案広凋査J
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衰 7-1-20 出地の売渡 しを受けた戸数及び売渡 しを受けた面前(大賀村 )

軒項別 戸 数 ーI 面 前

昭和20年11月25El 村内にある 他村にある l村内にて売 村外から売 昭和 20年 昭和 20年虚地の売渡を受けた戸 染地の売渡を受けた戸 度をうけた をうけた面 11月25日現在における自作地 11月25日現在における小作地
現在における区分 敦 敬 両駅. 釈 面研 両群

!自i5反未紺 作

作 5反 ～ .町 i F,5) (戸 ) し町)1.25ロ5 し町) tl町)1占.6524 (町)1_5915

良 ,町- 2町 i 9 .5512 95028 .5512

｢白町 小村 芸内 小屠 自任 芸普 小作過 5反未満耕作 28 1 2.56151 .4502 7.9905 5.5410

5反 - 1町 115 lP.8425 62.0818 25.9dO8

1町 - 2町 12 2.8占16l 9.2227 5.d7D6

5反未満戯作 17 2.91ロ1 2.1500 5.7525

5反 ～ ー町 45 15.4占08 .2825 15.0220 19.6220

T町- 2町 5 2_2215 2.0514 5.8825

5反未満耕作 44 1 ll.5802

5反- 1町 18 87DO1

1町 一一2町

市 町村外匝 在不在 45 5.9109 .2500 .6128 ll.5802

居 住 老廃 在在 村I 8 .7717 .CI625 .6602 9,1226

江 資料 ｢農地等開放実鹿調査｣

蓑 7-1121によれば. ｢1町-2町｣屑は昭和 6年に 115戸 (21.0% )であったのが.敬

革後には, ｢1.5町-2町｣層がなくなり, ｢1町-1.5町｣層が74戸 (15.8% )にすぎなくな

っている｡一九 ｢5反未楓｣層は昭和 6年には 129戸 (24.1% )であったのが,改革後には

155戸 (29% )になっている｡ ｢/5度 -･1町｣周は激増 しているoこのことから,戯地改革によ

って創設された自作農的土地所有は,零細所有-零細経営としてたちあらわれている.そして,これ

が,凸地改革後の盛業の発展の嘩啓となり,農民層の分解を引き起こすのである｡

i∫.,.

∵Llr:
II_

I･1 I ､リ . 'b i
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讃 7- 1121 改革前後の経営規模別良家戸教の比炊 く大賀村)

5反 未満 巨 ～ 5反 5反- 1町..～ ,.5町十 一5- 2町 絵 致

昭和 6年 129 (24,1) 2 94(549J l 115 (21.0) 556(100.0)

任 資料 昭和 6年 現勢調査酵

昭和25年 ｢戯地等開放甥盛観

以上みてきたように･敗轍を契機として載刀に推進された馳地改革によって.寄生地主的土地所有

が排除され･自作段的土地所有が支配的になったわけであるが.在村地主においては,即 す地保有は

1町未満ならば認められたわけであるから,その範属に掛 ､て地主およびその貸付地は残存したわけ

である｡衰 7-1- 22によって改革直後の小作地の状況をみてみよう(借入状況を表わす資料は入

手できなかった)｡不在地主は存在せず.寄生地主的土地所有が改革によって完全に姿を消したこと

を示している｡経営規模別では, ｢5反1 1町｣山が圧倒的に多く, ｢5反未満｣周と ｢1町- 1.5

町｣層がほぼ同数であるO貸付面項碗 矧｣では 2反 に桁が全体の占5%をしめている｡一方借入摂家は

264戸あり,これは当時の総良家戸数の約 50%をしめている｡経営規模別にみると. ｢5反- 1

町｣周が圧倒的に多く,次いで ｢5反未満｣m, ｢1町- 1.5町｣屑の順となっており, 1町未満の

零細姓の85%が嘘地を小作していることになるQ

表7- 1-22 村内居住地主のEBgL地貸付状況 (メ盟村)

(昭和25年8二月1日現在 )

貸付面倒 .広狭別地主戸数 (戸 ) 貸 付 面 群 (町 ) 借入れ作曲家数(壁)1 1反 1-2反 2-5反 3-5反 5J-7反 計 田 畑 計

経営規模別 不 耕 作 ー

5反未満耕作 5 8 占 5 24 1.占8000 26729 45529 55

5反- 1町 28 25 8 10 7 78 89828 7,2229 1占2127 164

1--1.5町 10 5 4 1 2 22 2.1518 lB210 59726 45

荘 資料 ｢玉造地等抑政男前調査｣
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農地改革では,Lu林野野の解放は対地 に付属する採草地のみに限られたために,山林地主は温存さ

れた0歳 71 1-25と表 7- 11 24(1960年の記録で.出地敢革後 10年経過 しているけれ

ども)をみれば.川上町における山林原野の解放がなされなかったことがわかるOここでいう,経営

出用地 とは.経営耕地と耕地以外の農用地 (採草地 ･放牧地 ･放牧するLIJ林 ･採草する山林 ･宅地お

よび銀地 ･水路 ･ため池などの経営出用地 )を合わせたものである｡ さて,衰 71 1- 25をみてみ

ると.経営耕地の痕大規模は1.01115Laであるのに対して.経営段用地の場合は5- 1Dtaが量大

親模で.5LD以上の戯用地を所有する出家は64戸も存在 している｡次に,表 7-1-24によって

山林を含めた場合をみてみると. 5 0▲a以上の土地を所有する良家が2戸あり. 10▲a以上の土地を

所有するものは 114戸もある｡)"上町のように山林経営が大きい比束を占めてきた曲山林において

は,山林原野が解放されなかった恵滋は大きいO

衷 71 1- 25 経営缶用地面尉広狭別出家数 (1960)

三三耕地広狭別＼ 0.5 0.5 0.7 l1.0 1.5 2.0 2.5 5 5 合 計

? ～ ? ? ? ? ～ ? ～ ?

0.5ta 0.5▲〃 0_7Lb1.0一ム 1.5ta 2.0▲止 2.5▲4 5.0▲〃 5La 1044

- 0.5La 1841 64 ll 6 2 2 2】 1 2 41 267

0.5- 0.5La 110 71 48 55 268

0.5- 0_7La 71 92 107 50 5 506

0.7- 1.0▲¢ 81 166 105 62 22 20 460

1.0- 1.5Lal.5～ 2.OLa2.0～ 2.5La耕地以外の滋低規模以上に骸当する投家 46 54 56 15 29 9 1671

EE 資料 世界出林業センサス
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蓑 7-1-24 所有土地両群広狭別良家鹿(19占0)

所有新地広狭別記 広狭別＼ 所な ～ 0.5 I0.5 1 ～- 3ー 5 10 I20 50 SOL_a合 計

有し ～ f f / ～ ～ ～ ? ～ ～

也 8.5AA 0.5▲α 1.0一k 2 ■I▲3一4 5 10▲4 20▲α 50ta 50▲a

- 0.5ta 21 102 57 58 58 15 7 9 1 1 1 2占7

0.5～ 0.5La 51l 142lI 1e 48 75 7ー ■27 18 7 2 1 2 268

0.5へ..a7ta 6 59 110 AQ 55 29 5 1 SDd

CI,7- ー_0血 1lt∫ 5F I∵′ 69 85 145 100 42 8 6 460

住 資料 世界戯林業センサス

l⊥ r

(切 換業の占める位田の変化 -

虚業従業者数および等瀬薫別戸数の推移から.亜他改革後の良薬の占める位田を概観 してみよう｡

まず,座薬別人口構成における旗寮従業老女の推移をみてみよう｡ ｢岡山県全体では,産業別従業者

老総数が段階的に増加するなかで,腰業従業者数は急速F=減少しているOすなわち'昭和22年に越黄

葉従業者数は約 45万^,盛業従業者率(<良策程業者数>+<産業別従業者捻数>x100)が約
6ロ鬼であったのが,昭和55年に約56万人 (12% ).さらに昭和45年には25万人 (25% )

にまで減少しているC昭和22年と昭和45年とを比較すると,従業者数ははば半減し･農業従菜者

率も大幅に低下 して25%をわずかながら下地 り一製造業従業者敏に次ぐものになった｣(｢岡山県

統計年報｣より)｡撤後における産粟人口勝成上に占ゆる加薬の位密の頭著な後退悦向は･岡山県の

みの憤向でなく全国的なものであった｡では,川上町の場合はどうであっただろうか.表71 1-

25によると.農薬従業者数は段階的に大晦に城中し.昭和22年に約4･600人 (81･6% )であ

ったものが.昭和55年には約 5.500人 (785% ).さらに昭和45年には2･100人 (54･5

潔)になっている｡将和22年と昭和 45年を比崎すると･出業従業者数は半数以下に減少しているO

また.煉兼従業者数の減少数が産幕別従業者掩数の叔少数を上廻っているのは,漁業従業者のなかに

-2L4.9-



世故-灘村というコースをた

どるものが相当数存在したた

めと思われる｡以上のことか

ら.産業別人口帖成における

虚業の位置の後退は川上町に

おいても例外ではなかったと

いえる｡

衰 7-1-28によって.

専漁業別戸数の推移をみてみ

よう｡昭和55年以降急速に

兼業化が進行 していることが

わかる｡まず,昭和5年 と昭

和55年を噸 してみると,

戊地改革後 10年間において

は兼業化があまり進行してい

ない｡ (轍前においては,専

表 7- 1-25 産業別従業者数の推移

昭和 22年 l昭和55年 昭和 40年 昭和45年

人 数l割 合 人 数 割 合 人 数 割 合 人 数I割 合

良 薬 4849事81.6 5492 705 2750 65.4 2118 545

林 業 57 .6 189 22 44 1.1 25 .a

鉱 業 199 ま5 242 4タ 95 25 58 15

建 設 業 71 12 145 翠 125 5.0 182 47

製 造 業 154 2ム 257 48 455 10.9 685 17.6

卸 小売 業 155 25 245 49 252 5ム 206 5.5

金 融 業 2 - ll .2 18 .4 8 .2

運 輸労ス甲唱賓水 道 業 78 1.5 75 1.4 81 1.9 146 57
5 .1 2 - 4 - 2 .1

サービス業 212 5.a 526 a.6 505 7_5 562 9,5

･公 務 112 1.9 75 1.5 88 21 95 24

そ の 他 101 1.7 0 - 0 - 5 .1

江 資料 ｢岡山県統計年報｣

莱-脊梁+第-種兼業,来菜 -第二種凝業を意味している｡)昭和55年以降,専業の大幅な減少と

第-種兼業の微減に対して,第二種庶業が大幅に増加している｡第二和束薬袋家は,昭和55年以降

10年間でほぼ倍増しているQ

表7-1-26 噂煎薬別戸数の推移

＼ 専 業 非 業 弟 一 種 雅 菜 第 二 種 煎 薬 総 数戸 数 % 戸 数 % 戸 数 %■ 戸 数 %

僻和 5年 1.201 78.4 551 215 1,552

55年 529 56D 959 84.0 602 41上) 557 23,0 1,468

40年 551 2bD 1β0〔】 748 481 55∠) 519 58,4 1551

江 資料 昭和 5年 現勢調査簿

昭和55,40.,45年 世界農林菜セ'/サス
I

次に･蓑 7- 1-27によって,兼業化傾向を経営規段別にみてみようO兼業匪勢暦および第二横

瀬薬虚勢層が段階的に上昇している｡すなわち.兼菜の場合昭和 55年には 1.DLa未満各階層で匪勢
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であったのが.昭和 40年には 1･0- 1.5La層に,さらに,唱和 45年には全曲家で雑業匪勢となっ

ている｡第二種兼業の場合. o･5血未満層から0.5血層に.さらに昭和45年には 0･7LD未満層で康

勢となっているo Lたがって, 0･5JD未満眉は妨二塩兼業塾に純化し.0.7La以上層は第二故蘇葉塾

に純化 していくものと考えられる｡さらに.0.5L4末弟の第二種兼薬農家から相当数の離農が起きた

ものと思われる｡

以上,産業別人口構成およU鳩 派業戸数の推移 をみてきたわけであるが,)什上町に別 ､ては,全国

喪山林においてみられたごとく.堤業従業者数の忠弦と兼業化の進展による第二樫兼 業 腿家の急増,

さらに耳細盟の相当数の離良がみられた｡これらの変化は.激後段業 と他産業 との所得格差が大きく

なり,虚業収入だけでは生活と再生産を維持することが飼鰍 こなり,出稼ぎ.郡市での就職にたよら

ざるを得なくなっていることに起因 している｡

表 71 1-27 経営耕地広狭別称兼集別良家戸数

経営耕地広狭別0.5Lb未満 1960年 (昭和55年 ) 1965年 (昭和40年 ) 1970(昭和 45年 )

豪専 I第 1 .2こ 業㌻ 槻 兼肇 1- 2 u- 専車 軒 轟 2雲

26｣ 4∃22 Sd 189 231 甲 198! 21 177 25 542D5 d 197

0.5-0.5LD 2dq 5821 121 89 26 4022dJ 59 16 25 34201 27! 174

0.5--8.7▲α 50い 5211 175 5 29 dd22 ll 109 25 5 2〔旧 8l 120

0.7～1.0▲止 46d22 25 214 21 599155244 201 65 54 4 502 201I 101

l.0-1.5Lb 16I109 5 5 15 71 8 8 5 171 2 146 151 15

1.5-2.Ota 2 15i 14 1

2.a-2,5▲a 21

2.5-5.OLD ll 一i l

AF) Fi 146 52995 占0 55 1551551100 481 519 1251l1751叫 47 608

江 資料 世界腿林業センサス

rc) 耕地利用の変化

表7-1-28によって.敏前と戟後の耕地利用の変化を概観 してみよう(詳細は. ｢激後における

良薬の動き｣の耕地利用の変化の中で明らかにされるであろう).昭和 = 年と昭和 55年を比較する

と,捻耕地面前の大幅な減少の壬掛 ま.畑の大幅な疲少であることがわかる｡そして田においては,二

毛作田の減少が顕著である｡次に.昭和 55年以Ptの変化をみると.昭和55年以降 10年間の耕地面

額の汲少は.かって例をみないほど急激である｡この急激な減少の主因もまた畑の減少である｡二毛作

田は段階的に減少して昭和45年にはついに敵前の5分の1以下になっている｡一毛作田が微増 してい

ることから.二毛作田の一部は袋作を廃 して一毛作田にか77り.残 りはそのまま休耕したものと瀞 っれる｡
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表 7- 1- 28 耕地利用の変化 単位 : ▲4

経 営耕 地総 面 掛 田 畑総 面 帝 一毛 作 田 二 毛 作田

昭和 11年 ヽ1851.5 408.1 522.5 85,4 645.4

55年 914.89 588,52 521.05 dd,40 526.57

40年 859.5占 56&55 514.44 49.52 471.05

45年 805.91 561.55 528.9Cl 2占.5占 442.56

注 資料 昭和 11年は 現勢調査簿 ,手荘村 .大賀村 .高LLJ村の合計

昭5 5年- 45年は 世界塵林業センサス

次に,経営規模別にみた土地利用の変化をみてみようQ表7- 1-29によれば,まず ｢5反未満｣

層の場合.昭和55年に田総面積に占める二毛作田の割合は455%であり他の階層と比べて非常に

高かったのが,以後一毛作田化および休耕によって,二毛作田は急減 し,昭和 45年には 14%を占

めるにすぎないQ｢0.5- 1･OLD｣層の場合,田については二毛作田の減少は 0･5Lb未満層と同様に

願著である｡昭和55年に田総面積の14%強を占めていたのが,昭和 45年にはム･9%を占めるに

すぎない｡また･一毛作田に段階的に減少しており,その結果,田総面積が段階的に減少しているの

がこの階層の特徴である｡一方,畑は普通畑が段階的に大幅に減少しているのに反し,樹閑地が段階

的に増加して昭和 55年に畑総面額の2･5%を占めるにすぎなかったのが,昭和40年には占･5%,

さらに昭和45年には 10%を占めるに至っているC｢1.0-2.OLb｣膚の場合.田は二毛作田がわ

ずかで,ほとんど一毛作田である｡一毛作田は昭和5 5年から昭和 40年にかけて微減 しているが,

昭和4 0年から昭和45年にかけて増加している｡畑は膚通畑が微増 しているのが特徴的である｡そ

して,樹閑地が昭和4 0年から昭和45年にかけて急増している.すなゎち,畑総面執 こ占める樹園

地の割合が昭和40年に5%であったのが.昭和45年には 18.2% を占めるに至っている｡

以上,各階層の土地利用の変化をみてきたわけであるが.この土地利用の変化と虚業従業者数の急

減 ･第二種兼業幾家の急増と関連づけてみると0,5La未満零細掛 ま第二榛雑業とならざるを得なくな

っており,したがって塊業に従恥する時間および人月も少なくなり.したがってより経済効率のよい

米作だけを行う一毛作田化が急速に進んだものと考えられる｡そして 1,01｡以上中段層は,第-種兼

業となり,虚業に重点的に時間と労力を投 じることができ,畑作生産も経済効率がよいので田の減少

はみられない｡

(d) 農民層の分解

農地改革後の出民層の分解を.自′J､作別姓家戸数および経営規模別戸数の推移 をもとにみてみよう｡

表 7- 1-50によれば事昭和 5年と昭和55年を比較すると段地改革の成果をはっきりと読みと
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れる｡

毒 7-1- 29 経営耕地規模別の耕地利用の変化
単位 : La

昭初55午経営耕地規模別 経営耕地総 面 額 防 畑

粗 面 額 一毛作田 二毛作田 普 通 畑 l樹 園 地

0.5 Lb未 満 154.45 62.02 55.71 28.24 9ロ.87 1.56

0.5ta- 1.Old 569.52 242,04 207.45 54.20 519.06 a22

昭 0.5La末鮎 144,75 67,51 45.70 20,65 74.55 2.87

秤 0.5Lb～ 1.OLD 504.91 218,85 192_21 24.96 267.96 18,12

40 1.Ota～ 2,D▲a 189.72 8 2.19 76.55 5.75 102.40 5.15

昭和45午 0.5 ▲〃未 満 154.68 69.92 59,01 10.05 61.15 5.65

D.5ta- 1.OLD 452.95 198.Cld 181.ロ 7 15.67 211.57 25.52

1.OLD- 2.OLD 229.15 91.62 87.57 2.64 112.45 25.08

2.Ota- 5.OLD 7.15 1.75 1.75 - 5.20 1.90

江 資料 世界農林巣センサス

田地総面も等と(一毛作田十二毛作田)面府とが一致 しないのは ｢その他｣の面街を除

いているためである｡

しかし.改革以後昭和55年までの 10年間では自作化はそれほど進展 しておらず(昭和25年に大

賀村の自作堤が67% を占めていたことから推定 して ).昭和 55年以降自作化憤向は加速され･と

くに昭和 40年から昭和4 5年にかけて自作化が急激に進展 して,全出家が自作段になっている｡こ

れは,近世以来継続してきた地主 ･小作関係の痕柊的消滅を意味するものであるoそして■自′｣､作か

ら自作-の方向と′い自作および小作から経営廃止 (盟兼離脱 )-の方向の2方向の動きによって自作

家が進展しているD

次に,経営規模別の自小作別良家数の推移をみてみようQ表 71 1-51によれば･昭和55年と

-253-



昭和 40年を比較すると.′J､作農については昭和 55年に05Lb未満層に典中的に残存 していたのが

以後5年間で急減しており,また自′J､作農についてはD.5- 0.7LD周 を中心に 1･0-1.5La層 を唯一

の例外として全階層に別 ､て減少 しており.さらに自作掛 ま0･7Lb未満層において増加 し, 8･7I 一l

1.5Lb各層に糾 ､て減少 しているQ以上のことから,0.7- 1.OJJl周 を分岐点として自作化が進行 し

たといえよう｡すなわち.一方では □7- 1.DLa周を含めて 1.Ota未満各層において,′J､作地を手離

し経営規模を播少することによって自作曲 となり.そして0･5La未満層に別 ､ては′J､作地およびわず

かの自作地をも手離 して戯曲するものが相当教あり.他方では, 017- 1･OLa周の一部も含めて 1･D

-1.5Lb層では, 1.OJb未満各層によって手離された′J､作地 .自作地を買い上げて.さらに経営規模

を拡大してより安定した自作段となっている｡

昭和 40年と昭和 45年を比瞭すると,自′｣､作.′｣､自作,小作が消滅 している｡昭和 48年の各階

層ごとの自′J､作別捻数と昭和45年の各階層ごとの自作段数を比較すると. D･5- 1･□ta各層で減少.

0.5Lb未満層で微増,1lDLb以上各階層で増加している｡さらに総良家戸数が稀少 している｡以上の

ことから.次のことが考えられようo昭和 55年と昭和 4□年を比疲 した場合と同様に,n7-1,0

Aa層を分岐点として2方向の自作化がより完全に進行している｡すなわも, 1･OLb未満各層の手離し

た′J､作地および自作地を. 1･OAa以上層 (0.7- 1.OLa以上層の一部を含む )の自作曲 と自小作段が

買い取って経営規模を拡大 していく図式がより急速に展開されて, 全農家が自作出となっている｡

昭和 55年から昭和 45年にかけての自作農をまとめてみる71らば.一方に経常規模を縮少して自

作銀となる方向と,他方で経営規模を拡大してより安定した自作出になる方向の2方向の自作化が進

むなかで,0･5La末漸層からの相当数の離曲を引き起こしながらも全盛家が自作農となっている｡ し

かしながら, この状態は決 して柴観視できるものではなく,碍営規模を縮少した段家は.即第二柾兼

業農家に転化せざるを得ない避命にあるのである｡

表7- 1- 5 0 日′ト作別姓家戸数の推移

年次 自 作 自 ′｣､ 作 小 自 作 小 作 総 数戸 数 % 戸 数 浴 戸 数 潔 戸 数 %

昭和 5年 601 59.2 774 (50.83I 156 10.2 1551

〟 25年 67.1 22.1 l 4.9 5.2

I/ 55年 lt]55 70.4 549 25.8 54 2,5 52 5,5 1468

〟 40年 1065 78.7 242 17.? 50 2.2 16 1.2 1551

庄 資料 昭和 5年 現勢軸査薄 手荘村 ･大賀村 ,拓LU村5村の合計

昭和 25年 (大幻村) ｢幾地等榊故実横調査｣

昭和 55 ･40 ･45年 世界L3林集セ/サス
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衰 7- 1- 5 1 経営耕地瓜狭別自小作別姓署戸数

i 19 6 ロ (昭和 5_5年 )'r - 19 6 年昭和 40年 ) 1970廼 旦竺坦 _総 数 自 作紘 自 rj自′岬 佃戸小 作l T-･絶 泊 rF･自小吋畑 作 小 作

Ojta未満 287 170 54! 20 I申 ~̂.231L175 2占 14 lJ 257 257

D.5～a5La 288 ー77 75 8 8 26629□599 2D8 5ロ 7 1 255, 255

n5-a7山 5【旭 195 1Db 4 I 225 d2 4 1 258 258

EL7～ 一.OLD 460 355 1〔】d 1 525 75 5 347 547

1.D～つ.5La. 167 158 28 I 156 126 50 171 171

i_5～2_OiLZ 9 8 1 20 20

2_D-2_5Lb 2 2

2.5- 5,DLa 1 1

珪 資料 LU.界肢体薬センサス '･

衷 7-1-52によって,経営観班別鵠家牡の推移をみてみよう｡僻和 5年と昭和 55年を比較 し

てみると,0.5-1.D山眉が大幡に増加しているが.これは0.5-015▲a層からの上昇と1.OLa以上

層からの下降によるものであって,なか

んづく虚地改革の結果とも言えよう｡

急増した0.5-1.OLa周は昭利 55年以

降急減 しているが.それを図 7- 1-5

によってみてみようQ｢この図は階層相

互間の上昇 ･下降慣向を示すものであっ

て.少 し乱皐ではあるがLLB.家の経営廃止

(戯菜離脱 )および新設が,かならず

0.5▲a未満厨において行われ,かっ炭営

上昇 ･下降が-階層ずつ行われるものと

する｣(｢日本資本主我 と越業｣の

tP221を参考にした )｡昭和55年か

ら昭和 4D年にかけては 1.OJb未満各層

は下降傾向を示し,経営規模が′｣､さくな

るに比例 して下降が激 しくなっている｡

1.0l l.51.a層は上昇と下降の両方向に

(B宵伽 )

乙5-iOb
2.0- 2.5血

15-lob

1t〕～1.5b

D.7-1.Pta

D.5- 0JAA

Q.5-0.5Jb
ojb釆il

壬

;
'J

;,
:
.rl

,;,.I.Jrm.i,.

/

.,

./
l

'
l7

,
.･
l
T

.rrI.
I.(

図 7-1-5 階層相互間の上昇 ･下降

任 ) 衰 7-1-52より作成
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分解 している｡ 0.7-1.OLa層の急減は上層からの下降がわずかであるのに対 して,下層への下降が

著 しく多かったためであることがわかるO昭和 40年から昭和45年にかけて. 1.OLa以上各層で上

昇しているのに対 して･ 017La未満各層は下降伽向を示 している｡また. 0.7- 1.OLa層の急激な上

昇と下降の両方向の分解がほぼ同規模でおきたた めであることがわかる｡

表 7-1-52 経営規模別農家戸数の推移

年次

～0.
5J
_a
0
.
5～
0
.
5La

0
.
5～
0
.
7Lb

0
.
7--
1
.
Ota

1
.
0′､-
1
.
5LD

1
.
5-

2
.
Ota

2
.
0～
2
.
5La

2
.
5..～5.
Ol
d
5
.
0か

揺
司
%戸%
尋
%戸車%戸車%戸%戸車%戸%!戸威%

昭和5年的8()614()250()
.
1占(
)41552

〟25年ー291占.
1I(5T.
J)15B

〟55年2671822681855062qβ460さ1
5167
ll

.

41468

1551〟40年25117
.
I28619729021559929
.
515dITS907

江資料昭和5年現勢舶香料手在村.大賀村.慮山村5村の合計 昭和25年(大TL村)｢農地開放雫榊調査｣

昭和55
.4
0･45
年世界良林兼セ･/サス

以上
.
川上町における搬後の出講をみてきたわけであるが.怨地殻l
Tlによって跡地における地主.

小r欄孫は解放されたものの.
曲菜の零細化をまねき.改
革以後の良蛇倍の分解の起因となった｡
農

地改革後.
経営規模を稀少する形で自作化が進展し,
05山未満な細段は第二横瀬葉LtL家たらざるを

得なくなった｡

良菜従業者が急派する中で.川
上町の腿業を支えたのは虚業における機械化の進展に他ならない.

厄後に.
川上町における機械化をみてみよう｡

(e)鹸械化の進展

曲薬の生産過産における諸作業,たと
えば
,
水桶作の桝愚老地(均平).
施肥
.しろかき.
唖ま

き.中
洲除草.
病虫審予防･収陸.
脱穀
.
凋盤などをエソ･}･/や-t-a-を原動力とする曲織を利用

する良家が近年急増している
｡い
わゆる曲兼の機械化が進境している
B

良策

機掛まじっさいに作業を

おこなう段用作業機とこれに動力を供給する姓用原動機とに大別され.こ
の両者が-肘ヒしているも

のと分軽しているものとがある｡さ
て.
良薬は
,
技術的･社会経済的問題から,各産濃のうちもっと

も機線化の慮れた部門で.と
くに.77
が園では第二次政界大野まで.曲
菜機械の普及は動力脱穀機を

除いては敏々たるものであったが,
敬後
.動力耕伝助をはじめとする故統化の波がおし上せ.
各便良

薬機械の大略な導入がおこなわれた
.
｢昭和52年を境として親板化の段階に入った｣(妓林省r良

薬機概化白ぷ｣日本E逢英機扱化の課軌昭和57年9月尭衰よ'))のである
｡
耕転機と脱穀機のほか
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に播種機･畑作用移植機,田植機.中耕除草嵐 山事故布胤 拘水成,散水機(スプ,)ンクラー),

刈取機.革取機･乾燥機等々がつきつきに導入されていった.そして,昭和5 5- 5 6年以後,大型

刺 トラクターが急速に別 口するという曲集機関の雷的変化もおこっている｡ (惑 7-1-55)a

表 7- 1-55 妾 7-1-54

トラクター.動力耕転機の使用状況

年次 I.幾 許 数 の 推 移挺用した出家数 総出犀数に対る比率

50年 2 445(1000戸) 7.3 CZ)
55 2 1072 17.7

55 2 2115 55.2

56 12 5528 }~55.0

57 12 5885 65,2

58 12 4529 > 74.5 r

荘 この表は.′J､学飽 ｢日本百科犬iJT典｣の<蝕
棚化良菜>の項の数字を引用したO

出薬機械生産戚推移

年 次l生 産 高 (万円)

唱和55年 54959.7

54年 45866_D

55年 . 74557.7I

56年 107522.2

57年 115570.5

58年 112,224.4

59年 120025.8

40年 126102.0

吐 この蓑は.小学牌 ｢日本胃
科大朝典｣ のく像槻工菜>
の項の園で (機械工策生産
高推移 )の中から引用D

これらの進展の背寮として.社会経済的粂作の変化と良薬自体の変化が考えられるOすなわち,日

本経済のLTJ度成長にする労繭刀博資の極端なJ酎n.I:3弟と他産共との所得格差の拡大から地業人口の

流出を招き･それによる戯用犀用労働刀の不足と別号の上昇のたかこ良薬経営の合理化 .腿薬横紙化

などが余依なくされた｡也粟粒機工菜の苑庫とそれによる機械の改良 ･進歩もみのがせない(表 71

1-54)Oまた,出地歌革および食料増産対策による財政挫触fffなどで金作の恒常化を粟現し,高

い生産力段階に達したことから,提菜経営における昏本番も11がある軽度可脚 こなり.機械力のig'人を

促進させた｡

一児めざましい進展を,LPm せるわが国の出井機略化であるが.今後に大きな聞属を残しているC劣

弱な資本装備と零細な土地所有にもとづく等細樫I11を特質とするわが国の良薬併進が.腕枕化膿集

(-高性能の出磯臭を中心に組み立てられた段掛 表式にもとづいておこなわれる戯勅 の成立をさまたげ

ているoそのうえ,鹿概を萄人したために所船が噸少し.いDゆる.｢故紙化貧乏｣を招いている場

合もしばしばみられるところである｡つまり.技術的にはfl.F作全作業中でもっとも労力を必要とする

田植えと刈取りの馴 酎ヒが遅れており.また抜帯地には由拭刀の使用によって経営の倉敷化をはかり

所得を増大させるには一戸あたりの耕地面別が小さすぎることである｡

以上は.全国的にみた凸菜の戟槻化の進展の慨昭であったが,川上町における戯薬機械はどのよう
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に進展していったのであろうかO以下,軒料の関係もあって恥後に限って考察 してみよう｡

表 7- 1-55

動力 ･畜刀使用の組合せ別段家政 所有動力機械の組合せ別良家数

(昭和55年 ) 単位 : 声 (%)

経営盈墳別 帯刀も勅 畜力だけ 動力だけ 宙J)も動力もつか 動力僚機をもって 動力機概をもっている

虚用排転機凸用 トラク そ の 他力も使わなかった をつかつ をつかつ

質 た尿 た家 つた家 ない家 クーを持 っている家

ロ.5▲也末節 42 8 7占 141 220 47
(15.7) (5.0) (28,5) (52.8) (82.4) (17.8)

0.5～a5Aa 4 4 62 198 156 66 126
(1.5) (1.5) (25,1) (75.9) (50.7) (2.5) (47.0)

0.5- 0.7Lb ー ー 59 265 81 19 206
(.5) (.5) (12.7) (86.6) (26ー5) (6▲2) (675)

0.7～ 1.0▲¢ 1 24 455 40 99 521
(.2) (5.2) (94.6) (8.7) (21.5)(69.8)

1_0- 1.5La 9 158 6 86 75
(5.4) (94L). (5.6) (51.51 (44.9)

合 計 47 14 210 11ーすア 485 210 775(52,8)I

荘1)資料 世界典林業セ ンサス

荏2) ( )は各階層の総出家数に対する割合である｡

畜刀が利用 されるのは.稲作に関 しては,桝起 ･代かき ･中耕除串 ･運搬の諸作業においてである

が,動力桝転機および トラクタ-はこれらのほとんど全作業を肩代りすることかできる.そこで.秦

7- 1155をみてみると' ｢古刀だけを使った家｣は14戸 (全体の 1･0% )と少ないが, ｢帯刀

も動力も使った家｣は1197戸 (81.5% )もある｡このうち桝起 ･代かき･中耕除草 ･運搬の諸

作業に動力機械を利用 した出家は.共有飽家が存在するから｢此間耕恵機 ･怨用 トラクターを持って

いる家｣よりも幾分多いものと推定されるが, 1.OLa未満周にか ､ては,畜力に圧倒的に依存 してい

たものと思われる｡それでは. ｢その他｣の動力機械 とは何をさすのであろうか｡｢世界良薬センサ

ス｣ をみると,発動機 (個人有 ･共有合計 582台 ),動力発動機 (585台 ).動力脱穀機 (555

令 ).動力カ･/メ-(1DO台 )などである｡発動機は,前述したごとく作業する機械に動力を供給

する缶用原動機であり,脱戯機は稲作全作業中においては,労働力をそれほど必要としない脱超 を肩

代りするものであり,動力カッターは刈取作業のものでなく除草作業のものである｡

以上のことから,昭和55年には依然 として帯刀に対する依存度は高かったものと考 えらA,動力

排転機を中心とする出業の機械化はやっと緒についた感 じである｡

動力耕転機には,磯体の後部に耕軽装静をつけ.ェ･/ジ･/により.これを甑勤 しながら耕転するも

のく駆動型 )と各種作業逓倍を牽引するもの(牽引型 )とがあり,最初に駆動型が普及 し.ついで牽

引型が普及 しはじめ.しだいに駆動型を駆逐 していった.つまD.牽引型耕転機は比擬的安価でしか
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も軽丑であり.また付戚晶を取 D換えることによって多様な利用が可能であることか ら. しだいに駆

動型 を駆逐 していったと考えられる｡

衰 7- 1-56 勤棚 板 機の所有台数の批捗rl;･ C ･ r.･

言か＼＼総 台 数 普 及 率 喝 動 塾 耕 転 機 牽 引型排転換および トラク ー(戸/育 ) ー-ー -I個 人 有T官 有 個 人 有 共 有■

周刊]55年 190 7.7 58 14 1051 15

40年 645 2.1 ー59 15【 ▲ 446 25

45年 1154 1.1 - J.rT 1129 25

49年 (1175) (1.0) - - 1175 7

任 1 )資料 他界良林業七./サ ス (昭和 5 5 I40年 ),｢岡山児市村勢要監｣
(昭和 45年 ) ｢岡LLJLl.t統計牛乳 (昭和49年 )

注 2) ( )月の教凪は個人所存Jt)みOL)ものであるO i'I

さて,表 7- 1- 56によれば.J目上町に-掛 1ては昭和55年にすでに牽引塾および トラクターが

駆動盟をEE倒 してお r),執刀桝転機の普及率は 7.7戸に1台の割合である0 55年以後,孝一引型およ

び トラクタ-の台数が洞郡的に増加 し,普及率 も同和 40年には'uJqi家 2.1戸に1台,昭和 45年には

1.1戸に1台,さらに僻和 49年には個人所有だけであるが旗家 1戸に 1台の割合にな り.ほぼ飽和

状態に達 している｡ これは各出家が耕作も個人でしあげろ憤向が強 まったことを示 しているo

次に,蓑 7- 1- 57によって,経営凍段別のせ及状況をみてみょう｡

衷 7- 1- 57 動力灘転放 血 用 トラクタ-の打及状況(個人所有)｣経営 親 艇別にみた普及状況-

経営規模別 台 数 普 及 率 (戸/台 )昭和55年40年 45年 - 55年 i 40可 45年

0.5ね 未 満 - 8 7□ - 28.9 5.4

0.5～ 0,5/La 2 54 155 1 5 4 ( 7.8 ! ..5

0,5- 0.7如 15 124 226 20.4 2.5 1.1

0.7- 1.Oha 79 284 401 5.8 1.4 0.9

1.0～ 1,5,Tla 67 145 255 2.5 1.1 0.7

1.5- 2.0/～∂ 10 ,57 0.9 0.5

2.0- 5.0/泊 7 0.4

旺 1)資料 衷 7- 1-56と同一である｡

注 2)普及率は.各階層の鹿家数を台数で割 ったものである｡
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注目されるのは.すべての臓層において台数が増加していることであるD昭和 55年において. 1･0

- 1･5La層は農家 215戸に 1台, o･7-110Lb層は 5･8戸に1台の割合で普及 している0 017▲a未満

層にはほとんど普及してないo Lたがって0,7Lbを堤 として普及率に大きな差が生じているCそれが

昭和40年には0.5-0ノ La層.昭和 45年には0.3-0,5▲a暦と普及率の境 となる経常規模が,し

だいに小さくなってきている｡すなわち.小規模経営層-の普及が急速に進み,全体の普及率を高め

ている｡

蓑 7- 1- 58 動力防除磯台数の推移

年次 ∫総 台 数(台 )普 及 率(早/令) 動 力 噴 霧 機 動 力 散 粉 機個 人 有 共 有 合 計 個 人 有 共 有 合 計

40年 58 55.占 19 10 29 4 5 9

45年 558 2.2 250 15 285 244 49 2?5

江 1)資料 衰 7- 1- 56と同一O

江2) ( )内の数値は個人所有のみQ

旗産物の病虫等予防のため.各種の薬剤を散布する機械として,液剤用には噴寂機 ･ミスト機 ･煙

坪戯 ･スt='-ドスプレーヤーなどがぁり,粉剤用には各敬の散布機がある｡粉務磯と散粉機は動力化

がすすみ,動力防除巌の中心となっているQ

蓑 7- 1158をみると.川上町において.動力防除峻 (噴窯機 ･勧刀敵粉磯 )が本格的に普及し

はじめるのは,昭和 40年以降であり'動力散粉塵が個人有浴よび共有においてより急速に普及して

いるC これは,動力散粉機の作業能率が動力噴諾機と比べて非常に高いことと共同作熟 こ適 している

ためと考えられる｡また,動力噴劣機も昭和49年においてかなりの普及率を示しているが,動力粉

媒機は薬剤畳が経済的で,薬済効果が高くて･個人防除に便利であるためと考えられるO昭和 49年

には個人所有のみであるが,動力防除磯 (動力唄努機 ･動力散粉機 )は800台で普及率は,堤家

1.5戸に1台とかなり高いものである｡

次に.表 71 1-59によって,出版具の唖煉別利用状況をみてみよう｡

動力耕転機 ･良用 トラクターの利用出家数は 1168戸 (刺)iJ率95･5% )であるが,その大部分

は5ps未満の小型のものであるQまた.5ps未満 と5- 10psを加えると1227戸が利用 し

たことになり,合計利用F数を60戸はど上廻っているが,これはSps未満と5-10psのi.55万

を利用した戯家が幾分存在することによると思われ,る0
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兼 7- 1-59 農機具の種類別利用状況

(昭和145年)

種 類 別 台 数 利用良家戸数 利用率(潔 )個人有 共 有

5 p s 末 弟 1026I ? 1095 87.4
● 5- lops 100 7 154 10.7

10- 15pS 5 ? 5 0.4

動力桝転機 .盟用 トラクター 15- 20ps l ? 59 5,1

20- 5OpS - ? 1 0.1

' l卜 5Ops u 上 i 7 5 0.2

合 計 112～I 25 1168 95.5

動 力 切 諾 煉 250 15 500 24.0

動 力 防 除 機 動 力 散 掛 故 244 49 4ム2 5占.9

スピードスプレ-ヤー 7 7 25 1.8

米 麦 用 刈 取 儀 8 ? 15 1.0

米 麦 用 乾 触 機 125 ? 286 22,9

旺 1)実科 世界段林発七./サス ,｢岡山鴨市町村勢要鑑｣
江 2) 動力耕転機 ･EiL用 トラクターの利用l!ぷ軌 こ幽 して馬力別利用良家敬の俊敏 と

合計利用出家政が一致 しないのは,u政の戯種を利用 した良家が存在するため
である｡

10ps以上のものについても同様のことが言える｡さて10ps以上のものは48戸が利用 し.そ

のうち50ps以上の大型のものを利用した良家が5戸ある｡ しかし71がら全体的にみる71らば小型

機の普及がEE倒的でぁると言えよう.

動力防除鹿(助力噴労磯 .動力倣粉磯 .スビートスプレーヤー)は, 785戸 (延数と思われる)

が利用 しており,利用率は62,7%で桝転鰍 こ次ぐ利用率であるが,それほど高いとは言えないO手

動防除機に依存している出家がまだかなりあるものと推定される｡

舷娩磯は286戸 (2219% )でそれほど利用されてない｡E2用トラック･オート三輪は 107戸

(&6% )であるが.避搬作淋 こ牽引塾 トラクターがjI)用されることを考慮すれば,運搬作美におい

ては,故横の利用率は高いものと推定される｡

表 7-1-40 度政見の租斯B憎 及状況 (個人所有 ) (昭和 49年 )

軸 別 製,'iT雪管 .タ- 勅 刀 防 除 敵 t軸 力動力噴諾機 軸力敵綿も 円 価 感 lJ<レンダ- 米 愛 用(刈取 り結束槻 ) 乾 船 蔵 l戯 用トラ ック

｣二二二__二_- こ ▼_ -台 救 1175 i 555 4- 1 22 85 2 14 175

官 軍戸/台) 1.0 1.5 1 5ユ9 15.9 5.5 占.8



稲作全作業の中で最も労働力を必要 とする田植作業 .刈取作業の機械化がもっとも遅れてお り.衷

7- 1- 40によると.昭和 49年に-'ィ ンダ-は 85台で出家 15.9戸に 1台の割合で普及 してい

るo (襲 7- 1159によれば,刈取機 を15戸の出家が利用 しているが,ほとんど利用 されていか

いとい ってさしつかえない)｡一万.円植故は22台で55.9戸に 1台の割合で,普及の緒についた

ばか りである｡刈取蛾および田植機は以後.段々に利用台数 を増加させているものと推定されるD

衷 7- 1- 41 経営規模別にみる出機具の塩魚別利用状況

(昭和 45年 ) 単位 (利用出家 )戸数 :戸, (利用 )翠 :%

＼ ＼＼警 規模別痩 梼 品＼ 総 数 lO.5La未満 0.5～0.5Lb 0.5～0.7▲a 0.7～1.OLD 1.0-1.5▲〃 :-≡,Tti l-2pi詳 言戸数 翠 r.-i 軸 率 !率 戸琴 率 尋 率
戸

5ps未満5-lops動力耕 1N 5JPS転威 .戯用 ト 15.ゼロノPSラクタ 2DJOPS50pS以上合 計 1095 87.4156(658)2D9(88-9)220 (924) l528:¢45)157 (91B) 20("OD)i 5I100上り

154 107 22守(9.5) ･5恒 A) 21〕(8,4) 55 (10.1) 54 (19.9) 占 6.08) 2 (ad7)

5 D_4 ( -) 2(09) (｣ 1 (05) 1 ( ｣ 1 (5上り 1I (55.5)

59 il ( づ ( ｣ 4 (17) ll (52) 18 (9.4) 7 (55D)i l β55)

1 0_1 ｣(_) ( ｢) (｣ 1(05) ｢∴ ■ (-) (｣

51188 02 ( -) ( ｢) (-) 2(0.a) 1 (0,6) (-) (-).'100-0)
955 178(75.1)225(945リ 254 (985)540 (98.0) 170 (99.4) 2ロ1DO.0) 5

巌遠雷除姦 髭紛品スピードスプレー 500 24D 12(5.1) 21(8.9) 51 (2lA)126 @65) 8D (46,8) 9 (45.0) 12 申出)G67)462 569 26(llJ]) 57(245) 8164.0)180(51.9)105 (61.4) ll65.0)(5.0)25 18 ( ｣ ( ｣ 5 (15) ll(52) 8 (47) 1 (-)

米 愛 用 メUiTTR 機 15 1上】 1(84) 5( 2.1) 1(oA)を1.8) 5 (09) 2 (12) 1 (5D) (-)(55.5)L米 麦 用 乾 燥 288 22夕 7(5上)) 5る(155) 52 111@2D) 66 (58̂) 15 (65.0) 1

珪 資料 世界曲林業センサス

蓑 7- 11 41によって経営規模別の腿機具の利用状況をみてみようO動力耕転機 .盈用 トラクタ

ーに幽 しては,各階層 とも5ps未満のものを利用 した頗家が大部分であり, 5- 10pSのものは

1.OLa以上屑で利用率が描 くなっている0 151 20pSについても同様である0 20ps以上 のも

のは. 0･7- 1･OL4倍で 5台. 1･0- 1.5JD層で 1台 (いずれも共有 しているものと考えられる )め

る｡

動力防除機については, 05La未満層ではまだそれほど利用 されておらず. 0.5- 0,7LaJf･:rでは

155戸 (5占.7% )が利用. Dl7- 1･OJb層では519戸 (9 1.4% )でほとん どの堤家が利用 し
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ており, 1.OLa以上層では 100%利用している｡ (動力防除機の場合は延利用数と考えられる｡

刈取機は. 0.510.5La眉に集中 して.5台あるが.これは零細第二種兼業凸家から導入.普及が

はじまったと考えられる｡乾燥機は.a.714未満層ではあまり利用されておらず.D.7- 1.OLD層と

1.0-1.5Lb層で50%台の利用率で,さらに1.5- 2-04D層で65% と食も高い｡缶用 トラ･Jク,

オート三輪は.1.512･OLa層と2.0-10血屑で利用率が布く,1.5La未満居ではさほど普及して

ない｡

以上,川上町の農業の機械化の進展をみてきたわけであるが.ここで今一度まとめてみるならば.

動力排転機を中心とする良薬の戯械化は.昭和55年以坪急速に進展 しており.唱和49年には.ち

っとも膝枕化のおくれていた田相磯と刈取機も普及しほじのて. 1.5Aa以上厨においては全作業に機

椎を利用して.-片した機線化体系が米作については鼠み立てられている幽家も存在するものと推定

されるQ1.SLa未満層に糾 ､ても.全体案が畿祇化されつつある｡ しかしながら. 8.5Ld未満の零細

皮層における機械化は必ずしも経営の分理化.所得の増大を宕果せず.逆に.機械を帝人したたかこ

所得が稀少するという,いわゆる｢親株化貧乏｣ をまねいている農家も幾分存在するものと推定され

l る｡ ～ L ‥ (今城雅洋 )

r~ _ ′

-■ ▼

､ ●

l 1--LJ ｢ . l l.LI ',= L r .;i t
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イ 土地利用の変化と農地転用 ｢̀･LILl･二l･- ｢ ｣~ 一･ トーLI(-i

(8) 農用地の利用形態
〔1

① 耕地面苛の減少 職後の高圧成長の影響をうtlて宅地 ･工場用地 ･正格等の面頑が増大す

る中で農村の土地利用は大 きく変化している｡耕地面積は昭和34年の409万hoをピークlこ以降減

少し.昭和48年tこは585万hoとLLった｡その内容といえば.水田は略和 45年以降.開田抑制も

あり独少lこ転じ.鰍 よ普通畑の減少lこ伴う城少の傾向lこある｡田の面積はま7-2-1からわかるJ:

うほ昭和40年-45年にかけては0.1%の増.で あ る.が､それ以降は年率 t5%からtl%減の僻

向にある｡しかし.水田が減少ほ転じたといってもわが国の耕地の半分以上が畑である｡ これは川上

町が山村であることを特徴づけている｡

糞7-2-1 桝地面同の推移 ･r:-,･･二]},TJl･-1-く㌔ ■ r~ l

At,.･r-L-●｢ 単位 :1,00Oho.%

総 面 頓 田 ､紬 水 田 串

昭和35 40 45職和35 40 Il 45 昭和35 40 ーr45 昭和35I 40 45-

全国8071占OD4579占3381l3311 3415 2690 2414I2381 l55.715L4 54,9

堅爪12a9125,411一.8 91391.2己&2 35.4i 34.2l28.aIi72.472.7L竺二
'江 資 料 世界島林業センサス

▲●.｡ ノjlTl

② 田および畑の利用形態の変容 JlI上町においては.耕地面樹の半分以上を占めているのは

畑であるが.双方の変化をみてみJ:う｡図7-2-1からわかるJ:うに.二毛田は年々減少している

これは主lこ典菜労働fJの不足と氷菓化の膨掛 こJ:るものと考えられる｡全国的に.みれば昭和15年の生

産調整を韻lこ-毛田の増大.ニ毛田の減少 という使向が強 くTLるが.川上町においては常に-毛田が

大きTL割合を占めている｡全国的TL傾向lこ準 じている点といえば.やはり二毛田の減少があげられる

｡ところで.畑の利用形憶はどうTLっているだろうか｡

1940年
l;1･;

' ･ユT
l.9▲5年

l

L 1?7t)*

...I..ノ･

L_ 82･̀

0.5
=二二園 Lー

･.r rl ∴｣上 呂 諾 竺年間監 諾 写(貢監 禁 芸 , し｢
図7-2-JI Jlu二町における田の利用形億の推移 江 津料 世界魚林業センサス
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川上町では普通畑の占める割合が非常に大きいが.年々果樹踊o)面横が増大しているのが目lこつく｡

これは交通の発達等により.都 市 F.I.ltナの深 場 栽培による現金収入を得ようとする動きがみられる

ものと考えられる｡
17

19- 可

1945年

1970年 ｣エ ー - __影野麹艶LJ S
LT 普通畑 薗 果樹圃 Ej その他(茶 ･桑等 ) □ 作付,Lt･

図7-2-2 川上町lこおける畑の利用形態の推移

. 注 資料 世界農林業センサス

恥)農地転用の動向

① 虚地転用の概要 農地の転用は経済の高度成長を反映して.昭和50年代中ばから増加傾

向を続けてさT=が.昭和4 4年に飛騨的TL増加をみせて以来.その傾向はさらに強まっている｡昭和

47年の総転用面積は45000haで昭和48年にはd8q0Dhaと7:1っており.昭和 44年～ 48

年の畏近 5年間でSt)2.000habi転用きれT:ことFulる｡ この動きを地域別にみると転用総面校で

は大都市近郊が昭和44年まで増加を続けていたが.その後横ばいを続けている｡ごく最近では大都
市近郊で減少をみせているところもみられる｡また.遠隔地では依然として増加を掛 †ているOこれ

は痩地転用が大都市近郊から連関地籍へと広域拡散化していることを示していると思われる｡

川上町の出地転用は昭和50年代までは年により多少の変動はあるにせ1.著しい変化はみられな

かったが.昭和 4I)年代に入り.急に転用面槍が増えてきた｡ これは米の生産調整.および人口の過

疎化にJ:り桝作不可能にTJったためと患われる｡まT=,川上町の転用面積を地目別lこみると.田と畑

からの転用がほは半分ずつである｡

② 転用の用途別構成 農地転用をその用途別にみると.昭和47年の場合.住宅地が全体の

30%と投も多く.ついで植林,その他の建物施設用地とLLっている｡最近になって.遠隔地におけ

る植林への転用の増加が農業にとって大きTL問題となってきている｡

川上町の場合,転相件数でみると,昭和30年～相和39年までの間では全部でld7件のうち.

宅地-の転用件数が 115件.山林への転用件数は 10件だっT=が.昭和 40年から昭和 49年の闇

では,全部で227件のうち,宅地への転用件数が 104件,山林への転用件数が 10d件よ.昭和

40年代は入 り.山林への転用件数が著しく増えT:ことがわかる｡

これを.さらに転用面額でみると,昭和王口年代は総面積 173000m'のうち.宅地転用面積は

58400m'で22%.山林転用面軌 ま4500Odで25%であったものが.昭和40年代では.

総転用面硬 233000m'のうち.宅地転用面軌 ま7d000m'で53%.山林転用面積は109D

l I
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00nfで47%とな り.大幅lこ山林への転用面勧 i増えT=ことがわかる｡

表 7-2-2 姓地転用許可面街の推移

F {ミ LJ l 甲1-止.′lu.7TT

I :. 全国の許可面墳 川上町の許可面胡 農地法第4条に基づくもの 盛地法第5集に基づくもの

昭和 5D年 5,400ha 8769〝′ 2,558nf 6.211m'

51 7.loo 28.8占8 2,511 2d,557

32 ?.SOD 414 545 占9

53 ?,554 1‡745 14.529 5.41占

l】 54 ll,564 82,84ロ 1,597 81.243

35 15,65ユ 8.214 5.505 2.911

Sd 21.97e 8.王33 5.528 4,805

57 20,934 a848 ミ550 5.498

58 2d,D14 8.4吉5 a.455

59 2?,441 2.416 ー 2.416

40 2ム949 5.781 589 5,392

1 1 41 28530 9.068 6.044 5.042

∫ 43 41,占94 2&.古口占 1,218 25,588

I.1 44 54.275 24.354 14,683 9.673

45 57.814 1& 9ムー 8959 10.022

44 61,ロム3 王もささ1 2?,512 5.819

47 ム4,447 70,134 65.427 4.507

48 47.720 4.343 4,q?2 251

49 31.917 .1 2.550 2?.547

単位 'ham'

･･ 注 ｢芸芸…≡誓 立地転用許棚 帆 .lrlユII - ･1･-,I･-･､: ･r-.･lL l-

これは人口過疎による労胞力不足と山間地に農耕地があるT=めの耕作困難などのためと･さらに米の

生産調整などの政策が加わって.山林への地目変要になつT=と思われる｡

次に宅地の内訳は,主として個人U)住宅故地が中心であり.はかに学校統合Fこよる学校用地･個人

経営の工場用地や資材置軌 商店経営のため07fh'地FLとである｡
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襲 7-2-3 曲地転用許可両横の用途別推移

単位 :d.̀%

粗 面 額 宅 地 ■ 山 林 モ ~の ■ 一他

研和 エロ牢 8749 千日 ,示 5L9% I2457n{ 王D.一% 1581d 1a,0%

51 28848 4254 14.7 l2一41一 85.5● Il -
52 占14 414 10D - - - -

ささ 17745 り 47 ー 2&0 11丘M l 45.9 1079 i.1

･134 82848ー 784D ?.5 - - 75080 90.5

35 言 ㌫ 1 ､55日 85.0 2201 2&8 477 a2

34 85王古 6478 77.7 1852 22.8 2王 ロ.5王7 884815881 ふよ5 - - 29占丁 さi5584455571288.8 - - 723 1t2

子9 2414l d14 25.4 - - 18〔ー2 74.A

40 3781 3781 ･oo! 1 - -

41 9Od8 5550 57.I)!57,845.ロ Il f
l42 110155ー2915｣ 28,8ー5455 51817占317.4

45 26808 24125T-蒜｢｢ "ロ｢-丁｢ l2ーb18,口l
44 24556 1ロ687トー-l4エ9 12059 49.51占106.占
__｣_5｣L18mlflD710･5ム5149u9 25.915542--i17_占
4ム I- -トー-------一一一--l55551 5950 17-6L25?87 7at]1414 4.2

4 8 I - 4㌻ 丁I 2 107 48.5 ; 2 25° 51.5 I

注 出地法による曲地転用許可実拙のみ

⑨ 地域別にみT=幾地転用 川上町の農地転用lこついて.さらに詳しくみると次のような表に

なる｡
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表 7-2-4 大字別にみた奥地転用 (5年毎 )

昭和3D年～ 34年

転用面闇 m' % 転用件数 】､ % 用 途 別 件 数

｢ ㌻ 地 JuJ 林 Iその他

地 頭 14451.9 10.8 21 25.占 ･7 ! . l S

餅 家 J 1?521.? 14.6 12 15_5 T . 5

三 沢 9851.9 7.3 A 4.5 2 i . ,

七 地 20022.5 14.9 6 6.7 4 11 1

敬 6584.7 4.9 1 1.1 0i o 1

｢丁哀竹 12257.4 9.2 17 19.1 8 0｢9l Sl 2

丁 大 竹 7050 5.5 B 9.0 3 0

仁 j:Lf 298611 22.3 ll 12.4 8 1

宿 .山 7570.1l 5.5 5 i 5.6 I 4 0 1

高 山 市 ! 7050.2 5.2 4 4.5 I l o 5

昭和55年～ 59年

Lr t J

レ i

ーf 転用面群 m'l % 転用件数 I % 用 途 別 件 数
宅 地 山 林 その他

地 頭 1025&4 29.8 24 514ー 19.2 21 2 5領 家 6177_占 18,1 15 8 1 dI

三 沢 4565,9 12.815.9 5 5.8 1 5l 0 0七 地 5461.5 】 9 ll.5 6 1 2

敬 16.5 0.04 1 1.5 0 0 1

上 大 竹 572_9 1.1 2 2.6 2 0 0
丁 大 竹 557.9 1.占 4 5.1 4 0J 0
仁 賀 4996.2 14.占 12 15.4 ll 0 ⊥｣
高 山 582.8 1.1 2l 2.占 2 0 0
高 山 市 1占76,4 4.91 4 5.1 5 1I 0
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娼和 4O守一-44年
表 7- 2-4 つづき

地 頭 i転用面闇 m' lJ % 転用件類 % 用 途 別 件 数

宅 地 山 林 その他
23158.1 32.2 35 4D.8 3 0 11 2

領 家 10565.1 14.0 12 14.9 9 3 0
三 沢 1d52 I 2.2I 1 1.2 0 0 1

七 地 l 4?0?.1 ム占 7 ad 4 3 8
敬 920.7 1.5 1 1.2 1 . ロ;0

上 大 竹 2549 エ5 5 占.2 3 1 1 1I
下 大 竹 405 [ 0.5 1 1.2 D 0, 1

仁 貿 ム王45 aA t 9 ll.t l 4 5 2

布 山 118EI5 16,0 5l 6.2 r 11 F 5 1

布 山 市 11158 1 15.1 7 &6 1 l d l n

晒和 45- 49年

転用面概 nf % 転相件数 % 用 途 別 件 数
宅 地 山 林 その他

地 頭 30273 19.1 44 51.5 39 5 2

醍_ 家 28587 1占.8 7 4.8 2 5

享 沢 14188 89 15 a? i 10

七 地 8419■ 4.0 占 4.1 5 1

敬 779 8.5 2 1.4 1 l 1

上 大 竹 11970 7_5 14 ?.4 王 9 2

T 大 竹 12150 7.7 ー5 89 12

仁 25:I 21759 1ま7 18 12.5 2 14

苗 山 197741 12.5I 15 10.5 1 14

高 山 市 14787 I ?.5 12 8.2 12

日日上町計 158685 rlDO.0 146 - 100.0 51 84 11

注 出地法 FCJ:る盆地転用許可実歓のみ

まず,昭和5D年代では.合併前のもと手荘村TL.'った地頭,簡家.仁乱 七地で転用件数.転用面

和 とも全体の占占%近 く占めている.転用の内訳はほとんどが宅地への転用であり.この段階ではま

だ山林への転用は非常に少ないo

次に昭和40年代では前 と同じくもと手在村の地頭.領家.仁資が多く.転用件数で全休の55%

転用面帝でも全体の51% と半分近 く占め. もと高山村の-砧山.布山で転用件数で17%.転用面概

で25% .そしてもと大賀村の上大竹.T大竹 と続いている｡転用の円訳は宅地ぺの転用が依然 とし

て多いが.昭和 50年代 と較ペて.山林への転用の歌しい増加がみられる. この傾向は川上町内全域

でみられ.特に昭和45年以降急激に増加 している｡まT=.転用o)されていない地区はみられTJL､O

以上の ことから.川上町の盤地転用は全地区で行TLわれてお り.地面,儒家のように川上町の中心

地は宅地への転用が多く.その他の地域では山林への転用が多いといえる ｡
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昭和30-39年

昭和~40-19年

T lI

～ 1

IIfI

地 頭 簡 易15.3 三沢 七地 I 上大 潤 仁 責局山 ･=一山

212 Jig GB 19 6.2 5.1 12.1 13.6 ll.2

図712-3 太字別にみた農地転用面積 二 単位 :%

蝋欺

昭和30-39年

I l

昭和10-49年

地 頭 軒家 臣 七地 ∫上大竹 下大 仁焚 管 高山

1.3

･{LC.lrTrL rr. 図712-4 大判 IJにみた農地転用件数 .- L 単位 :%

昭和30-39年

晒和40-49年

昭和30-39年

晒和40-49年

昭和30-39年

昭和10-49年

地 頭 蘭兼

iTL

三 沢 七 地

軌 数 一 上大竹 77 下大竹77 仁 賀

□宅地団山林 昌 その他
図7-2-5

大字別にみた農地転用の用途別件数の内訳

注 :帯グラフは百分率で分けたものグラフ中

高 山 南山市 の数字は転用件数
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I) 土地所有権の移転 と良薬握宮の変イヒ

(a)耕作目的の農地権利移動

表 7-2-5 農地の権利移動.許可件数及び許可面積

全 国 I 川 上 灯

年 次件 数 面 群 件 数 面 帝

昭和58年 - - 74 ll.07
35年 - - 74I &5?

40年 519,172 111,051 80 9.5 7l

l 45年 502.720 120,057 57 0.78

4占守 451,464 121,l46 25 4.66

｣47年 475.510 127.236 50 J la92;

48年 481.618 138.590 34 7_89

江 ｢凸地法第3爽｣にJ:る｡ 単位 :ha

耕作目的の擬制移動の許可面帯は昭和41年から相加してゆき.44年には 151.412haとTLっ

T=が45蟹にはいって15,000haも減少しているO件数をみても44年までは毎年 550.000-

540,000件 もあっTこのが45fEfこTJると5000.000件をわっている｡ これにJ:って,耕作を

目的とする典地の権利移動が殺近は減少していることがわかるO

川上町についてみても.昭和30年.35年. 48年には70件を超えているのが 45年には著し

く減少している｡全国的な傾向と同じJ:うに川上町でも耕作を目的とする曲地の権利移動は戚少しつ

つある｡

それでは次I∈.出地の権利移動がどのJ:うFI誹由にJ:って行Tiわれているのかをみてみよう｡

(b) 土地所有権移転の譲渡及び譲受事由

① 土地所有権移転の譲渡額由

表 7-2-6をみると.川上町では労力不足と耕作不便 ･不能と転業 ･転出が.昭和40年まで高

い割合を示している｡耕作不便 ･不能が昭和 40年代にはいって減少しT=のは.不便TL土地を.そ0)

近くLこ耕地を所有する人々に譲渡してゆくほしT:がって耕作不便TL土地が減少 していっT=ことを表わ

す｡

労力不足が昭和45年で減少しているのは.転業 ･転出が 40年までは比較的高い率を占め45年

に急激に減少していること.さらに廃鼻が 45年から増加していくことなどをあわせて考えると.労

働力の他産業-の流出が大 きかったことを表わしていると思われる｡
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表7-2-` 土地所有葡移転の譲妊事由甘畔 敢構成比 ~土日 =~ 1!

昭和
30二年55年一,
?̀転A
.
5*一古平47年48年一9年

*&?
_
4
.
2
.
1
.
亨J̀一AT25
.
017
.
510
,
51&2

肘与1人012
.
514
_ロrLL
2ad11917
,
王2i127
.
3

経営据少7
.
8-
i

.

千17
_
A7
.
17
.
75
.
さ▲5

相手方の要望4.
722
.
9ad2A点1.111510.
515一8

耕作不便.不能l25,D12.
512
_
7-10.
I1エ51ユ2i一.5
転秦.転出1王2
I
12.
521188----
宮嶋資金llム5
-I--.
5
.
a

-
廃

農
-1
･4.
2
7

-7
.
12i9i1五2i4.5

江 ｢農鵬 那 GJTtJa･ t.t 単位 :%

㊤ 土地所有権移転の譲受事由
l= ~̀1.I)Ltrlir:tP^i-Lrl･J.ロ に 1

表 7-2-7 土地所有権移転の改愛や由別件赦構成比

交 ー` 換 85 t4 iO 112 2丘9 laロ ll.8 2&_占

増 :一一 反 57_T 45.9 占7.5 48.4 5五8 42_0 55.9 42_8

脚 . 与 1t1 &8 1■18 15.8 19.5 180 2ム5 2ad

小 作 地 解 放 18.7 37.8 1五8 - - 乞 0 5.8 -

注 ｢典地洗顔玉条｣による｡ 単位 :% 1
.'Jdp .トr三t.- J

i ･. 表 7-2-6は土地所有権移転を讃受価のql由からみ[=ものであるOこれfこよると増反によるも

のか.昭和 50年から49年までどの年をとってみても50%前後0)割合を/示しているhついで旧

:･: 和 40年までは小作地解放による譲受の脚 的 っている.
I
F では増反における放渡側の事由はどうJ:I.)ているであろうか｡ ~tH ′

表 7-2-8は.昭和45年以降の増反tこおける惑淀等由別件数の構成比であるが.昭和41年.

の廃凸による増反が ム乱を占めているほかは.どの軍をとってみても際だってfB由件数の多いとこ
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ろはfJい｡川上町で目立つところは.相手方の要望が比較的多いことである｡

表 7-2-8 増反における甜渡事由別件数構成比

昭和45年 44年 47年 48年 ユ 竺 ｣

労 力 不 足 18.5 57.5 15 27.5 20.0

経 営 縮 少 l 22.7 12.5 t4 ?.1 1D.D

耕 作不便 ｣不能 - 25.ロ 20.0 22.7 10.0

相 手 方 の 要 望 51.8 12.5 20.0 9.1 50.0

転 業 . 転 出 1i A - - - -

営 & 資 金 - - - 9.1 -

廃 盤 Ii d 12.5 40.0 1&5 10.0

そ の 他 - - i5 4.5 -

江 ｢農地法第5条｣lこよる｡ 単位 :%

(C)譲渡人 ･譲受人の経営規模の相関

(む 増反の場合

農 業経営の規模拡大につながる魚油の権利移地は停滞的であるといわれており.全国的にみれば.

土地所有権0)移転は.大部分が 1.5ha未満の中小規模養家相互間で取 り引きされている｡川上町の場

合もほとんどがそうである｡ 1hd未満の小規模経営の兵家についてみると,件数が一審多く.隷受入

･怨渡人 ともに1ha未満の出家での取り引きがもっとも多く行TJわれていることがわかる｡ 1- 1.5

hDの生家についてみると.恕受入の規模と譲渡人の規模を比較すると譲受人の規模の方が大きいとい

う傾向がみられる｡1･5ha以上の鹿家についてみても同様oI)結果がでている｡

㊤ 小作地解放の場合

土地所有権移転の譲受事由に小作地解放があるが.件数をみると.昭和55年に28件.40年に

11件となっていて以後占件.2件 と減少し.45fE～ 44年にはなく, 47年.48年と1件, 2

件である｡

小作地解放の場合は･増反における場合のJ:うな特色ある相舶鰍 まみられfLL､｡一般に同規模の姓

家相互間での取 り引きが多く.昭和 4 7年.48年のき件という件数は.経営規模拡大への彫軌 まほ

とんどないものと思われる｡
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. 図7-2-6 増反における揮営規模相関図

図7_-2-7 小作地解放における経営規模相牌図

(昭和40年- 48年 )

-275-･



(a) 鼻鞘 常の変化

全国的TL養家の農薬経営規模をみると.良家戸数は泣少せつづHTいるが.闇和 五〇年代折半では

lhq以上の洩家恥 後半ではlShQ以上の農家が.モtJT4ロ年代にはいってからは2ha以上の農家
がそれぞれ増加し.その未満の良家は減少の僚同化ある｡

川上町についてみると,王反未満あるいは3-5反の盈家数は減少の債向lこ3)ら. 1- t5町の農

も･ 家教はわずかではあるが年々増加してきている｡ これは全国的'L便向と同じで3,ち.西日本の喪家に■

fl･ おける戸数増減の境界は t5hoであるが.川上町に関しては. 1- 1.5町の戸散が昭和 25年から5

年ごとlこ142戸,1さる戸,147戸.154戸,そして45年には171戸とFLっておt)I.1町

が戸数増減の境界とTJっている｡ ■t
u2~~ー~~~ー ~~｢

2101:昭和25年 し___チ_I

-fFTIJ-7-6 I-.1:?.-I,:.LL;-:

4口年 ｢ TT｢｢下顎

45年 並 猫

rl王反未開 団 3-5反 図 5- 7反 爵 7反-1町

蘭 .～ tS町 Ejt5- 2町 □ 2町以上

図7-2I8 経営耕地面積広狭別点家散構成比

注 昭和25圧一五0圧に限り, 5- 7反. 7反- 1町の区別がついていTLL,,｡

各年次センサスによる｡
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表 7- 2-9 経営耕地面掛広狭別鹿家致 し｣

1- 1.5町 1.5- 2町 2町以上

昭和 2 5年 1占2 5 -
5 0年 15占 -
3 5年 1占7 - -
4 0年 156 9 -

4 5年 ､ 171 20 r SL

ハ 地業労助力の変化と兼業化

(a) 幾業就美人ロ ●

表 7-2- 10 就 塾 人 口

就 業 者 総数 盛業従-TB者数 L 相 成 比

昭和25可 5594 4558 8ロ.5

50年 5211 At]8 4 78.455年I 4955 王255 45.540年4175 2877 l 68.9

l45年 5886 2 118 54.5 1

江 国勢調査報告による｡ 単位 :人,%

表 7-2- 10は.川上町Iこおける良美従学者救とその削合を示したものであるoWJT和25年には

総就業人口に占める盛業従串者数の割合は80%にものぼっているが.年々減少の傾向をこあり, 45

fEfこは50%台lこまでTがっている.しかし川上町のそれは.昭和45年の全国の割合 17.8%に比

べ馨しく商い数字とTJっているC こ0)減少をみると.労働力の他産顎への流出が年々増加 しているで

あろうことが容易にわかる｡

雫は. この段業従事者の構成状況をみてみよう｡

表 7-2-11 農業従軍者数年令別脚成比

総 数 16-29 才 50一一49才 50- 59才 60才以上

昭和 55ff 岡山県 54804t] - - - 21.8
/l上町 5255 115 50.1 25.5 29.7

40年 岡山県 286611 1丘.2 56.5 27_5
/l上町 2877 12_4 29.7 25.5 55.6

45q三 岡山県 232584 iさ 59.5 25.1 51.2



注 各年次盛林業センサス.岡山県盤林水産白掛 こよる｡ 単位 :人.%

岡山県および川上町におりる盛業従郡音数年令別構成比は,表 7- 2-11からみるとる0才以上

の割合が非常に高いことがわかる｡年令別にみるとl a- 29才の減少が多 く.昭和 55年に岡山県

で(A.2% もあっT:のが,昭和45年には占.5ほまで減少している.これに対し占0才以上は逆iこ増

加 し.割合 も55年の21%から51.2%と10.2% も布 くなり.盛業就業者は老令化がすすんでい

ることがわかる｡

川上町においても同様な絃柴がえられている. 1A- 29才が減少 していくの(こ対し. 50才以上

の就葉音が 52%から58%に増加している0)は老令化の現象牽明白に扉 にている｡

麦 7- 2-12は,施薬従事者総数の男女別人数であるが. これをみると,岡‥l県.川上町ともほ

女性の就業者の方が多いO

表 7- 2-11.および表 7- 2- 12か らみて,盛業従召亨者の女性化,老令化がすすんでいると

いうことがわかるであろう｡

この現象は.兼業化の進展による農村労働力の地産藁への純出.特に.新規卒叢生などの若任周の

流出lこ大 き7:i影皆をうけていると敬われる｡

蓑 7-2- 12 良菜従fII者男女別削合

盟 衣

F泊和 408: 岡山県 129.-95,2(452) 15占655(54.8)
川上MJ,i 1.215(42こ5) 1862(57.a)

4 5年 肘両峨 98.959(42.6) 155425(57.4)

注 ( )内は% 単位 :人

955琵 全 国
55yO 仁王･.1-ざれ一･ : / i

岡山県 1 5610

川上灯

こ･･.:-･14-0･0-∴

1960年 川上町
560 Ii.ll-I:-::--:.4-:ll_IOL=:I:L:T･_I-_L-1L:Lirs/_3

'9占5蟹 全 国 l 2a5 巨‥予7/=2:_亨J1-.--1A･-/I/;級
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∃

｢ 剛 県 lI｢ 吋 I
rTA

㌔:);:･:/I.I.I･55.6_l-

1970年 川上町

1975年 全 国

岡山県

(I)

川上町

15･8 巨:;-:'{･_頼.･=1'･-,l1.-:工.杉診乙
･乙5 巨-:i-:2:声二言:_A-;

口 等叢鹿家 威 勢 1唖発案良家 鞄 第2極楽業良家

図7- 2-9 専親筆別曲管構成比 4. ,ー 1

l I● .1

注 世界虚林業セ.ンサス

但 し.(+)は ●75姦林業センサスによる｡
■1

(b) 兼業化

戦後の良家にみられる特徴の一つとして漣家0)Jl靴 が非常TL勢いで進んでいることがあげられる｡

典薬労働力o)他産業への流出は高圧経済成長の発展に伴い.ます ます多 くTiり,特に兼業農家の割合

は胴和4DfEの 79.5%,昭和45年の84%か ら昭和48fEの 87_5%へと増え.その中でも第 2

磁束叢虚家の削合は昭和 40年の 42.5%.隅和j5年0)50.5%から昭和48年の85･2%へと.

著しく高まっている｡

このようTi全国的傾向は.岡山県fこおいても川上町においても顕著にみられる｡

図7-2-9にみられるように川上町の昭和30fFの良家総戸数 1470戸のうち.専業曲家は5

5 8玉戸で40%を占めているが.昭和4口軽では虫家総数 1351戸のうち.噂業鹿家は551戸

で2ム%.兼業曲家数は10OD戸でそのうち第2m兼菜良家は 519戸と全体の584%.瀬業の

52%を占めている｡そして侵近の1975年並称美セ ンサスによると,鹿家細数 1185戸のうら

礎臣鹿家は 111戸で?･4% と,1り.兼 鞍 点崇敬は 1074戸でそのうち第 2種賛美盤家は814戸

で全体のム8･5%,難業の 75･ム%まで占めている｡
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取月勤務 ･恒常的賃労働

区17-2- 1D 川上町における兼業種類別従業者数割合

注 世界虚林業センサス

では･兼業としての就菜状態をみてみよう｡全国的原向は職員数臥 恒常的賃労働,Lどの安定し1=

兼業が増加し.人夫 .目前いなどの不安定TJ非英が減少している｡

川上町においては･年によって多少の変動は3,るが,恒常的勤務が全体の40- 50%を占め.そ

の次に人夫 ･日掛､が 50%を占め･その鉄労先は高梁 .水島方面で会社遊行のマイクロバスで通勤
する｡自営兼業のうち附加 o正代は林業にU,iわる人が多かっT=が･昭和40年代に入ると急に減少

した｡

(佐々木 純二 ･渥辺 武仁 )
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3 拷殊作物 と畜産の動 き
イ 果哉 ･=芸作物 ･獲毒 ･その他の盛衰

(a) 果樹の発展

十･1 ,l

川上町の主要果樹といえば.辛+ンベル ･7-リーである｡キャンベル ･7-リーは.｢岡山
の果樹園芸史｣によれば.明治51年大森鴨太郎氏が新海県岩の原から導入したもので.年と柑こ面概

が増え,露地ぶどうの中では現在概ね70%をしめている主晶濠である｡

川上町でキャンベル ･7-リーの栽培が本格的に行なわれはじめたのは.昭和58年の曲薬改脊堺英

以後である｡それは,昭和56･7年ごろから2･古の有志によって試験的に手がけられ.よいという

ことが実証されたからであるO導入を恩いたった理由は.山の斜面が利用でき土壌もあっていること,

出荷の時期が県南の促成栽培よりもおそいこと.反別がこなせ総金筋があがりやすいことなどである｡

しかし,表 7-5- 1を見てもわか 表 7-5-1)lLヒ町のぶどうの生産

るように,佃和 44年ごろから昭和

49年まで.未成図面殻が 1Laとか

ってのような伸びは見られなく,戻

うち状態である｡それは袋かけ用の

袋 ･ぶどう箱 ･籍の下にひくマット

などに案外経費がかかるし.年に10

- 12回しなければならない防除用

の戯薬代もいるなどで.患ったほど

十分な所得があがらないこと｡また,

ぶどうを管理するには,収嘩後一礼

ごえ一重枝一原肥の捌 巴一芽かき

(数本の芽が出てくるので本になっ

ているものを残して,あとはつむ)

-誘引一括鍔(1結果枝あたり1-

2房を残して.あとの房をつむ)一

滴粒(果粒の肥大をよくするために .

っぶをまびく)-袋かけ一収穫 ,と

なりその間にも10- 12回の防除

が必要で,特に摘房 ,摘粒 ,袋かけ

収凄などは,日数が限られてくる｡

成園面碩 末成図面石守 収 郡 土迂

昭和 34 年 La1.5 Laj tll

57 2.6 26

58 5.4 9.4 15

' 59 4'' 13 8 45

40～ 41 17 19 95

42-45 20 1d 171

45- 44 25 15 19占

4J1- 45 54 1 214

45- 4占 55 1 119

44- 47 52 1 155l

47-48 52 1 25〔】

a)資料｢岡山山林水産統計年報｣

琵) 昭和 5占～ 58の成図面私と末成図面街は｢反｣

で掛 ､てあったものを.反を;I-DLaとして換算した
ものである｡

その上に,水島などへの出かせぎに

ょる労働力不足が加わって ,伸びなやんでいるといえようo

現在は,川上町全体で70戸ほどの也家がぶどう栽培をやっており.多い人で 1町近く,少い人で2

反ぐらいつくっている｡出荷先は京阪神地区が王である｡今後 ･労働力が配分できるよ-うに品種をかえ
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ることが課題となっているが,当分は今の状態から増えも減りもしないであろう｡

く七地におけるぶどう栽培の現状>

川上町のぶどう栽培の中心地は七地で ,山の斜面に植えられている｡以前は,七地はたばこを主とし

た農家が多かったが,新しい作物萄人への意欲 ･熱意があり,昼間の気温較差が大きく,夏の7-8月

の昼胤の気温は25oC以上など.ぶどう栽増に適した究供で欝の心配もない(掛 ま眼下に見おろせる)

ところから,さかんになったと言えよう｡

ぶどう栽培は山の傾斜地を利用して植えられることが多く,その特徴としては,日射丑が大きい･排

水 ･辿風がよい.気温較差が大きいなど利点があるが,管理に不便であるという欠点があるoしかし,

ここでは,その欠点を補う共同定位配管スピードスプレーヤーがあり,七地地区すべての果樹園'では,

コックをひねれば.塵薬 .水11とが散布できるようになっている｡このほか,選果場の共同利用など,

経営の近代化が計られているo

参考文献

｢岡山県段薬要覧｣ '

｢岡山県の果樹園芸史｣

(b) たばこの盛衰

たばこは数年前までは,川上町における中心作物であったo

図7-5- 1によると,作付面軌 ま昭和 5占年ごろから,39年まで急激に拡大し41･42 ･

45年にはピークに遠している｡ これは,染たばこの価格が毎年引き上げられ.安定しているという理

由によるものと思われる｡
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図7-5- 1 川上町のたばこの作付面顎の推移

注) 資料｢岡山県市町村勢要繋｣

｢岡山県戯林水産統計年報｣

注) 50･51年は反で表わされていT=ものを 1反をTlo-Laとして換斉しT=もので ･52年～5?
年まではaで表わされていT=ものを.&をTiToL4として紺 LT:ものである｡
55年と45年は不明であるため.52年と54年 142年と44年をそれぞれ点線で結ん

だ｡

しかし,41･42 ･45年にピークに達したたばこの作付面軌 ま,現在では約 48Laと.約半分に

減少してしまった｡その理由としては,たばこは夏の作美が主であり労力的にえらいということに加え

て,水島方面に働きにいく方が割がよいということによる労働力不足が考えられろ｡
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表 7- 5- 2 川上町におけるたばこの栽培

収 極 戸 数 収 穫 面 概 (Aa)

手 荘村 大恕村 l高 山村 川 上町 手 荘 村 l大 賀村 高 山村 川 上町

暇和 25年 170 226 225 占21 ll.占 19.占 15.1 46.51

55年 145 185 117 445 14.5 22.5 12.4 49.1

40年 128 1dd 118 412 21.0 56.0 24.0 82.0

45年 Id9 115 88 270l 15.0I 52.0 25.0 71.0

注) 資料｢世界血林業センサス｣

注) 昭和25年と55年の収極面積は反で表わされてあったので･1反を詩 Laとして換算したo

昭和 25年は.川上町はまだ発足していなかったので.5つの村の計を円さ加えたo

表 7- 5- 5によると.昭和 55年の収静戸数は,昭和25年の収穫戸数の与であるのに.収穐面硬

は昭和 55年の方がわずか,iがら多 く,また昭和45年の収種戸数は ･昭和25年の収唖戸~数の約 〔で

あるのに,収穫面軌 ま25LaもふえているD現在は収穫面軌 ま48▲aで収穫戸数は 110戸である｡わ

かりよくするために.1戸あたりの平均収穫面砧を出してみると ,25年- 7& ･55年1 11a･

40年- 19a･45年- 2da･49年- 45aとなり,小規模にたばこを栽培している良家がやめ

ていき,大規模出家だけが残ってきていると言えようo価格の安定ということは,やはりたば この強み

であると思われる｡また,宴作として野菜ができるという利点 も兄のがしてはならないだろうO

最後に ,今後の見通しとしては,収穫良家 ･面積ともに .減少していくものと思われるO

参考文献

｢岡山県戯林水産白軒｣1969

(C) 養蚕の発展

戦前においては,生糸は最大の輸出品として栄えていたので,それを生産する養蚕英もさかん

であった｡しかしその後,戦争による輸出の途絶 ,戦中戦後の食料増産政辞,化学払経の発達TJどによ

り,考蚕は次第に減少していった｡ところが瓜近 ,国民所得の向上と細への魅力の復活から,生糸の消

軌 ま増大し,繭の価格 も高値を呼んでいるが ,増産は思うにまかせない状態であるO
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表7-5-5 川上町の養蚕

桑 園面積 (La) 査蚕良家敷く戸) 掃立卵畳 (1箱) 収 酵 &.(kg)

昭和 55 年 4.4 27 114.7 5.552

54 4.0 28 157,4 4.075

55 17 2占 15&2 4,517

56 5.9 24 125.0 5.754

57 5.9 21 125.5 5.575

58 4.占 22 120.5 5.541

59 4.1 25 155.1 4.254

40- 41 5,6 21 144 4,241

42～45 9 25 171 5.599

45～ 44 15 24 212 ) a.9d4

44.-)45 17 40 277 8,502

45.-.4占 17.0 48 554 10.585

44..-47 5D.0 64 455 15.854

47..-48 55.0 85 501 14.809

48.-′49 56.0 85 占21 20,141

√ヽ
注) 資料｢岡山県戯林水産統計年報｣

注) 昭和55年～58年の桑園面項は反で,昭和59年と40-41年の桑図面軌まaで表わさ

れていたので..反を7To-La･,aをi÷ 百･Dとして換辞したものであるC

川上町における養蚕は,表7-5- 5を見ればわかるように,昭和40年ごろから上昇の一途をたど

っている｡つまり,桑園郡 削ま,40年ごろ5.dAaであったものが約10年後の49年にはその6倍で

ある5dLaに,また出家数は約4倍 ,収繭塵は約5倍とTLっている｡このように増加してきた理由は,

①生糸の価格の上昇と安定イヒ,㊤土地が桑に適しているから,④畑を荒らさないために桑をつくるから･

④作業が簡単で,婦人 .年よりでもできる,Flどだと貰えようO⑨ ,④の理由iこついては･川上町は･

過疎の町で,若者は町を出て行き,残っている男の人も水島方面-働きに行くなどして･どうしても戯

作巣の中心は婦人 ･老人になってしまうからであるD

今後の動きとしては,環状維持の状軌 鳩 き.あまり大幅Tl増加はみられないと思われるo

く三沢地区における養軍の現状>

蚕は,1令(卵からふ化したもの)から.脱皮ごとに,2令 ,5令 ,4令 ,5令となり･上ぞく･ぞ

く中,収繭と'Jるo今の蚕は背と比べると強くZLってきてはいるが ･1令と2令は他のものに比べて牲
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質的にも弱く.桑 もちがった種類のものを与えなくてはならないので ,この地区では,高梁.GCある推蚕

飼育掛 こ委託館青をして,2令から5令になるかならないかというところから育てているoそして ,こ

の蚕を蚕室で飼う｡昔は家の中で,上屑だなを使って飼っていたが,今では鉄骨の蚕室用の小屋で･蚕

座を2段にして飼っているO私の訪問したYさんの家では ,このような小屋に移して約 15年になるそ

うであるOまた,蚕に与える桑は,昔は薬を1枚ずつ摘んでいたのだが ,現在では,枝の根本から切っ

たものをそのまま与えて終車ア,プをはかっているOさて5令がおわり,上ぞくになると吐糸しはじめ

るので,まぶしに入れるのであるが ,苦は,適熟蚕を拾い取ってまぶしに入れていたのだが ,今では省

力化が進み.Yさんのところでは,蚕di座にいる適熱雷の上に樫の木の張のついた枝(適熟蚕は桑をたべ

なくなる)を置き,それについている等を払いおとし奨めてまぶしに入れている｡そして ,あとは繭に

なるのをまつばかりである. 5令から5令がおわるまでには14日～ 18日かかり.上ぞくから収商ま

でには7日～ 12日かかる｡

蚕は年に 5回買入れる｡つまり,5月,7月,8月にそれぞれ 1回と9月に 2回臥 れる｡このようなことが

可能になったのは ,5令から飼うということと,前に述べたような能率化によると恩われるo このよう

に多回再になったことにより,養蚕の規模化大が可胎こなり.労働配分の平均化 ,雇用労働の節減 ,施

設 .資材の節減が行なわれ.荘蚕が充実してきていると言えよう｡

参考文献

L一 岡山県LB英要発 ′

(d) こんに.pくの盛袈

こんにゃくは昔ほどきかんであった｡戦前には川上町のこんにゃくは.県下に名声を博してい

7こそうであるが,売りものになるには少なくとも5年かかり経済効率が患いこと,連作をさらうことに

加え,戦後 ,価格が不安定であったこと,病者の多発により安定した生産が行 なわれにくかったことなど

から.染たばこや野菜に転換され,7='んだん減少しているO

現在川上町全域でのこんにゃくの栽培面積は約 10Laで,その約占～ 7割が芋原地区で栽培されてい

る｡ この芋原地区の平均一戸あたりの栽培面秘 ま.40a～ 5Daで,他の地区は一戸あたり1Da程

度で,町内各所で栽培されている｡

くこんにゃくの特性と栽培>

こんに.pくの特性としては,日かげを好む.莱 .塞 .根ともに勉 渚 をうけた とき再生 力が乏しい,

土の中の空気や水の遭通性の長石に対し敏矧こ反応する,などがあt),こんにゃく栽培は一般にむずか

しいとよくいわれている｡よって ,順調lL生育を促すには,保髄と適地の選定が重要ポイントとなって

いる｡

従って,栽培上の留意点としては.直射日光や西日の強く当たる場所 ･風当たりの強い場所はさける,

異品種が混入している場合は在は中に区別しておき植えつけ前に種芋は水銀粉済で十分消毒する,収穫

期に拘り取るさい芋に傷をつけないようにする.貯蔵前には種芋を十分乾燥させ貯蔵中は一定の温度と

湿度を維持する,などである0
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参考文献

｢岡山県戯糞要覧｣

ロ 畜産の動向

(a) 乳牛の動向

川上町では乳牛は,頗和5レ申こ･導入されて以来増え続

け ,飼養出家も57年には200戸に も還したO51年

から5d年までの変化のはっきりとした数がわからTLい

のが残念であるoしかし,糞 7-5-4からわかるよう

に ,57年以後は,除々に減少方向を示している｡これ

は ,経済の高度成長にともない ,地産農からの血相への

労働力将要が高まり,水島方向へ働きに行ったt)して .

他産業と酪戯経営の収益性の問題がおこt),それにより,

零細飼育出家が脱落していったということが考えられるO

現に表 7- 514からわかるJ:うに .飼養農家数の減少

に囲って ,頭数が減少しているわけではないからであるO

また,図 7- 5-2からわかるように.一戸あたbの平

均飼養数も,ほぼ確実に延びてきており.47- 4･8年

に少し減ったが.それでも.再び増える方向へと進んで

いくものと恩われるO このように規模が拡大化されるこ

とにより.飼養良家においては,土地基盤が大きく.也

備しており,高度な.技術をとり入れ.後継者がしっかりし

ているということが亙要な ことがらになってくるであろ

う｡また,これにともなって ,地域としては,汚染防止 ･

ふん尿処理等の施設整備の充実の必要性がクロ-ズ7ッ

プされてくるであろうC

参考文献

｢岡山県曲林水産白骨｣1969 -
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表 7- 5-4

川上町における乳牛飼奉の推移

戸 数 頭 数

昭和 57 年 戸 薗200 550
58 170 550

59 140 440

40...-41 14D 510

42～45 150 550

45～44 140 占00

44-45 150 d50

45-46 100 550

4占-47 100 520

47-48 188 400

注) 資料 ｢岡山県鹿林水産統計年額｣
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図,7-5-2 乳牛飼並出家の一戸あたりの平均飼整数の推移

(b) 役肉手の動向

昔は.各戸に 1-2頭の和牛がいたが,これは子を生ませるだけで,役用としていた｡川上町

の和牛は黒毛和種といい,この,柾は川上町が岡山県での発生の地であった｡しかし,盟業の機械化が進

むにつれて,役用 とし ての必要性がなくTfったので,滅少してきた.また.肉用牛として飼養するの

ならは,子を生ませてそれを育てるというのは,回りくどいやり方であり.それよりは乳牛のおす牛を
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買ってきて肥育する方が,多く飼え回転が

はやいじ戯厚飽科中心で飼え.管理も簡単

ではないか,ということからも械少してい

ったOしかし,最近は価格の変動がはげし

いので乳牛のおすを買って飼うやり方も頚

うち状態となり.最近は,また,｢子を生
ます｣方がさかんになってきている｡それ

は,国rの,神風･金 が で る,父 符年 を確

保できること,山を利用でき資5-の活用に

つながることなどが理由としてあげられる｡

最近の動向としては,価格の上昇により,

将来の増頭が期待できる｡

(C) 鶏の動向

顎の飼餐羽数は,年と共に増加し,

昭和57年54▲DaO羽であったものが .

現在ではその約2.5倍にあたる155.000

羽になっているOそれに反して,飼餐出家

数は,昭和57年には1,1dD戸であった

ものが ,46- 47年にはその半分の590

戸まで減少したが,その後また,増える幌

向にある｡現在一戸あたり8.000羽～

1.000羽飼っている家が50戸ほどあり,

年々わずかではあるが ,規模拡大がみられ

る｡鶏は自家用として飼っている家が多く

あるので,図 7-5-4のような結果にな

ったのだと思われるC今後の間笛としては･

卵価 ,飼料 .ふん尿処理等があり,なかな

か前途多難であると思われるo

参考文献

岡山県戯杯水産白田 1969

(小野尚代 )

辛
和
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川上町の役肉牛と飼奄良家の推移

注 ) 資料｢岡山県戯林水産統計年報｣
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4 川上町の林業とその歴史的発展過程 ･
･l

イ 現 況

(a) 林野面積

衷 714- 1 林野面項

計 と 現 況 森 林 ■面 積l 森林以外の革生地 所 有 形 態 別
国 有 公 有 私 有

注) 珠科｢剛 LL県統計年報｣ 昭和 47-48

表7- 4- 2 森林計画による林野面税

合 計 樹 林 地 竹 林 伐 採跡 地
計 人 工 林 天 然 林

珪) ft科｢岡山県統計年報｣ 昭和 47-48

川上町の総土地面軌 ま8.A81山(川上町税ペ)でゐわ.うち林野面敵 ま7.127La(川上町胡 )

を占めているb よって .林野率は82%でほとんどが森林であることがわかる.所有形牒別では ,国有

はなく.公有と私有で占められ ,それもほとんど私有である｡主要樹種内訳の表から特にわかることは .

あかまつが57%にも及んでいるということである.

川上町の松は大賀松として有名であるという｡また. t

s40年度において .針張樹と広報樹の比は半々であ

るが ,これは ,生産性の高い針熊樹をふやそうとする

樹種転換という.Lq42- 44の林菜摘造改脊宙丑a)

目蛭の 1つに彫鞍を与えているoTLお,現在(SSO) モ･

の比(針築幽 :広葉樹 )は5:2になっているO

(ち) 川上町の林家

川上町役場調べ(S40)によると.林家戸

数1,414戸の うら,戸有林野面戟 1LD未満 ･AJ2

戸 ,1- 5La･492Fj,5- 10La･57d戸 .10

La以上 ･104戸で3JD来観が70.5%を占めており

零細な曲家が多いO

また,表7-4-3をみるとわかるように ,林桑収

ニー291-

衷 7- 4-5 主変樋撞内訳

横 越 面 項 比 率

す ぎ 511一D 4%

ひ の き 199 5

あかまつ 乙占11 57

針紫朗計 5.121 44

く ぬ ぎ dO1 8

なら他広 2.700 58

広棄射酎 5,501 4d

ま だ け 78 1

末立林地 1占

採 草 地 て 一手 1 L 9

l

注) 質料 昭和 10;fiJl踊さ戊の地域森林
計画



人への依存度でも,2割未満しか依存していない林家が94%iこもおよぶOこれは,専業林家が全くな

く他から(特に農業から)の収入が多いという,川上町林家の実態を,よく表わしているといえようo

衷 7- 4- 4 林業収入への依存別杯家数

総林家数 まったく依存 2割未満依存 2- 5割依存 5割以上依存しない している する する

川 上 町 戸 戸 戸 戸 戸850 574 411 3d 9

手 荘 557 172 109l 14 2

大 賀 517 155 1占2 15 5I

注) 資料 1970年林業センサス

表7- 4- 5 林産物販売金額別杯家数

7総林家頭販売なし 5万未満 5- 20 20.--50 50-100 100-200 200-500500以∃

川 上 町 850 占2占 155 82 2d 7 4

手 荘 557 285 50 ll 9 3 1

大 賀 517 25占 52 17 7 5 2

高 山 lsd 107 55 4 10 1 1

注) 資料 1970林業センサス

林業構造改善計画掛 こ｢産業別所得額の動向については･･I38%が農業で占められ林業は9%で

あり,全体に占める林業所得は面積と反比例して,非常に少/A.い,これは,林地の大半を占める広築樹林

について従来出閑期を利用して,木炭 .薪の生産に従事するものが多かったが ,最近化学燃料におされ

て .不安定なため .県南工業地相地域内への ,季節労働者として出稼するもa)が増加し,林業従事者は

年を追って.減少していく傾向にある.･･｡｣とせかれているように ,川上町の林業にも,過疎イb)

経世が進んでLTると思われるQ表 7- 4- 6の森林組合且の減少にもそれが釆われている｡

表7- 4- 6 森林組合員分布状況

手 荘.坤 区 大 賀 地 区 宿.山 地 区 ! :町... 外 . 計 ..

S5㌔8 59-9人 484人 ■259人 I 1,513人

S44 4-40 427 252 159人 1.278

S48 440 427 252 1d1 1.280

S49 415 595 204 122 1,154

注) 資料 川上町森林組合
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ロ 林産物

イー(b)で産業別所得街の制合について ,58%か虚糞 ,9%が林業で,過賞と林菜の所得削合は

大きく開いていた｡では過去はどうだったのだろうか｡

表 7- 4- 7 生産総価瓶
l上J P LAI

良 薬 林 業 合 計 良 薬 林 業 合 計 良 美 林 業 合 計

大正 1 105.015 (6.045)15.455 1d2,dO7 56,553 6.454 64,802 I

5 102.822 (10.986)10.7占1 207,d59 dO.800 7.52(】 70,占20

10 517.050 (54.150)10,258 597.441 172.97占 28,742 225.158

15 ー87.548 48,489l5d7,850 181454 20.000 150,613 145,492 4?,549 751,011

昭和 5 125.271 45.9°5 1 281,227 占1218 16.245

9 佃4.111 55,924 518,415 75.504 2一.451 104.755

症)林業の( )内は伐採分

注) 資料 現勢調査持

去 71 4- 7から,各地区だいたい生産総額の 10%以上 .多いところで20%を林業が占めている
ことがわかり,現在より林菜からの所得割合は_この時点では柘かったといえる｡

(a)素材生産

川上町は.前にも述べたように,.赤松の生育がよく,その質は非常によいそうである｡大正時

代の素材生産 も.林業所得の中では多い方であった(蓑 7-4-8)｡現在の生産量は.表7- 4-9

のとおりであり,川上町の林産物の中心となっている｡今後の素材生産itは現状維持か ,塊分下向する

だろう,ということである｡なお.素材は森林組合 ,菜者を通じて .岡山.新見 ,高梁の市場へ送ちれる｡

JI J(

j:il
l'-L ■ L

,.1 -l

ft ～ l i-,Ll I 1-

し., ～ ･LlH i. r rLL
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表 7-4-8

ー ｢ 大正 1 5 10 15 昭和 5 10

大I男l 丸 材 1.810尺メl 1,540尺メ 1,800尺メ

角 材 2.987円 5.占74円 5,850円 l角材 160oOoFR 488石1.258円

挽 材 i.500*占50円 750坪490円 158坪450円 I

下 駄 材 100駄500円 40駄200円 I

板 塀 100坪250円 128坪216円

I手l荘Ii 丸 材

角 材 700石5,4dO円挽材
下駄材 3_5駄840円

k 曲 100坪500円

高山 丸 材 7 808尺メヽ 50q尺メ 700尺メ

角 材 ti1.000円 800円 5,592円

挽 材 i 三5505琵 580坪1,225円

下 駄 材 15駄100円 15駄. 170円 8駄480円

l板 塀I 505坪588円 200坪500円 I

注) 資料 現勢調査蒋

表 7-4- 9

i 卜l扇 表 嘉千一三oa,10 55 58 5? 40 45 5D7,450 8,588 9.915 L 10.100I 1058.240 5.220,887I

注) 資料 森林組合の資料により役場でとりまとめたもの

(b) 薪炭

川上町の製炭異音は,19占0年 110d人 ,1970年 ･18人 .1975年 ･1- 2人で ,

この数字から化学燃料におきれた木炭生産の最近の様子が予想されようC
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表 7- 4- 10

1940年

腿林巣 セン

サス

1965年

過林業セン
サス

i′Ì∫-1∫∫＼_∫AIll 炊恥こガス .C-気､.石油コンロrlど利用している良家款の樫度別集落数

敷 芸L<,孟腎 栗舘 詰 ま警 僅 雛 言と:享禁 が ｣利用している良家がほとんどである

川上町 21 L.L. 27 r u -

手 荘~ 9 ーJ‥ 11 - -

大 賀 7 一 ll ､tr L -

高 山 ′ 5 5 ーL - -

川上灯 - - 2 4一5

手荘 E t L - - 28

大賀 JIJrl1.-~~LIj~ノ′ ,㌔ 21i 14

糞 71 4- 10からも,化学燃料が急速に .19占0年～ 19占5年の闇に.生活にはいりこんでき

たのがわかる｡けれども,化学燃料におされる以前の薪炭を使っていたころの川上町の木炭生産は.非

常に活発であったということができる｡そのピークは,蜘 50年ごろだったという話であるQ

表 7-4- 11でも,十分に木炭生産の活発さカわかるoそして,特に良質の白炭が多いのに注目さ

れる｡

菱 7- 4- 11 木炭生産放

手 荘 一 大 貿 高 山

自 炭 一 点 炭 白 虎 r黒 炭I 自 庚 ー黒 炭

大正 1 >I 1,500貫 ■ 4.500賓

5 l 1.200- 2.200

1 0 l ■一■､50.Dロロ 2占,550

l l 52,780 1.950 25,000 24.000 850

1 5 28.SOD 2,ロoo 2乙800 2.200 51.200 550

昭和 4 21780 2.800 20.ODD 5,800 25,0001 1.200

5 ! 28.080 5,800 25.500 1.100

･J ･ ･二十 .｢･一 r_ 注) 資料 現勢詣査帝

IY1 lJi-P.

､LI)■L■一一t･｢l = ･･｢ll.lLu:･:_'●.-三 ･ i . l ･ヽ･J! .II
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(C) しいたけ

5- 6年青は らゝ.価格が安定している ･とt)入れにあまり労力がかからないため .老人に も栽

培でき過疎にも適応できる,などのため ,戯菜協同組合 ,森林組合は ,しいたけ栽培を奨励しているO

(森林組合は乾しいたけ.出協は生しいたけを取り扱っている｡)

表7- 4- 12か らわかるように ,しいたけは ,ここ 1D年間で急速な伸びを示している｡それは ,

表 7- 4- 12 しいたけ生産丑

生 しい た け 乾 しい たけ

5 50 kg d5Dkg

55 57D

58 7DO

59 1,565 720

40 4.558 1,262

45 5,554

44 5.6占0 1,500

45 5.991

4占 5.75CI

47 8.6占7 l

48 8.d95

旺/)･r帆 45-40 森組 ･曲協検査数丑により,＼

.:;!::lI

＼

とりまとめる

しいたけ 瞳 n45- 49は戯協調ペ

いたけ 慣わ44- 197D年林業センサ

粋和49-森組調べ

薪炭生産丑が減少していく過程と反比例している

ことに気づく｡すなわち,かって薪炭林だった場

所に ,しいたけ栽培がなされているのであるCそ

して ,なら,くぬぎなどの広葉樹を原木として使

いその伐採跡に ,針葉樹を植林するという有効な

方法がとられているのであるから,薪炭林から針

葉樹林への樹蔵転換の経過的産物として.しいた

けをとらえることもできる｡

川上町のしいたけ生産への意気込みはさかんで,

林弟構造改善串薬の中に ,しいたけの生産諸施設

の設尼を計画 ,将来の生産日原は100,000kgで

あり.88%を乾煉しいたけにしようとしている

ことからもわかる｡

川上町のしいたけ生産良家の規模は ,所有山林

5□～ 50Laのものが6軒 ,5- 50Jaのもの

10軒 .1- 5Laのもの48件であり,内 ,しい

たけ栽培のみのものが坤Fである｡ほだ木数は ,

町全体で50D.□00本で.良大規模の栽培家のほ

だ木数は50,DC□本 ,大規模に行なっている栽培

家は2軒ある｡

また,しいたけ生産組合も森林組合内にあり,

技術指弔 .講習会,はだ木姓産地視察を行なって

(d) まったけ いる｡

〝川上町a)まったけ〝というと･かっては ･質 ･丑ともに県内でも有名であったというoとい

うのは.前に述べたように .川上町は赤松が多く,まったけの生産に有利だったからである｡

表71 4- 15からわかるように,大正期には,他の林産物と比べてもひけをとらない丑が,生産さ

れていたot=o｣クは昭和20年ごろで･年に 15tぐらいとれていたというDしかし,現在は1年に

5･500kg (1974年)ぐらいで,減少の一途をたどっている.この原因は,

1. 戦争中に赤松の伐採が多すぎた｡

2･ 山林管理が十分行われていffいため,まったけに必要Ti光線 ･温度 ･風通しが悪くTlった｡
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5･ 林道ができたために ,自動車の頗気ガスがふえ .デリケー トなまったけ菌が育た'iくなった｡

4, 南部の=場の高層煙突から出る亜硫酸ガスの膨好によるO

などが上げられるOまったけは人工栽培が効かないほどデリケ- トTi蘭であるOおそらく,これからも

減少の一途を ,残念ながらたどるであろうQ

表 7- 4- 15 まったけ生産泣

大 封 事 荘 高 山

数 丑 l価 額 数 出 価 額 数 盈 価 犠

大 正 1 斤18.000 円2.070 斤 円 斤1,500 円150

5 2.240 2.d90 2,000 500

10 50,000 ?,CIOO 2.500 1.15D

ll 28,000 9,800 7,454 5,218 1,800 1,080

15 52,0□0 ?,占80 1798 2.729 5,250 1,788

唱 和 4 54,508 10.550 7.90ロ 5.1dO l 4,dd0 2.798 I

5 28,500 7.125 4.550 2.175

10 7占,500 19,125 25.010 6,DO2 2,100 5,888

注 ) 資 料 現 勢 誠査 樽

(e) その他

現在 ,全く林産物ではないが ,かってそうであったものに下草が上げられる｡表 7- 41 14

か ら,かなりの林産物であったことがわかるQ

表 7- 41 1Ll 下草生産塩

大 賀 高 山

数 皿 価 櫓 数 盈 価 格

大正 1 質175.000 円1,750 F50,000 円250

5 1占7.000 1.470 50,000 250

10 887,950 8.879 554.900 5.559

ll 887,450 a874 554.500 5.545

15 879,980 a,799 巾 588,000 5.800

昭和 4 850,000 8500 542.580 5.425

5 850,000 6.448 542,200 2.757

10 750,000 a,qnD 540,000 5.400

注) 資料 現勢調査■栖 (手荘のものは無い)
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その他 ,粟 も林産物 として上げられよう｡

衷 7-4- 15 くり生産丑

I 大 祭 手 荘 高 山

数 止 価 租 数 正 価 嶺 数 丑 価 額

大正 1 石20 80円 石 円 石 円

5 25 200

1 0 50 1.250 18 Sd0

1 5 70 1,050 8 520 28 540

昭和 5 占0 9【】0 ll 2.200

10 70 1,2占0 41 954 10 200

注) 資料 現勢調査縛

現在も粟は生産されているが ,他の林産物に比べるとたいしたことはないというO

また.綜相 .杉皮 .五倍子 ･竹皮 ･椿 (こうぞ),三極 (みつまた),笛 (たけのこ)なども,大正

～昭和初細には生産されたらしいが .今はほとんど生産されていfLいO

ハ 入会地

川上町の入会地は .明治22年に村の合併があり,手荘村 ･大賀村 ･苗山村になった時点で .個

人 (神社 ･寺 )育 ,村有になったとい う｡その時残った入会 も昭和29年以後には ,すべて個人有か町

有になっているそうだOそして ,川上町には.財産区としては入会地は残 らず .記名共有 として残った｡

かって ,牧畜が盛んだったところでは,山林は放牧に使われ†こ,町有の称高山でも,村有であったこ

ろには.放牧や .たき木取りを旧行として認められていた｡他の村有林 ,私有林 も,共同放牧fJとに使

われたらしいOしかし.牧帯のすたれた後は ,そのように蚊われなくなってしまった.

けれども,現在 .町有 ･個人有になったか らといって ,完全に共同で山林を使用するということがな

くなってしまったわけではfLL､Oはっきりと残っているものに ,夙致(シワス)地区と七地地区の入会

地がある｡脱教ではこの部落のものに限って, 60人の記名共有で共同使用されている｡資料があった

七地の入会地について述べてみたい｡

(a) 七地の入会地についての史料

七地の入会地についての最初の史料は明治55年の/!柴草定的証'yであるO ここ1,-.挙げられて

いる入会地は●まとめると,衷 7-.4.- 1占のとおり.であるO
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衰 7- 4- 16

日 日上郡手荘村 大 字 字 地 番 :地 員 一 反 別町T ~畝 ~1 9 8 09

● 二一 七 地 花 円後 口 4 1 山 林

〟 燈 明 億 280 〟 8 9 9 15

〟 井 細 界 505の窮二 〟 7 d 9 07

i ,, 仁 五 平 151d 〟 4 5 2 占1

〟 小 丸 甲 1974 // 10 7 9 15

〟 越 山 522&5227 〟 2 9 0 209 00[10
i ,y 大平 後 口 535 タ 〟 1 8 8 12

/' 芋ノ道後口 5540 I 〃′. L｢1 1 8 8 00

鼓 7-4- 16の資料は .明治 54年 ･57年 ･大正2年 ･5年 ･4年 ･5年 17年 ･8年 ･9年と

あるが ,揚所は全く変わっていTcLLいO次に古い史料は.昭和 15年のもので場所は ,衰 7- 4- 17の

とおりであるO現在まで .この場所は変わっていない と再 ことやあるO .

表7-4- 17

川上即事在村 . 大 字 字 地 番 地 反 別

一 七 地 井 楓 み 5Dsの 2 保 安 林 15反 827

小 松 原 ;ト 449 .一 57 825

馬 の 背 45D I_ I t-Lr 67 814

大 塩 . 1,299 t l25 51占

菱を見ればわかるように .大正 9年と,昭和 15年では .入会地は減少しているO これは次のように

分割されていったからである｡

燈明穐 ー 福本浅市外 24名

井凋Jh- ′渡辺誠三外 158名

仁五平- ヰ･金子等栄外 14名

小丸甲- タ吉岡伯天外 24名

越山 I.一寸 松川単三外 2占名

大平後口- ウ川上隆市外 19名

芋ケ迫後Fj-川上隆市外 19名

l･L ノ_ .; LLtL..Lr

l ､.■､L】.ニ ■

JLL

tL --L llJ I

Jl
rJIIH

L▲い ｡ーl:1ET･ .
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川上正雄外 17名

段の平- う川上一夫外 21名

これからわかるように,共有になっているものが全都であるDしかし,井堀掛と他の地域の違いは,

井婦妄I,;Iが 158人という多人数の共有に対して,他は20人前後の共有だということである｡人数が少

なくなると,その止蘭 は相談して処分できるOしかし,多人数だとそうはいかないOこれは ･入会地の

特性の一つである｡では.どのように入会地は運営きれ,どのような性格を持っているのだろうか｡

(ち) 現在の七地の入会について

七地の入会は ,現在でもはっきりと残っているQその役鼻である吉岡伯夫氏に ,いろいろ話を

うかがったので,述べていくことにする｡

七地入会地の規約軌 ま,次のとおりである｡

共有林管理規約

鰐一条 川上町大字七地住民の共有である字井据昇 .字小松原 .字馬の背 .字大塚等の共有林管理は.

本規約によりこれを行FJうものとする｡

第二粂 共有林管理の為め,共有林総会に代わろべき惣代会を穀くるものとするD総代の員数は16

名とし,大字七地地内 .各区2名宛を其区内に於て選出するものとする｡惣代の任期は2ヶ年とす

る｡但し再選を妨げない0

第三条 共有林の管理事務を処理するため .脚 長一名 .餅 二名をおき惣代会に於て之を選挙する

ものとするD

理事長は,共有林智塾に馳する一切の事務を掌握し,惣代会の議長となる｡

理執 ま,庶務会計を掌り,理事長事故あるときは,之にかわる｡理事長及び理事の任期は.惣代の

任期と同一とする｡

但 し,任鵜終了後と経も後任者の就任する迄は職務を行なうものとする.

第四条 惣代会に附読すべき串項左の如し,

- 共有林管理に的する重要市項 ,並に林産物の処分

二 毎年度収支決算報告の承認

三 第六条による剰余金処分の決定

四 其他理事長に於て必要を認むる撃項

但し,立木の処分 ,土地の貸借等 ,特に重要Tfる沓項については,部落の意見を徴することを要

する0

第五条 惣代会に於ては ,会鵡録を作り,会磯のEJ時 ･場所及決試したるaF項を記載し,議長及立会

者は署名し思くものとする0

第六条 共有林管理により生じたる剰余金は,之を個人に分配せず主 として公共草葉に支出するもの

とする｡

第七粂 共有林管理に関する会計は会計年度によるものとする｡

第八条 理市長は ,前年度分の収支決辞報告製を作成し･翌年5月末FJ迄に,惣代会に提出し其の承
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詔を受くるものとする｡

第九粂 共有林管理の為 ,顧問を位く串ができる｡顧問は ,惣代会に於て之を推蒋するものとする｡

(顧問は理事長の諮問に答へ ,又は理研長に対し嵐兄を開述するものとする｡ )

第十粂 本規約の変更は惣代会の決裁を経ることを要するものとするo

附則 本管理規約は,昭和52年度より足れを実施するものとする｡

[約 52年 5月

七地の入会地は-中藤iB氏を代表として記名共有で登記されている･ということである｡そして共有し

ているのは･大字七地全員(165軒 )で.1名のもれもない｡横転は雑木林である｡

規約苛lこもあるように ,改良会は1占名で.8部落から出ているO役flは,あくまで奉仕的に山林の

ために働いてくれる厳格TL人を,逮挙で選ぶそうで.厳格な役貝を出してきたということが ,入会地を

今まで続かせることになった一つの要凶となっている･という｡

入会活動として.下刈(雑草を刈る)と根株(紘 )があげられる｡下刈は年に 1日t2回に分けて

行 ない ･ 9月終～ 10月上旬がその日にあてられる｡人数は ,8部落から4- 5人で,下刈は木の保

艶に必要丁亡もである｡

さて,植林きれた木は育つと,売jBきれる｡木が育つのは50年かかり,今は植林 15年日にあたる

ので,売買されていないが,昭和50年･52年 ･53年 ･54年 ･55年 ･56年と松の木が売買され

た記録があったO この木の売買が,入会地における一番の高収入であるという｡また.他にも昭和50

年 ･52年 ･55年に松茸滋亮の記録もあるoこれらの売買で得た収入は七地全体としての利益となり,

大きい妙薬 ,例えば,学校 .道の修理などに使 われ るが. 大正時代には,木を売って残った木は炭

にしてみんなに分配したりもしたそうであるQ

七地の入会が今まで続いたことの要因には.前にあげた他に ,七地全貝が入会地について厳しいとい

うことが上げられよう.七地から出ていく者に対し.入会名籍から名前を削ろうとしても,全員の印鑑

と許可がいるのでなかなか名前が削れない ,ということであるし,会計が 100円違っても許されない

そうで(それで.役負にみんななりたがらないそうだが)ある｡入会地についてみんながうるさい.と

いうことがよくわかる串件が一つある』日和 15年に.8部落の役El釦 承認の上で ,町へ山林(入会地)

を売ったところ.みんなの幕藩がなかったということが問題になり,また買いもどさなければならなか

った,というのである｡

｢入会は必登だと患いますか｡｣という間に対しての.｢入会権はないといけないもの｡｣と答えられ

た吉岡きんの答えに ,これからも,七地の入会地は鹿いていくだろうと思った｡そして ,森林組合での ,

｢入会権は,TLくすべきだが,無くそうと手をつけでも.整理のしょうがない｡｣との言葉 も,また実

感として受けとれたのであった｡

こ 林業構造改善串菜

昭和 42年- 44年まで川上町では,｢地域内の諸条件と林糞経営者の意向等を勘案し,林菜の総
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生産を増大し.森林所有者及び林薬就労者の所得の増大を図りもって ,農林業にうるおいのある施策を

行なうためD｣(林菜摘近攻善事菜実施計画笹より)林業椅進攻善事菜が実施されたOその具体的内容

は ,

1)経営基盤の充実事業

7)分収造林の促進

イ)林地の流動化促進

2)生産基盤の盤備串菜 ･林道整備

5)資本装備の高度化歩業

ア)素材生産施設の設思

イ)造林施設の設借

り) チップ生産施設の設定

L)特殊林産物生産施設の設置

4)早期育成林菜経営の促進串菜

5)協業の推進堺巣

総括は,衷7-4- 18のとおりであるO
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ホ 森林組合

川上町森林組合は･昭和58年に手荘 ･大賀 ･布山の森林組合が合併されてできた｡観合人数は.

前にも軌 ､たように 1,154人で ,その総山林所有面軌 ま占,455Ja,全山林の 92%にものぼるO組

合にはいるためには ,0.5lb以上の山林所有者であることが必要であるO

活動としては.組合員の指萄(物融 珂コ安定成長の林産物について),販売(素材生産 ･干 しいた

け ･造林用苗木)･購買(特殊林産 ･林産 L造林 ･撫育杯等 ･林業一般の器具 ･梅械 ･苗木 ･超勤 ･肥

料 ･薬剤の僻完 ･斡旋 ･造育林受託 ･森林現況 ･所有者怨敵調査 ･林業資金の斡旋)と多岐にわたって

いる｡その中でも特に中心としているのは植林で,4班 58名の造林推進隊を持ち.合併以来毎年度目

標を1ロDLaとして努力を続けているO

また,山林労務者の労務管理 (給与福祉手当)を面接行fJっているD

表7- 4- 19 組合役取貝

l 後 且 職 員 常 傭 人
常 勤 理 事 非 常 勤 理 事 監 事

江) 資料 川上町森林組合第 11回通常総会挺出試案抄

参考文献 ｢林菜摘造改善等英実施計画暫｣(川上町役場街)
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5 度 菓 団 体 ■→ J1I ll 'LI

■

イ 盛業団体の歴史

(1)戦前

徳川 260年の臥 日本ほおける生産力はほとんど拡大せず.増加していく人口を扶養する余力に

乏しかったので,人口はほとんど停滞状態であった｡そして明治維新以釆,先進西欧諸国の経済的文

化的水準に立ちおくれていたわが国では.そのおくれを早急lこ取t)もどきんがために.近代化政緊

(富国強兵 ･析産興薬味帯 など)が押し進められ7:が,明治の工業化の規榛の拡大は徐々たるもので

あったので.この工業化が吸収し見た労働力は一点亀人F]の減少を引き起こすだけの力とはならなか

った.すなわち明治の工射 ヒが.すでに充砺 した人口をかかえでいた艶村から吸収しえた人口は.き

まで多くはなく.他方で今まで不幸や貧困のために抑圧されでいた歴村人口の増加の力が急に解き放

され,工業化が戯村から吸収しえた人口を直ちに補足したわけであるo このように農村の人口lこ対し

て顕著な影皆を与えなかったのが,日本の産業革命の 1つの特色であった｡

E_のように充満した人口をかかえていT:日本のC村においては.良薬技術の進歩の方向は.皇宮な

労働力を集約して耕地利用lこ投ずる方法が執よれた｡すなわち,小現殴曲集のもとでは.一毛作より

も二毛作.労働吸収力の強い耕種が選ばれ.また.小曲規模でも効果のあがるような技術の方向(人

造肥料 ･化学肥料の多E.i利用 )が採択されることとなる｡椿柾改良と多肥肪入段法は日本の小農技術

の2つの桂であり.小殿技術としては世界のE3業の中で奴も匪秀なものであろうo

明治初期の地租硯正において.地主の支払う地私こそ物納から金納に改まったが,堆主が小作人か

ら受け取る地代は,従来通りの水田の生産物たる米そのものであり.地主と小作人の舶係は.その基

本的構造を変えなかった｡このような水田の小作料の物納制度が.その後,戦前の80年間維持され

てきたoしかもこの地代は.5公5民の旧懐を持托した高率 のままのものであった｡それは.充析し

た労働力をかかえて耕地節約的戯法が選択されざるを得ない戯村においては. この高率小作料を引き

下げるような力は到底生まれてこなかったからである｡そして大雑把にいえば.戦前を通じて水田の

ほほ半ば以上が小作,小作料は米の生産恩の半ば.したがって全国の米の生産鼠の約 25帝が地主の

革中に握 られたoLかも日本の工業化が進展するlこつれて米価は次第に上昇していった｡もしも金納

小作料制度のもとであれば.一度約定された小作料串は度 改々正されるものではなく.相当の年月持

続されるのが普通であt),米価の上昇にともない小作料が相対的に安 くなり,小作人は自分の生産し

た米のうち自家消費分を増すことができるようになるであろうが.しかし物納小作料制度のもとでは,

米価の上昇にもかかわらず小作料は一定率を維持し.しかも米の生産力上昇にともなって小作料は垂

的にも増加 されていき,したがって小作人にとっては.金納小作料制圧のもとにおけるような自家哨

野分の増加に恵まれることが少なく.その分を地主に小r科 として納めることとなった｡したがって

物納小作料は.金納小作料による場合よりも庵めて高率の小作料として-#椀したのである｡しかも少

数の地主の自家消野分は.多数の小作人の自家渦甘分よりもはるかに少ないから,地主の掌中に握ら

れた全生産丑の25%の米は,小作人の掌中に握られる場合 よりもはるかに多くが市軌 こ供給きれる
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こととなり.恐 らく小作人が食べるべきはずの米が.工業化人口の食樋 となり,それ1ごり多 く都市の

摘要が満たされ得たのであっT:Oことに寄生地主的土地制度のもとでは･わずかばかり蓄積された資

本ですら堤業生産には投下 されfLいで.むしろ都市の産業に投下された.LT=がって投下資本は農村

にjEl流せず,段業の近代化は遅れ.農薬lこおける資本主義的発達は大いに阻害 きれたのであるo

このように,明治初朋以来の殖産興業政帝による産業化過程において.絶えず出家は多大の負担犠

牲を強要 されてきたが.しかしこの胤政府 も.良薬ないし膿村岸掛 こ対 して腕をこまねいていたわり

ではない.政府は.明治初期以釆.勧農政帝を実施し.育種耗瞭技術の輸入および研究を異曲して品

種の改良,肥培管理技術の進歩を計 り,また産靴 過程における農村経済の負担俄牡 によって当時発

生 しつつあった虚業問題 (農業瞥金の枯南とその金融.農村購入品価格の上昇.農産物の販売市場･

曲産物加工設肺などの問題 )を脇同化の力によって解決 しようとして,明治 55年産業組合法を制定

し,産業組合およびその連合会 (明治 42年.産業組合連合会と産菜組合中央会の法認 )の結成を奨

励するなど.諸種の旗菜発展政策を訴じたのである｡

川上郡においでは,明治 56年.郡会に直集組合設立奨励費が提案され.同57年 5月その下付規

定が制定され.1組合に対 し8円を交付することとした｡当時.郡環は都督記および郡脱会技手をして

組合の設立を勧誘させたoそしてまず明治 57年 2月9日無限責任百家信用組合 〔組合員数 75名.

出瞥口数 141口(出資 1口金頓 10円 )〕が川上部で凝初の産組 合として設立され,次いで同年

5月 1日無限安住fJ廿村借用範合〔組合員数 165名.出資口数 180口(出資1口金蘭 10円 )〕

が設立された｡

当地においては (袈 7- 5- 1参照).明治 37年 11月10日無限茸任高山信用組合〔組合艮敢

94名,出資口数 162口(出資1口金額 10円 )〕,明拾 59年 9月 1日無限貴任手荘村信用販売

研菟組合 〔組合員数 144名.出資口数 1日 口(出資 1口金砺 10円)〕.明治 42年 11月24日

有限6-任大男信用販亮伊貿生産組合 〔組合員数 152名.出資口数 181ロ(出資 1口金額 10円)〕

がそれぞれ設立された｡借用組合は,十分な資本を持たない農民が共同の組織を作り,余裕のあるとき

表 7- 5-1 設立当時の組合状況

組 合 名 称 区 域 設立年月 日 出資 1口金 碩 存立期限 設立当時組合員数 設立当時出資口数

撫限資任高山信用組合 商 山村 明治57.ll,10 10円 20か年 94人 1占2口

無限責任手荘村信用阪毒購買組Aロ 手 荘村 明治 59,9,1 10円 15か年 144人 18占ロ

有限昇任大祭借用販葛餅男生産組合 大賀 村 明治42_1126 10円 10か年 152人 181口

(注 )｢岡山県郡治誌下巻｣1.552ページよりO

に貯金 し,その資金を同じ仲間で資金に困 っている人たちに融過 し.それによって有利貨の手から農

民を守る相互金融であり.阪罵組合は.組合良である戯民の生産 した農産物を協同して販竜する組合

-50占-



であり,購買組合は,小生産者たる各組合員が自分の事業に必要な物資を共同購入するために作られ

る組合で,畏民各自では少ない購入丘を共同購入Tることによって大丑約人のメ1) ットをおさめるた

めに,あるいはまた専門的な知識を利用するためには共同耕人によることが有利であるからであるO

生産組合は組合員のために共同の生産を行う取合で,これには叙合員の必要とする原材料の調達およ

び生産または加工をなすものと,さらに組合員の生産物に対して加工をなす場合とがある.

当地に設立された5組合の名称が無限安住高山即 日鼠含,無限茸任手荘村信用販売購買組合,有限

兼任大焚借用販珊 男生産組合となったのは.明治59年蔽合法が改正され,信用風合も他の組合本

業を兼営することができるようになったからである｡なS,明治45年 5月有限責任川上郡信用販売

駒貿組合連合会が設立されたが.その鮒 について｢岡山県耶治誌下巻｣ (1.555べ-ジ)に次のよ

うに述べられてある｡｢明治41年5月川上郡藍藻抱合連合会を組織 したりo産轟組合において版元

恥買事業を営まんとするや.地方商人はこれを坊馨し,村添上円碑を欠き,ややもすれば組合の収底

を破壊せんとする鹿あり｡本事業は郡の大貴を以てl確 薯に対抗するの外なしと,すなわち連合会は
l

この主旨において生れ,肥料,食塩,石油等組合必苗品を脚果し,また大変を手品陸軍粗珠席に供給

する等大いに努め,成故見るべきものありと雌 も.阻合-P菜の骨髄たる資金融通に就いては如何とも

すること健はず,常にiB嫁 とせし所なりLに,明治42年組合法改正せられ.連合会も組合と等 しく

法人格を認めらるるに至れるを以て同45年5月5日連合棒金において従来の組織を改め,有限兼任

川上郡信用版珊 買組合連合会を設立し,新たに社団法人として世にせつに至れりO｣

その後,大正 11年末現在における当地の5組合の状況を表示すれば,表 7-5- 2のようであるo

蓑 7-5-2 産業組合の状況 (大正 11年末)

風 合 名 称 組 合員数出 資口数出 資捻懲払 込出宋筋 硫立金 貯 金 借入金 貸付金 剰余金

無限式任手荘村信用版郁 男組合 人 ロ円 円 円 円 円 円 円890249914.99013i187.85478,6515J30085,75d5254

有限更任大柴信用販売馳男組合 49〔】 925 9.250 dL59 537占 44,115 4占775 1.422

(江)｢岡山県郡冶誌下巻｣1.554べ一･)より.

I さらにその後.満州耶変を経て昭和 12年 7月日東事変に突入し,それが長期化するや,わがE副ま

次男削こ串俄時体制に懐斜 し,それとともに経済耗域が蛍化されていき,収集部門においても産菓釣合

の拡充,その戦時組織化が行なわれた.すなわち唱和 8年から庭草組合拡充 5か年計画が実施され,

その主な目標として.(1)産業組合を設匠していか ､町村に対しては4種非常産業組合 (借用 ･研只 ･

版死 ･利用)を設定すること･(2)すべての段業者を産業親合に加入させること,(5)良村産業風合は全

部4種可喋 を墳極的に経営し,全組合員にあまねく中辛を利用させること,(4)盛村産業組合の廠 i5
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任組織を保証先任とすること,(5)EB村産業組合はすべて系統機関を利用すること,(占)脇付に対し産業

組合教育の普及徹底を期することなどが掲げられ,産業風合の振興が策定されたが,これは結局,産

業組合の準戦時統制機関への割 前作業にはかならなかった｡昭和 12年に第 2次産業組合拡充5か年

計画が立案されたが,これは第 1次計画の踏輿であり,準吸時体制の一巽に連なる食租供出配給機能

担当の気柵えを茸伐 しようとするものであったOさらに昭和 16年全酔連 (全国稗貫組合連合会 .大

正 12年設立 ●ヽ全厳達 (全国米穀販売連合会 ･昭和ム年設立).日柑連 (大日本柑橘販売組合連合会

･昭和 9年設立)などの統合 (例えば全国賦男版練 合連合会の設立),次いで昭和 18年の塊業団

体法の公布によって中央良薬会,全国良薬鹿済会および地方における良薬会 (1町村 1此薬会･強制

加入,産業組合と盛会の統合)が発足することとなり,当地の5組合は解散 し, 5村に新 しくそれぞ

れ地業会が設立された｡

このようにして産業組合は,戦時統制経済における官僚統制的出業会凪織に組み入れられて,金融

統制や供出および配給などの磯柵の-巽として官庁の外郭親阻化 してしまった.

(2) 戦後

故後の腿村民主化政策は,昭和 20年 12月9日連合軍総司令部の発表した｢戯地改革についての

宜岱｣によって,その基本線が引かれた｡過地改革は,昭和 21年 10月に成立した自作Bt創設特別

措荘法と任地調盤法の改正によって行なわれた｡その主な内容は,(1)不在地主が所有する小作地の全

部,耕作していない在村地主が所有する小作地のうち平均 1町歩 (北海道は4町歩)を越える部分,

自作過で一部を小作に出している場合は原則として平均 5町歩 (北海道は 12町歩)を越える部分を,

市町村蝕地委員会が立てた計画に従って,政府が地主に曲地証券を渡して買い上げ,この月上地を

50年以内の年状で代金を支払うことにして耕作農民に払い下げること,(2)小作地については,耕作

権を安定させるとともに,小作料を物納から金納に改め,その最高衝を米の場合は収樺額の25飾以

内,費の場合は収穫衝の 15飾以内と低くすることなどであった｡

農地改革は,封超的位相的係 (地主 ･小作人の支配被支配関係),寄生地主的土地所有制を崩壊さ

せ,その後に自作曲的中土地所有制を創出し,地相は一大変革期を迎えていった｡この新しい,民主

化 された曲村生産関係を維持 ･弓削ヒする組澱 として,良薬協同組合を創設し育成する｢般寮払同組合

法｣が昭和 22年 11月19日に公布され,翌 12月15日に施行された｡

盛業協同組合は,段民の協同組織の発達を促進することによって,良薬生産力の増進と良民の経済

的 ･社会的地位の向上を図 り,あわせて国民経済の発展を期することを削付としており,組合員の資

格は･良民 (自ら良薬を営み･または始業に従称する個人),当鋲組合の地区内に住所を持つ個人で

当該組合の施設を利用することを適当とするもの.および当該組合の地区内に住所を持つ趨民の組織

する団体であT)･組合員の加入･脱退は自由である.そして過業協同組合の行う事業は.(1)組合員の

事業または生活に必要な資金の貸付･(2)組合員の貯金または定期付槍 の受け入れ,(5)組合員の串菜ま

たは生活に必要な物資の鋲軌 (4)組合員の事業または生活に必要な共同利用施設 腹掛 こ関するもの

を除く)の設定･(5鳩 作業の共同化その他出業労働の効率の増進に関する魔.殻,(占)段菜の目的に供さ

れる土地の造成･改良,もしくは甑 ･または虚実水利施設の設思もしくは管軌 (7)組合員の生産す
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る物賢の連取 ･加工 ･貯蔵 ･販売.(8)B村工業に関する施設,(9)糊 削こ関する施設,0堰 掛 こ関する

施設,(lJ)組合員のE隻菜に関する技術および経営の向上を図るための教育,または良村の生活および文

化の改着に関する施設,(咽統合瓜の経済的地位の改善のためにする田体協約の締&,(咽以上の各事業

に付帯する都薬,の全部または一部である (ただし.温合点に出賢をさせない農薬協同組合は.以上

頑2)および(9)の番茶を行うことができない)0

このように｢農業協同組合醍｣が公布 ･施行されたので.それにともない.磯時統制駿関としての

当地の5盛業会は解散 し.手笹,大焚,砧山の各村にそれぞれ新しく典薬脇同組合が昭和 25年に相

次いで設立されたが,間もなく柘山捷像から福山申年牌か分線役立され,当地には4良協が存立して

いた｡

新たに充足した提案協同粗食は,食管制度のもとでの食塩供出や津村配給などの恵まれた親関とし

ての業務に支えられていたが,個和 24年の ド,.}･ライソの強行による安定恐慌のもとで,嶺居後

間も無い幼年期の君達協は,原初の搬局を迎え.昭和25年ごろには赤字組合が全Egの総合曲協の約

40飾,全国で貯金の払出しが不可能になった狙合255範合,払出し制限をする組合が800組合

もあったというO敢肘は昭和 25年曲協財務他哩必轡令を定めて.増資により戯協を自力で再建させ

ようとしたが,その成果があがらず.昭和 2占年 4月良林漁讃組合再建懸術法の公布によって主とし

て単位点協経営の再建塵肺が進められ.さらに昭和28年8月段林軌繋組合連合会整備促進法によっ

て全鼠連合会および都道府県連合会の経常の再建g_府h:行なわれた.このような措鑑によって.凸協

は昭和50年ごろにはその経常をほぼ正常な軌道に乗せることができるようになった｡しかし,この

過程において,観後の位協に特徴的な性格が形成されてきた｡すなわち,(1)政府の再建穀僻や整備促

進の保護助成措隆が主 として総合良協とその系統租頬を対象とし,果樹作や畜産などを中心とする専

門出協は,全く対象外に放かれたので,元来それほど力のなかった噂門殺鼠はますます影を薄 くし,

総合曲脇の地位がますます盛固なものになり,虚像の主力が,いわゆる総合漁協に匠かれるという体

制的色彩を浪 くした.(2)多方面にわたる?jf茶を営む抱合曲協は,元来その中心が信用番号削こ泣かれ

その外では販売職 と僻買部課が大きな比盃を占めていたが.再艶薮傭都菜によって信用事案の健全

化が進められ,さらに食也管理特別会計の段民に対すろ支払代金がそのままLSt協の貯金に振り替えら

れる仕組が,曲脇貯金の伸長と安定化に大きく寄与し,また販売･購男の両部某も再樫聴備 ･準備促

進両事業によって不採算都築が切り捨てられた結果.ますますその重みを増し,ことに阪完事業では

米 ･変が,肺貿事業では肥料が取り掛 ､品目中に大きな比虚を占めるようになり.縫合典協の従来の

営黄梢造 博 美の中心が信用都菜に性かれ,その外では販売 ･約男部業が大きな比定を占める)がま

すます強固なものになった. しかしながら,艮掛ま食管制度の対象作物である米 ･麦の単なる政府の

iE･荷機関として駿能するにすぎなく.また誕占企薮の生産物である肥料も昭和25年までは配給制皮

が行なわれ,昭和29年からは政府による価格統御か行なわれるという条件のもとでは.これらの商

品に対して魚鼠が市場で活位する余地がきわめでかさ･く. したがって段協の研柾的活動をさほど必要

としない商品が経済事業の中心品目となったわけであるO(5)研和 28年から行なわれた欝備促進蒋繋

が連合会の財務再建をはかることを好一とし･きり方抑 こ狩って系統利用率の向上を押し進めた結軋
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単位組合出払一都道府県連合金一全国連合会というビラミ,1,'型の系統 5段階組織が,全国逓 ･都道

府県連を中心として廟化された｡このような方向は,それだけ組織が静化され,過払の機能がより一

層発揮されるようになったことを宕煉 するといってよいけれども,その反面,連合会の経営採罪べ-

スに容易に乗らないような品目は取 り扱わないとか.あるいは全国蓮や都道府県運が自らの機能を樹

極的に営むことなしに手数料をとるという憤向もあらわれてきた｡

当地の4揖協も,発足以来昭和50年ごろまでは,以上のような過篠をたどったわけであるが,そ

の後における日本経済の耗度成長は,蔦村内外をめぐる激 しい塀境の変化をもたらした.すなわち(1)

高成長経帝のなかで.非出薬所得の著 しい上界がみられ,腔弟所得との格差が拡大 し,良漢からの人

口流出が激 しく現われるようになり,腔業労働力の老齢化が進むのみならず,後継者の維持が田鰍 こ

なるという間趣が浮び上ってきた｡(2)米 ･変などの澱粉賃食粒の摘出が減退する債向が現れはじめた

のに対 し,畜産物,果物 ･野兼などの涌出がめざましい増加をしはじめ,L'2産物の詔要鵬進が著 しく

変化 しはじめた.(5)ヨーロッパ諸国がIMF8粂国に移行するにつれ,日本も早急に脚放体制に入る

準肺をととのえなければならなくなった｡このような新等砲=こ対応 しうるような鵜菜の儲勢をととの

えるために,政府は昭和 56年 2月蛙薬基本法を国会に投出し,同年 占月両院を通過,成立をみた｡

また高度成長過擬での血相内外をめぐる敢 しい環境の変化によって,出脇のよって立つ越盤が変質 し

てきたので,払協の規模を拡大 し,大規模な流通 ･加工施設の劫だや指導中菜の感化などを容易にし,

出脇をして農業の変貌に即応させることが必要となり.昭和 5 占年 4月腿英協同組合合併助成法が制

定された｡この虚脱合併助成法のねらいは,艮 協の丁即町村規模への合併,行政と出脇の照応による行

政投透の円滑化,適正かつ能率的な水菜経営を行うことができる組合を育成することなとにあった｡

このような気遇に沿って,当地の手在,大賀,福山の各段鼠は昭和5ム年5月31El合併 して.現

在の川上町投薬協同組合が成立 した (高山市膿胞は隣の芳井蛙協へ合併)0

p 川上町盤協の現況

川上町過払の組合員数 (昭和49年度)は正組合員 1,240名,嘩組合員 122各 計 1.562名.

倣月数 (昭和 49年度末)は役員,一般職負.営出指導員を含めて総計 108名で,総合出協として

信用,販売,購買,共済,その他の塀業を道営 しているO 腿協の本所は地取に促かれ,大斑,古山に

は支所が閏かれているo

越路の信用都築は,もともと,その中心が生産戯民という特定の資格をもった組合員内部での資金

の相互融通におかれ,余裕ある組合良剤lら貯金を受け入れ.その資金を組合且で資金に困っている人

たちに融通する相互金融で,組合員への幣金融ihができるだけ平等になされ.外部への避用は一定の

制限を受ける飽業専門の金融機憶を営むことれ これまでの制度の越前であった｡当山 脇の受け入れ

る貯金p,盲は年Jt増加繰向をたどり,L獅 U49年度約 1占繕円 (1戸当 り約 150万円)に達し.その

うち多鯛の資金が岡山県信用El･胞連に預け入れられ,一部は捜脇系統外の岡山地方貯金軌 中国銀行,

LLJ陽相互銀行に預け入れられている｡主筆付金徴は長糊 ･短期合計約 7位円であるOなお触担保の信用

貸付の限度は年々引き上げられ,僧和 49年度には500万円になっているO

山村良協の一般的鳴徴 として,販売都築では米の版ITE親が少なく.青果物,讃産品が取扱い品目の
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中で大きな比ETを占めることがあげられるが.当段協においても例外ではないO虚産物の販売総額

(昭和 49年度)は約 7億 4千万円であったが.貯果物は出協を通 して版売すると,鋭格が厳 しく而
倒なために,直摩葉書に売り渡す旗京も多く,貯果物の生産 ･坂元において股家 と戯脇の結U'っきは
不十分であるように思われるO しかし,営出指春野等を通 じて組合員良家の生産f:接触するための組

織 として, ト7 ト,ぶどう,査乱 腐乱 肥育牛尋の各部会の外,タノミコ耕作実行団があり,営段指

導部薬にも努力が払われているo

L!<L家所得の上昇にともない,戯家の研A7力は増加し.生協の購買称美における取壊い高は年ごとに

増加頓向をたどっているD昭和 49年度取壊い高は約 8胎円で,斤1日別にみると飼札 肥粗 放薬,

Lqi蘭,石油額,LPG,栄,奄完熟品等である｡ことに段脇が米を約 1,200万円限月していることが
注目されるo

曲協の共済妹薬は,昭和 2占年に全国共済8進遊協同組合連合会 (全国共済幾協連)が設立されて以

東 徐々に伸張を遂げ,とくに昭和 50年以降は,都道何県の共済良協連 もすべて設なされ,めざま

しい発展ぶ りをみせている｡当段協の共済部菜には.長期共済 として生命,建物 (通常の火災保険の

ような短期掛 ナ捨て方式でなく,自然損耗にもとづく更新のための貯蓄 をも熊ねる長期のもの)があ

り,短期共済として火災,自動車がある｡慣和 49年長脚共済の契約保有高は釣 る8倍円で, 1戸あ

たりの契約額は約 540万円である｡

当出協は以上の事業の外に,次のような邪業を遜官 している.すなわち倉庫業では,良薬食用の米

の保管料は,米の生産が少なく保管期間も塩湖であるために,昭和 49年 50万円足らずであるO加

工事業では柄米加工,茶加工が行なわれ,利用水菜では悦光,授精, トレソチャー,ダソプのリース,

ガソリソスタ./ドの経営,LPGの供給,7-ケント(A COOP)の運営が行なわれている｡ま

た昭和 49年に過冠センターが再建され,段磯臭,正男製品の購栄職 は一層活発になるものと思わ

れるOその他,乳用仔牛怖育所,家禽の青郷所,山村摘発セソクーの運営 を行ない,拙家の要盟に答

えている0 .

- 7ソケ-ト調査

川上町における曲家の磯菜経営状況.段脇利用状弧 過払に対する遊民意識などについて調査を行

う手段として7ソケ-ト方式を採用することにした07L/ケートは,川上中学校の生徒 を通じて150

世帯に配布を依頼 し,回収されたのは105 (回収串 7?･2摩)であった｡この回収数 105は'昭

和50年 2月1日に実施された｢1,975年曲葉センサス｣における川上町の良家数 1,185の8,7帝を

占めるにすぎないが,一応の参考資料 と考えられるであろうO

(1) 調査対象鹿家の段業経営状況

(a) 調査対象旗家の任官新地両班

回答幾家の経営桝地面掛 ま,表 7-5-5の通りであT),｢50a未満 ｣および｢50a- 1･0/Ea｣

の出家故が回答良家数に占める割合は,｢ 1,975年指農七./サス｣による昭和 50年川上町良家敬の
構成割合 (表 7-5-4参照)に比べてそれぞれ小さく, 1･OJ'a以上の出家数の榊成割合が｢1･975

年JLL諜セソサス｣による場合より多いので.この7'ツケ～ト調衣の多少のひずみを考掛 こ入れなけれ
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衰 7- 51 5 経営耕地広狭別調査対象出家数

10a 10a 50a 50a 80a 1.Oha_ 汁 純記入 汁 回答娼家の平均
未 満 ～ 29a -ー49a ～ 79a 一一99a 以 上 経営耕 地 面 材f

4 101 17 27 12 28 98 5 105 65.5a

ノノI -､ LL-- -ヽ51(51,占)l l -一一一一､ ′J59(59.8)l (2ad) (100.0)

(江) ( )内の数字は構成比｡

表 7- 5- 4 牌営耕地広狭別出家数の推移 (川上町)

50a未満 50a～ 1.0/La 1L5/I,i 2.0/la 2.511..1 例外･定 計
1.Oh,1 ～ 1.5ha 2.0/La 2.5ha 5.Oha 規 .出家

昭和 29年 5砧 (58.5) 77占(525) 157(9.2) - 2(02) - - 1,479(100.0 )

昭和 40年 497(Sd.8) 889(51,0) 15占(ll-5) 9(0.7) - - 1,551(100.0)

昭和 45年 4-/2(57.7) 585(46.8) 171(157) 20(1.6) 1 (0.1) - 1.251(100,0)

(江)1･昭和 29年はiEk燕基本調度,昭和 55年は｢1.980年ut別封本選センサス｣,r酎 口40年は
｢1･9占5年曲業センサス｣,昭和 45年は｢1,970年世界史娃林業セソサス｣,昭和 50年は

｢1,975年山菜センサス｣による.

2･( )内の敬字は摘成比｡

ばならないのではないだろうかと推測 されるo

なお,回答出家の平均経営耕地両脚 ま65･5aであり,わが国における1退寮当 り平均経営耕地面

郡約 1haと比校 して,この数字はかなり小さく,山間地の1:望業の面膨を現わしているo

O)) Bt家所御 こ占める出果所得の割合

表 7-5- 5 虚家所得に占める出講所得の割合別Lr達家戸数 (調査対象出家)

10%未 満 10環-50%未 満 504-50啓未 満 50%～80Fo未 満 80%100%未 満 100 % 計 軸記入 合 計 同答ii家の 1戸 あたり平均

(注) ()内の数字は柏成比｡
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裏 7- 5- 占 段家所得に占める点薬所得の割合 (全国 1戸当 り平均)

(単位 1,000円,啓)

盛 業 所 得 農 外 所 得 曲 家 所 得

昭和 58年度 255,占(7一.A) 182.5(28.占) 558.1(100.0)

// 55 // 219.2(55.5) 192.1(4i7) 411.5(100.0)

〟 40 〝 3占5,2( &̂0) 335.i(52.0) 760-8(100.0)

〟 45 〃 50&0(56.5) '885;2.(4ま5) 1,595.2(100,0)

r (荏) ll ( )内の数字は梢成比C

2･ 曲家所得には山稜被贈扶助等を含まない｡

5 段′休省｢EiL家経済調番｣_去.TD_｡,一 ‥ ー T _二二

4･ 昭和 50年度は概乱 ■･4-r-lJ i 1,;. 一̀Lt.,ド.

衷 71 5- 5によると.良家所得に占める仏英gT得の割合が 10帝未満の溢家数 4 (回答幾家数

92の4･5飾), 10啓一 50秀未満の戊家政Sd (同39･1%), 50啓～ 50飾未満の農家数

24 (同2Ll多),すなわち50多未満の戊崇淀が回答段常数 92の69･5多にあたる84で.回

答総数 92の出家1戸当り平均は5d.2a6であり,昭和SD年度全国 1戸当 り平均 (衰 7- 514参

照)5i9蕗とはぼ同程度である.このように免官所得に占める塊業所得の割合が約ijと小さく,そ

の道に曲外所得の割合が約36と大きくなってきたのは,川上町ならびに全国における専業 ･薙薫別凸

家戸数の推移を表示 した表 715- 7および衷 7- 5-8に明白に現われているように,良家の雑業

化が著 しく進んできたからにはかならない｡ ,､､ .. ,一,

衷 7-5-7 専業･漁業別段家戸数 (川上町)

L.* r # 兼 業 鹿 家 総 数

･第 1 租 第 2 機

昭和55年 529(5d.0) 802(4一.0) 558(25.0) 1,4占9(100.0)

〟 40〝 551下名占.D) 481(35-A) 519 (584) 1,551(100.0)

〟 45〃 175(118) 470(57.A) 占08 (4ad) 1.251(100-0)

〃 50〝 125 (10-4) 245(2A7) 817(68.9) 1.185(100,0)

(荏) 1･ 昭和 55年は｢1.960年世界農林業七./サス｣.昭和40年は｢1,965年氏菜センサス｣,

昭和45年は｢1,970年世界投林発セソサス｣ ,昭和50年は｢1,975年良薬セソサス｣

による｡

2. ( )内の数字は構成比｡
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表 7-51 8 専業 ･雑業Bl脇 家戸数 (全国)

(単位 1,DOO戸,肇)

専 業 非 業 農 家 総 数

第 1 種 第 ■2 種

昭和 25年 5.088(50.0)- 1.755 (2a4) 1,557 (21,6) a,176 (100.0)

〃 50〝 2.12ム(55.0) 2.284(57,A) 1.日 ム(27,4) 占,07占(100LO)

,(/ 5 5.(/ 2,078(54.5) 2,05占(55.6) 1,9 42(52.1) 占,857 (100.0)

// 40// 1,219(21.5) 2.081(5占.7) 2,5ム5(41.7) 5,日 5 (100.0)

〟 45′′ 851(15.i) 1,802(5ま7) 2.709(50,7) 5.542(100,0)

〃 50〟 ム1ム(12.4) 1.259(25ー4) 5;078(82.1) 4,955 (100.0)

(荏)1･ 虚林省出林経済局統計情報部｢良林省統計表 ｣,｢昭和 55･40･45･50年腿築セ

ンサス ｣より｡

2･ ( )内の数字は構成比｡

(2) 虚協利用状況

表 7- 5-9 月間怨協へ出掛ける回数

0- 5回 4- 5回 4- 7回 8- 9回 10回以上 計 無記入 合 計 回答良家 1戸当 り平均

(荏) ( )内の数字は構成比｡

表,7- 5-9によって 1か月間に般協へ出掛ける回数 をみると, 5回以下の鎧家数が52 (回答出

家数 95の 55･9帝), 4- 5回の塊家数が 24 (同25･8好ノ, i- 7回の出家数 5(同5･2肇),

10回以上の鎧家数 14 (同 1511啓).すなわち5回以下の趨家数が回答総出家数 95の81･7解

にあたる76で,回答曲家のなかには,年間 1- 2回 という鹿家もあったQ回答出家 1戸当 り平均は

4･7垣卜で,そのBiL協利用の主な用件としては,(1)マーケット等での恥買,(2)貯金の出 し入れ等の借用

群業,(5)販売,(4)営凸相談等の相野林業の順であった.

表 7- 5- 10 余裕金を戯協へ貯金する割合

50帝未満 50-5口承 ムD～70帝 80-9口車 1DO頭 汁 無記入 合 計 回答投家 1戸当 り平均

15(16-1) 24(25B) 14(15.1) 21(22ム) 19(20,4) 95(100.0) 10 105 57.5%

(注) ( )内の数字は構成比｡

また･良 協を利用 して貯金する割合 (衰 7- 5- 10参照) をみると.段陰へ余裕金のうち30啓
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未満 しか貯金しない漁家数が15 (回答農家故9与の 1占1卑), 50- 50飾貯金する氏家敬が

歌 21 (同22･占多),全額を貯金する退京数 19 (同20･4卯 で.回答良家 1戸当 り平均は57･5

多であった｡ このように投鰍貯金はLl達家の間に相当普及 しているが,煎薬収入としての段外所得の多

くの部分は他の金融駄目馴こ流れているものと思われる.

(5) 虚協の在 り方

衷 7-5- 11 ｢地協と坦民の関孫について, どのように思われますか｣

回 答 数 牌成比 (%)

今のままでよい 59 42.8

物足りない 58 41.8

わからない 1.74. 15.4

回 答 数 計 91L 100.0

無 記 入 12 ■ヽ1

｢鎧協 と農民の関係について.どのように思われますか_‖二いう質問に対する回答をまとめると,

衰 7-51 11のようである｡すなわち｢今のままでよい｣と答えたiF豊家数は59 (回答塊家数 91

の4218帝),｢物足 りない｣と答えたE豊家数58 し同 41･8多),｢わからない｣が 14 (同 15･4
%)であった｡

また,｢物足 りない｣と答えた良家の具体的な理由として蛾1)山村であるために戯脇の事務所が距
離的に離れているので,サービスや労働効率などが厚いO(2)広域合併の矛盾としてサービスが低下O

(5)事業に手を広げすぎており,またガソ1)ソスク'-/ドやマーケットなどの経常による商工会との対立

もあることからして,妨薬の哩理を行ない,虚産物の胆脚 業や宮殿指等布製にもっと力を入れて群

棲的にやって欲 しいOなどの意見が聞かれた｡ ′_.,i

ニ むすぴにかえて . `;T

現在の良美協同組合は,軌後発足後間もない幼年脚 こ 7㌧ I)･デフレ不況下の運営危機を経て,昭

和 58年代以降日本産済の応度成長に支えられて耽長路線 を歩んできた｡ しかし高座経済成長過程の

なかで,出井生産構造の著 しい変化一漉粟段家の香取 比菓労働-I)の流払 比業労働力不足の発生 ･

深化,輸入塩産物の増加する中で国内市埠から急速に駆逐 されていった蒙 ･大豆 ･斐唖など畏産物生

産の衰退など-が進行 していったOことに昭和= 年ごろ.あらわになった米の生産過矧諾喝 から生

産調聴 ･米価据旺き･政府の只入れ制限 ･消IL2蕃兼併の物価統制令適用除外など,これまで曲協経営

の支柱となってきた食管制度が次々と改変され.また姓協の存立基盤である投薬そのものが衷過を統

け,曲協の組合Llたる島家の脱良化が進行 していった4 このように怨敵 ま,軌後発足以来良案をめぐ

る諸環境の激 しい変化の政におそわれながらも.諾々 と組織と都築を拡大 してきたo今日'位協の信
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用事薬における貯金額,共済林業における長期の契約保有額,販売･購買事業における取扱い掛 ま日

本有数の銀行,保険会社,商社と肩を.qG.ペるものとして注目されている｡

曲兼協同組合は,元来,耕作出民を正組合員とし,その正組合員による1人 1禁制を組織原則とし

て組撒されているOこのような組織原則は,そのFIL6･成員たる段民がほぼ同じような生産構造 ･生産規

模をもっていることを前提 としているわけであるが,昭和50年代以降のわが国経済の砧度成長過程

の中で進行した出民闇の分解は,この組織原則と現実との指Jのギヤッ7'を大きくした.現在の川上町

鹿協は,蓑 7- 5- 7にみられるように,良家絵数の 1014肇を占めるにすぎない少数の専業曲家層

と, 占8･956をも占めるようになった第2種兼業退寮層と.さらに20･7aAを占める第 1塩難業趨家

層といった各層を抱えている｡専業化を志向する屑の立掛 こたてば,正組合良質格の引上げ,良薬炊

出しの研俺化,大規模な生産･流通 ･加工施設の設燈,生産特番事業の倍発化などを蝕脇に対 して要

求することになる｡ しかし,推築良家層ことに第2板詩経業&L家馴 ことっては,その逆に.堤協が貯蓄

機関 ･利殖機関化すること,生活用品の購買寄掛 こ力を入れること.あるいは趣桝の請負に乗り出す

こと,さらには出かせぎのあっ旋を行なうことなどにメリットを見出すわけで,彼らは大口の出菜貸

出しや大規模な施設の設際などに段協が力を入れることに対 しては,消極的な立場に立つわけである｡

このような2つの相反する要求を抱えており.しかもこれらの相反する要淡のいずれにも答えざるを

えないところから,今日の出協の多くが統一的な経営方針を持ちえず, したがって出払経営の多角化

をElざすことになり,結局いずれの埴求をも十分に満足せしめえないといった状況になっているとい

われている｡

巌近の農協を取り巻く環掛 ま殊の外厳 しいけれども.E生協本来の目的を見失うことなく,川上町良

莱 .位民のために今後一層寄与されんことを期待してやまない｡

(二 岡 潤 一)

参 考 資 料

岡山県 :岡山県郡治誌下巻 (昭和 15年)

岡山県総務部 :岡山県市町村勢要覧 (昭和50年)

岡山県企画部 :岡山県統計年報 (昭和58145148149年)

経済企画庁調査局 ･･経済要覧 (1.970 ･1,976年)
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6 鉱 工 業
l し こl

イ 鉱 業

現雀の川上町には.鉱菜は存在しIJいが.かっては石炭と石灰石の採掘がかなり盛んに行/Lわれて

い1:｡しかし残念/1ことには,このたびの飼香においては,それらに朗する資料がほとんど得られず.

また縛られた資料も断片的なものであったため,やむなく聞き取 り調香に依存せざるを得flかったの

で.この事の不十分さのおゆるLを願いたい｡

TIJd参考のため.明治21年岡山の光鹿屯書れ 三宅騰次郎を代理人として.岡山県知番千坂高雅

に提出した ｢借区開坑願｣を次Iこ掲げておく｡

借 区 珊 坑 願 ､

- 岡山県臓中国川上都亡怨村

但シ民有地 I

j

無煙 石炭 頗

借区坪数 壱万三千九百五拾弐坪六合四勺五才

内

字下ノ迫坪数 千五百五拾八坪七台〇五才

字古取越坪数 千七百五倍六坪五合壱勺

字弐町田坪数 百九槍玉坪

字中原坪数 七千弐百三捨七坪五合せ勺

字神ケ退坪数 三千弐首〇四坪九合弐勺

同県術前園岡山区岡山上之町

平民

野人 光 藤 亀 吉

右之場所二於テ無煙石炭研発見仕恢二付.倍区開坑費摩 ,地元へ及ヒ示談麻包.差支無乏尿闇.

御許可相成侯様仕度別辞測図面並研物見本楯添此摩御願上隈也｡

御願人

明治弐拾壱年五月廿五日

光 藤 低 音 代理

岡山県備帝国岡山区岡山上之町

首六捨七番邸平民

三 宅 浦次郎 圃

前.拝啓薪之場所取詞慎也.同村同字中二辞人類之二付.御l用届相成鹿侯也o

明治二十一年六月八日 戸長 ' 三 宅 帝想得 匝

岡山県知妨 千 坂 高 雅 由 √

.lei.齢 ).川上町一帯に豊･Gに分布している石戊石を点 く燃料用とLて.石灰業者によって明治時代

から採掘きれていた(名原が穀も古い )那.一敗転科用として採掘されるようになったのは大正後期
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ごろか らで,その最盛壬卸ま昭和 10年 ごろから昭和 20年ごろまでであり,主要/1炭鉱として日の丸

炭鉱 (小谷ケ市 ).中国炭鉱 (地頭の西谷 ).日出谷炭鉱 (日出谷 ),山陽炭鉱 (上大竹 上 三沢炭

鉱 (三沢 )などの名称があげられる｡当時は政府か らも助成的な協力を受け.川上町全体が炭鉱の町

一色に染まっていたはど先発 していた｡この地方の石炭は良質の無煙炭であり,採掘きれた石炭は阪

神方面へ搬送きれていた.

第 2次世界大俄後.わが国経済再建のため政府は昭和 22年初め.いわゆる低斜生峯方式を穿施 し

て,生産の韮鞭資材である石段 と鉄鋼 の輿中的増垂をはかったOまた.同年 1月基幹塗薬に対する資

金の供給源とLて発足した復興金融金庫 も.その融資の集中度を特に石炭 ･鉄鋼に蝕め.傾斜生産を

資金面から促進 したo Lか し.峨後工不ルギー革命による石炭から石油の時代への夜明けとともに

経営規模が小さく.交通 ･運送の優が悪

写真 7-411 日の丸炭鉱跡のはた山

也が高くつくので.石灰石を焼いて生石灰

として搬送する必要があった｡したがって

川上町の石灰菜は.石灰石を焼 く燃料用石

炭を採掘する庚鉱業と共存共栄の関係にあ

ったのであるが.石炭の斜陽化とともに.

当町の炭鉱が閉胡されるほつれて.石沢石

の豊富な存在壷にもかかわらず当町の石灰

業は窟致 していき,石灰石を電気炉で焼 く

ように/Lると.当町石灰集の存綻余地はな

くなり,ついに僻和 45, 4年Cろまでに

かっ1:川上町の各炭鉱は.昭和 22年ご

ろか ら昭和 2 5年ごろまでの胤に次々と

閉鎖 されていった｡現在では.経営頼膜

が比蚊的大きかった日の丸炭鉱の坑口さ

えもみることができないほど荒れ果てて.

ただはた山だけが最盛地の面影を残 して

いるにすぎな い Q

次に石灰石は成羽町から肺中町一帯.

川上町七地から高山一帯に分布 Lておt),

川上町全壊どこへいっても存在するほど

皇宮である｡ しかし交通 ･逓送の優が悪

いため.石灰石のままで搬送すると運送

はこの石灰菜 も消滅 してしまったo 写真7-占-2 日軒製紙株式会社地頭石灰Ⅱ場炉跡
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h

p 工業の発達 と現況

(1) 大正元年-昭和 = 年

川上町にbttJる大正元年-昭和棚 の工業の畑 朝 野 簿か らうかがってみよう｡ (表 7-6
-1参照 )

表 7- 6- 1 製造戸数 ･職工数 ･製造数丑の推移

大 正 ー 昭 和 ー 昭 和 11

製造戸数 職工数 世道赦免 懲造戸故 畔工数 製造教丑 徴遊戸数 職工数 継遁数丑

柿帝 大胡 1(大2) 5(x2) 14ロ石 ー 5 512一滴酒)dL.焼酎)

高山 2 4 265 ー 2 158石

手荘 5 T4 占71石 2lsl4) 14(S14)15石(S14

しょラ油 大 1(*2) 2(大2) 45石 1 1 ー 15石

腐山f&一大背南山 SO石 lJ1nn石

2 一 HX)石 I 5

琴,牡L品 1r 22 65

｣ 18(*Tt) 12fslni ー■▼-.■-

事准 l2 _50 84I 128

竹敬品 大賀: 5 7 8 7 7

高山 5 5 7(S?) 2ls9)

手荘 7 6

鳥山 TL*127 5rsー2)

手荘 5 6

蛋■網 大iE 占8 許霊1箱山手荘 一口90 ー∩0 ー04

級狗 大 ー0 13 520反

高山

手荘

妄刃･!竜哲物 大賀 5 5

高山( 5(大ーd) dt大ー4)



大 正 1 昭 和 1 昭 和 11

製造戸 職工数 製造散見 製造戸数 職工数 製造数丑 製造戸数 職工数 製造叡立

染物 大賀 1 1 50反高山手荘 2 2

碁石倭工蛋璽灰 大賀高山 1 BO石 25000石

ll l

手荘 ー5000石 2(S15) 24(Sl5)5550〔〕00(S12)石

言海癒工詣塗璽紛 大智高山 16 2450Op( J 2 2 15糾〆

450〆

手荘 55820〆 5 占 24682〆

看取種卸恕＼ー 大賀

高山 1557占斤 2(sl2) 415斤

手荘 2 150斤 4 占 558斤

′■ヽ令鍾工傘塗物･J 大賀 5 5

高山 1

辛 1 7

言石機工細塗物工ヽ_′ 大賀 2 2

高山

事荘 5 5

音盤鹿工壁空具 大賀 5 5

高山

(注) 1･ 芋荘村の現勢調査軌 亡は,大正 10年以前は記入されていないT=め空欄に しておく0

2･ (大 2)は大正 2年.(S 14)は昭和 14年の数値｡
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大正初掛 こおいては.食料品製造業とLて高山村の槽帝触遊2戸.大賀村の清酒製造 1戸 .Llう

油製造 1戸の計 4戸,これら食料品製造に従･Bする職工教 9人と粒椎製品製造業として大賀村の織物

製造 10戸 ･職=数 15人がまず日につくが. これ らの製造薬はいずれ も家内工業的なものである.

その外に大朝村の竹拠晶劉造 5戸 .石灰製造 1戸 ･蒔弟掛製造 1占戸がみられるO この石灰 と粛蒔粉

の生壁は古 くから行なわれており.この地滋の竹直物であるO (手荘村の現勢調香軌 とは.大正 18

年以前は記入されてお ちず.またその他同村に的する大正初期のヂ科 も得 られ/1かったので.大正初

偶の同村については省略するO )

昭和初年になって薪 Lく出現 Lてきた製造業 としては.藁製品.木製鼠 茸軌 刃物.染軌 取卿

帝粉の各製造集があけられるが,特に噂製品と遊網の敬進戸数が非常に多いe大正初期から大賀村で

行/)われていた竹製品私道は,昭和初年には5か村でそれぞれ行なわれるようになり.また石灰 と蕗

詣掛の生産についても,それ らの製造戸数 ･職工歳は不明であるが.製造量は大正初期に比べて非常

に増加 Lているo清酒魁避は,唱和初年において.さか村でそれぞれ行TLわれているが,徽造戸数 ･

職工教は大正初期とあまり変動がT1-い｡大正初戦に大賀村 と高山村で製造されていたL Lう油は.昭

和初年tU.L･ると.浪速され11く7Lり.手在村の地道戸数 2戸 .畔工数 4人だけと11･っている｡

次に昭和 1-年ごろの状況をみると.傘 ･石和= ･段具の生唾が新 Lく出顎 LてきているC竹製.ifl

と木製品の製造業は,昭和初年Cろと比較 Lであまり変動はないが.藁製晶の製造戸数は非常に増加

Lている｡すなわち準拠晶取造戸数は禰山村においては若干減少 Lているが.昭和初年大賀村 22戸,

手荘村 12戸から昭和 11年には大懲村 6 5戸.手#村 8 4戸と大賀村約 5倍.手荘村 7倍に増加し

ているO蚕網製造は.手荘村においてば昭和初年取造戸数 90戸から昭和 1T年 1∩ 4戸へと増加し

ているが.昭和初年製造戸数88戸の大智村と78戸の高山村においては.昭和 11年には蚕網魁造

は全 く行なわれなくなっている｡大tE初期LcJ乗存柁 Lてきた大賀村 と高山付の精商戦造は昭和 = 年

には行11われなくfJり.手荘村における相宿魁逓七戸だけとなっている｡また昭和初年 しょう油魁造
戸数 2戸あった手荘村は,昭和 1-年には 1戸に叔少 しているが.大賀村に 1戸出現 しているO石灰

の生掛 がB和初年には大領村と手荘村において行なわれていたが.その後大想村では行なわれ11くfl

り.昭和 15年には手荘村における石灰製造2戸 ･枇工敬 24人によって行/rわれているが.手荘村

に13･ける昭和 12年の石灰生壁皿は.僻和初年 Cろ(.t比べて資に自覚 Lt'伸びをみせているOこれは,

昭和 10年 ごろから巌感恥 こ入った当地の石炭軽薬に詩集きれた ものであるといえよう｡

次に手荘札 大朝軒 高山村の5村の生壷捻価認(点 ･畜 ･林 ･工の生壁総価額 )のうち工唾価領
の占める割合を黄示すると.要7-6-2のようになり.5村中手荘相が最 も高額脅示 しており.吹

いで大賀札 布山朴 )非常に低く.手か fが蛮ご隻辞の中心をなしてい!=と思考されるO

以上大TE元年-昭和初舶 (昭和 1 1年Cろ )のJr卜上町における工業の穿感を.現勢調香帝の魁造戸

数 ･職工敏 ,生番数並等から見てきたが.当町の工巣は家内工業町 中頒横径皆であり,王とLて旧

事荘村が当町の工業の中心をなしていたといえるであろう｡

I l■
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表 7- 占- 2 生産総価額に占めるエ壷価衝の割合 (単位 :車)

大 賀 村 高 山 村 手 荘 村

大正 一年 25-0 大正 1年 0 大正 1年

2 287 2 口.002 2

5 48.占 5 0.016 5

4 54.8 4 a.Dl2 4

5 5aO 5 0.008 5

a 45.4 6 U.011 占

7 55.7 7 0.0ー0 7

8 52,I 8 8

9 王占.9 9 9

10 57.1 10 0.12 10

ll 51.0 ー1 0,08 ll 89

12 5?.8 12 0_ld 12 24.7

15 42,a 15 ローー5 15 dU.2

14 29.5 14 Uー10 14 51.9

ー5 25_2 15 0.15 15 60.2

昭和 2年 29.7 昭和2年 O_75 昭和 2年 56.7

5 24ー7 5 5 52,0

4 25.4 4 4 42.5

5 2a? 5 5

占 298 占 u_025 6

7 7 0.015 7

8 8 OTO15 8

(江 ) 現勢顕査沖より井出
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欄 和 12年-昭和 2坤 の資料が机 ､ので.その抑闇は省喝するo ) ･二
(2) 第 2次大枚以後

まず川上町の入日推移を ｢7･商業ィ,商業の推移と現況｣の項の蓑 7- 7- 1によってみると,

第 2次世界大槻後における復B.外地からの民胤人の引き軌 T.壁掛 こよる都市の破壊 .混乱にとも

/1う帰郷などで,当町の人口は昭和22年 10,549人.昭和 25年 10.449人にまで急増 Lた｡

LかLその後日本産築経済の復弼ならびに昭和 50年代後半からの高度成長にともない,再び当町人

口の流出が始まり.昭和 50年 9･995人 昭和55年 9Lld8人 昭和 4D年 7･dID̂ .昭和 45

年d･484人,昭和 5D年 (国勢調香人口の常数蘇張 )5,705人 (昭和 25年人口の54.6虜)と

当町の人口は減少傾向を/ことってきた｡

また当町の重罪別親藩音数の搬成割合の推移を見ると(芸 7- 6- 5参照 ),昭和 25年において

第 1次轟薬 85･2飾,第2次垂菜 6･2%,第5次亭弟 1ロ.占碑と第 1次産業が圧倒的に商いが. ｢も

はや戦後ではない｣といわれだLT:昭和 50年には.第 1次塗薬 80.6飾.第2次専業 7･5蕗,節 5

次奄美 11･9帝と第 1次産業の低T,窮2次 .第三次垂業の上昇傾向の兆 Lが現われはじめ,その後

第 1次産業 は昭和 55年 72･7乳 昭和 40年 るム5年.昭和 45年 55･1帝と低下憤向を.第2次･

射5次垂薬は昭和 55年 12.占率･147飾.昭和Aロ年 16.1帝.17.4多.昭和 45年25,8留･

21.0虜と上昇憤向を#(ナており.そLて昭和 45年には第 2次蜜薬の就業者数は925人で昭和25

年の554人に比べて2.8倍に増加 しており.また弔5次垂業の就業者数は昭和 25年 572人の1.4

倍の817人に増加 しているのに対Lて,軒 1次安雄の就菜箸数は2,141人と昭和 25年 4,487

人の47.7庫に減少 Lているo

このように.当町の人口は昭和 25年の 10･= 9人から昭和 45年には.占･464人に減じ.ま

た就業者敬 も昭和 25年の5･594人から昭和 45年には5.886人に減少 しているにもかかわらず.

その間餌 2次 ･第5次塵井就業者教は増加 L.解 1吹産業就茶者教は激減 している｡これは,昭和 50

年代後半か らのわが国経済の急速な高度常長過程で.当町においても都市周辺への就職による人醐 己

出がみられるJ:うに71り.また縫製.機器部品fJ,･との中小下請弟が漸次別業するようになったことに

よるものと思われる｡

以上のように,当町の亜英別就発着数の牌蹴割合は昭和25年より-~打Lて第 1次産業は低下.節

2次 ･第5次壷薬は上昇暁向をたどり,昭和 45年には第 1次奮発 55･1虜.第 2次産業 25･8帝.

第5次産業 21･0庫とIIL-ったが.それでも岡II働 全体 (昭和 45年第 1次塗薬 25･d帝.第2次馨英

54･7飾.希5次藍藻 S c)17飾)に比較すると.依然とLT当町は餌 1次壷井にたい てEE倒的に高 く,

第2次.舞 5次垂熟 こ上汁1てかなり低い｡また全豪農就罫書数のうち製造業就業者数の占める割合Iこ

おいても,当町は昭和 25年の510帝から昭和 45年には 17･6庫に上昇 しているものの.岡山県全

体の昭和 45年27･0帝に比梗すると.まrご依然と｣てかなり低いO

次に.当町の第2次建築就業者数が原著に増加幌向を示 しはじg)た昭和 55年以降の.第2次蛮薬

の中核ともいうべき'#遺業について考察 してみよう｡
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川上町および岡山県の触造築挺別-!lfr発所敏.従業者数および製造品出荷額等の推移を表示すれば蓑

7- 6- 4のようになるOまず岡山掛こついてみると,昭和 55- 49年の間に.坊業所数で注目さ

れるのは.電気搬械祭具が 1 7倍.非鉄金環と頼送用故紙恕具がともに4倍.金属製晶が 5.5臥 ゴ
ム製品が 乙7銑 鉄錦糸が2･6倍,一一如拙枕許具か211倍ほI増加 していることであるO従業者数では.

q!免機械器具が 18倍,鉄鋼業が 15倍.石油石鹸取晶が T3皆.掃府機械漁具が7倍.金属製晶が

5倍.輸送用機械漁具が 2･5倍といったところが大きく伸びている.また製造品出荷裾等では.石油

石炭敏品の 1,440倍.鉄鋼業の" d軌 電気由頼辞典の 25ロ乱 椅特攻械器具のd2倍.金属

製品の 25倍などが特に願著IZ:増大 しているが 軽工業には魁遊菜全体の伸び率より低い ものが多く,

ここに県南特に水島臨海T_粟地借の影野がみられ,怪工英から次掛 こ退工業へ重点が移行 L.てきたこ
I

とがうかがえる｡

次に川上町についてみると.職和 55年ではTr等帝絵数 7.従業者棟数 88^.敏逓品出荷衝等穂

碩 5.557万円で.そのうち事糞所数では食料n.dと衣服その他の粒維製品がそれぞれ 2(碑某所線敬

7の2a5秀).木材 .木製[17;J,パルプ･釈 ･折加工品および窯業 ･土石製品がそれぞれ1(同14･5%)

となっている(1または2の琳凝所【こ関する従異音h･魁遊晶出荷親等は.統計法第 14集の秘確保評

の規定により公表されFJL､ので.業税別従業者故 .製造品出荷額等の考察は略す ).このJ:うに製造

業の畔某所数が少/Jいのは,当町が書備前原の一部で3)る山岳丘陵地帯 ･隆起準平原地帯に位陛 Lて

いる†ニめに.交通 ･迎崎の優 など工業の立地粂件に恐 まれでb･らず.したがって地元の乾物を主原材

料とLT:中小地場企菜に限定されていたことにiる｡LかL,昭和 5口年代後半からのわが国経済の

高摩成長の波は.当然当町にも徐,Lに波及 し.その結集昭和 49年までに.昭和 55年当時存在 LfL

かった製造業唖の事茶所が26(金属製品 19.ゴム吸晶 2.頓雄工業 ･化学工築 ･-般博概器具 ･

輸送周機械雑兵などそれぞれ 1).昭和55年当時存在 Lていた製造菜種の事業所が 11(食料品5.

衣服その他の級維徽品 7.木材 ･木徴品 目 次々に新たに操業を開始 L,昭和 49年においでは審某

所級数 44(昭和 55年の占5倍 ).従兵音線軌 555人 (同 615倍 ).製造品出荷和等総額 16億

9.9 15万円(同 47-8倍 )に増大 L, ことに,そのうち番茶所教では金属製晶が駐英所総数 44の

45.2針こあたる19を占めているC

なお.昭和55-49年の閲における当町髄遇繁全体の伸び率を岡山県と比瞭 Lてみると.事業所

総軌 従業者総数13･よび徽遺品出荷肺等総照の5着の伸び率lJ.ともに岡山県よりも当町の方が著 し

く高い (事業所総数の伸び率 :当町 占29倍 ･岡山県 1.18倍.従業者鴇教の伸び率 :当町 占･51倍･

矧JJ県 155乳 製造｡｡n出荷衝等鹿額の伸び率 :当町47･77倍 ･岡山県 1402倍 ). LかL.5者

o'伸び率のうち.当町のエL潮 干轍 の伸び率が的雌 の伸び率の 5･55fg-(盟 ),また当町の従

業者総数の伸び率が岡山県の伸び率の 4･-2馴 霊 ÷ )であるのに対Lて.卯 の鮎銅 此荷額等

絵簡o'伸び率が糊山県の伸び率の 541馴 霊 ii)と前 2者より低いのは,当町に存在 している
魁造築が中小企英であるのに対 Lで.岡山県の娘進発の中には大砲菜が存在 していることに起因する

ものと思われる｡
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表 7- 6- 4 製造美感別番某所数.従発着数b･よび製造品出荷額等の推移

事 業 所 数

川 上 町 岡 山 県

伯和 55年 昭和 49年 55年ニー0()とする指数 昭和 55年 t 昭和 49年i 55年-108とする指数乗 数 構成比 筆 数 構成比 筆 数 構成比 実 数 柵成比

食 料 品 製 造業 22 28_5 5 ll.5 250 2,D75 19.0 1,7∩〔) 15.2 82

繊 維 工 業 - 1 2.5 I 1,l8占 1U.9 1.885 14★6 159

衣 服 その 他の繊維敷晶製造業 28.5 9 2U.4 45∩ 1.584 12.7 2.217 17.2 1ム0

木 材 .木 製 品製 造 業 1 l4.5 21 4.5 200 772 7.1 655 4.9 82

家 具 .装 備 品製 造 業 - - - 558 5.1 525 4.1 155

表㌫ 完 鹿島 I 14.5 2.5 100 479 4.4 217 i.7 45

出 版 印 刷同 幽 遵 塗 薬 - - - - 225 2.0 41ム 5.2 187

化 学 工 業 - - 1 2.5 I 127 1.2 111 0.9 87

石 油 製 品石炭製品製造業 - - - - - 16 U.1 25 U.2 144

ゴム徽晶製造業 - - 2 4.5 I 58 0.5 1〔)5 0,8 276

なめしかわ.同製旦毛皮製造業 - - - - - 52 u.5 61 U.5 191

窯薬.土石製品魁 遺 業 ー 14.5 1 2.5 100 501 4.A 68D 5.5 15占

練 絹 薬 - - - - 59 0.4 101 0.8 259

非鉄金属製造業 - - - l5 0,1 55 U.4 4〔】8

金属製品製造業 - - 19 4ま2 ど 182 1.7 d57 4.9 550

-般 機 械 器具製 造 業 - - 1 2.5 I 5ー5 2.9 657 5_1 210

周 東機 械 漁具製 造 業 - - - - 17 L).2 19口 1.5 1.118

輸送用機械輯具魁 避 薬 - - 1 2.5 rr ?5 L].8 578 2.9 406その他の製造業 - - 1 2.5 5,D65 28.ー 2.286 17.7 75

Z の 計 - - い 1 )

総 計 l 7 1Do,a 44 1DL).0 62910,899 100.0 ー2.892 18U.0 118
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L I-

LLL.

1 従 藻 音 数

川 上 町 岡 山 県

昭和55年 昭和49年 55年Tロロとする指数 昭和55年 昭和49年 55年-隻 数 構成比莫 教構成比 算 数 構成比 襲 敬 柵成比 1∩とする指数
食料品製造業 I X 22l 4.0 ∫ ld,882 ll.4 19,55占 a7 116

政 経 I 菜 - - r I I 28.口25 T7_6 22.295 9.9 86

衣 服 その他の敬維触品製造菜 I ∫ 192 54.6 ～ 21,689 14_7 5乙786 14.5 151

木材 .木製品製 造 者 I ∫ I X Y 7.198 L1.9 7.89占 5.5 1lO

家具 .装備品製 造 藻 - - lT - - 1,885 1.5 4.185 1.9 222

バ ル ブ .雛 .紙加I品製造英 I X I II ∫ 5.754 5.9 4.75口 2.1 85

出 版 印 刷同 関 連 産 業 - - - - 5.525 2.4 4.9nn 2.2 159

化 学 工 業 - - ど ど 一口.955 7.4 15.689 7.0 145

石 油 製 品石炭製品製造業 - - - TL - 227 0.2 2,954 1.5 1.295

ゴム製品製造業 - - I I I 4.571 5.1 5.∩56 2_2 lln

なめしかわ.同職晶真皮/&遺業 ｢ - ;J:.JL-: - - 518 0.5 605 0.5 117

窯業.士石動品製 造 業 I ど γ ～ ∫ 14,778 10.0 14.699 7,4 115

鉄 鋼 英 - - - - - 1.129 0.8 17,L11〔ー 7.7 1,542

非鉄金属敬造弟 - - - - - i.451 1.∩ 1,97占 0,9 156

金属製品製造菜 - - 98 17.6 .I 2.∩27 1,4 a,851 2.9 527

一 般機 械 器具笹注 進 薬 (- r I I I 7,484 5.1 12,257 5.4 164

電 気僚 機 器具製 造 業 - - <- - - 475 0.5 8.711 5_9 1,854

輸送用機械等具製 造 業 - - ど Z I ll.∩5n 7.5 28.19〔】 12.5 256

精 聴 陳 械 器具製 造 業 - - - - - 1∩5 0.1 75d O.5 7ー5

その他の剣道菜 - - I k 仁 r:- " 88 占,占 12,189 5_4 125
x の 計 - ∫ 245 45.8 ㌧- !一一 - - -

総 計 88i ーnO.∩ 55 5 ー∩U_0 651Iー47.484l ーnU.∩ 225.4 ∩5 1nO,∩ ー55
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製 造 品 出 荷 額 等 (単 位 :万 円 )

川 上 町 岡 山 県

昭和55年 昭和49年 55年=100とする指数 昭 和 5 5年 昭和 4 9年 55年-100とする指数穿 敢 構成比 安 政 構成比 算 数 構成比 筆 数 構成比

食料 品 製 造業 I ∫ 9.591 5.6 I 2.858.88占 12.2 25.874.5占5 7.9 Pll

繊 維 工 業 - - ∫ I I 5,567,105 14.5 15.088.551 4.0 589

衣 服 そ の 他の搬維製品製造業 Z l r 25,512 15.8 I 2,472,951 10.6 16,d52.517 5.1 675

木材 .木 製 品製 造 業 I ∫ I I I 715,206 5.1 6,759.占14 2.1 945

家 具 装 備 品製 造 業 - - - - - 115,984 0.5 2,16一.586 0.7 1,8占4

パ ル プ .紘.紙加工品製造業 I I I I I 659.840 2.8 5.594.149 1.7 848

出 版 印 刷同 閑 適 塗 薬 - - - - 506.850 1.5 2.811,754 0,8 851

化 学 工 業 - I I ∫ 5,659,555 15.8 57.102.r182 17.5 1.560

石 油 製 品石炭製品製造菜 - - - - - 59,887 D.2 57.455,907 17.占 145,997

ゴム製品製造繋 - - I I I 460,115 2.0 2.964,761 0.9 占44

なめしかわ.同製品諺皮製造業 - - - - - 65,055 0.5 255.428 u.i 562

鶏糞,土石製品私 道 業 I I I I I 1.810,107 7.8 14.885,567 4.6 822

鉄 鋼 業 - - - - I 日4.794 0.5 51.189.701 15.7 44.595

非鉄金属製造業 - - - - - r728728 4.0 10.945,079 5.4 1.179

金属馳晶製造兼 - i 15,l74 7,8 I 188,907 0.8 4,750.657 1.5 2.515

-般 機 械 許具製 造 業 - - I I I 1.081.07占 4.7 10.016,474 5.1 927

謁 見 機 械 鱒具敏 造 築 - - - - - 22,945 0.1 5,751,215 1.8 25,067

ー輸送用機械器具製 造 業 - - I ∫ I 5,705.972 16.0 50,059,548 ♀2 811

精 符機 械 器具製 造 業 - - - - - 5,415 0.D王 558,717I 0.1 6,255

その他の喚造業 - - ∫ I I 占60,571 2.8 7,198,728 2.2 1.090

x の 計 l - 125,658 72ー8I - - 一 f - 一

総 計 5.557 100.Ol169,915 100.0 4.77725.217.504 一oo.0525,555,77占 100,0 1,402
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以上は当町の=業全般の態様について考察 Lてきたわけであるが.次に当町に存在する企業のうち.

いくつかとりあげて見ていくことlこするO ･__ , I. L

- 主要企業

この度の調査にb･いては.川上工業株式会社.川上興業株式会社.株式会社シソワ.川上電工協業

組合.鴬尾興業有限会社の5企業を訪問 L.即取 り調査を行なった.
>

(1) 川上工業株式会社

菱備製作所 (昭和 48年 9月社名変更し今日の ｢リ,-ビ｣となる )下請協同風合から分離 して昭

和 45年 5月 15日JIJ上工業株式会社設立.所在地は岡山県川上郡川上町大字領家 1,262,賢本金

写tit7-4-5 川 上 工 業 株 式 会 社
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写真 7-6-4 川 上 工業 株 式 会 社 の封 品

一手.79-

1,080万円 L昭和 50年 7月現在 ).

社長は三宅隆通氏.車乗内容は給排水用

バルブ･コック.ガスコソPの火口./,I

-ナーの火口rLどの製造である｡

工場の敢地面樹は 11,810平方メ-

トル.建物面群は 2,552平方メー トル.

従業員 95人 r男 58人.女57人 ).

平均年齢 58- 40歳.平均給与 (月街 )

1n万円 (2交替の男子は割増 L千金に

より13- 17万円 ).作業時剛 ま鋳造

部門で 2交替 (午前8時～午後 6時 ･午

後 占時～午前 4時. この外残業 1時間.

穿働 9時間 ).福利施設として社宅が 6

戸ある｡

作業工程は合金溶解-鋳造-打抜 きプ

レス-加工-研磨で. ｢リョービ｣の下

計として ｢リョービ｣か ら電気鋼.政綱.

亜鉛.アルミなどの主要原材料の支給を

受け.当社で加工 して ｢リョービ｣に納

9)るoなお,当社は研摩などの作業を農

家 55軒へ外注 (外注の支払月額 700

万円 )に出している｡

当社には. 1回に 1.5トン溶解できる

低周波許可炉. しんちゅうダイカス トマ

シソ(250トソ10台. 150トン1

台 ),旋盤 6台.その他中ぐり盤 などが

設衛されており.さらに完全自動化を図



ることによって作兼務葺の悪化を防いでいる｡

年胤軌道品出荷額は7- 9億円であり.前述のJ:うに当社の製品は rリョービ｣に納入されるが.

｢リョービ｣の製品は里Iこ｢東陶機器｣に納められるo Lたがって当社の製品は住宅関連部晶であり.

地味ではあるが先細 りの/Jい事薬といえる.決耳は年 1回 (5月5 1日)で.取引銀行は中国銀行高

梁支店である｡

大気の汚染.水質の汚帝.長音など公串源となるため.町中では立地に問題がある｡当社は公舎防

止に僅力努めているようである｡労働力の問題については.今の段階では安定しているが.若年労働

力の場用が困難であるため..将来その点について不安がないこともない｡

(2) 川上卵黄株式会社川上工場

川上町の企発芽数にJ:り.昭和 40年 4月 1日半田紡CE株式会社 (資本金?I508万円.本社所在

地大阪市来区北久太郎町 5丁目58)玉島=掛 目上分=戦として迎旺されたOその後.昭和 50年5

月 1日川上興業株式会社 (株式会社カネモ全額出更 )の設立にともない.この川上分工掛 iJH上典薬

株式会社 (本社大阪市東区北久太郎町 5丁目58寺田ビル内 )川上工場となった｡

当工場の所在地は岡山県川上郡川上町大字三沢 1.651.当社の資本金は 1,000万円 (昭和 50

年 7月現在 ).役且 7名.代表取締役は

伊原甚-氏.川上工場長は西山昭典氏.

事案内容はテトロ'/紡漢である｡

=協の敷地面積は約 1町歩.建物面棟

は2.805平方メートル.紡Ct故紙 1a

DDO鍵.従業負 5□人 で男 15人.女

55人 ).平均年齢 45威.平均給与

(月簡 )8万円.作業時剛 ま2交替制で.

午前5時～午後 1時 45分と午後 1時45

分～午後 10時 50分.福利施設として

社宅が5戸ある｡ 写其7-A-5 川上興業 株式会社 川上工鴇

当社は主要原材料 (テトpl/フィラメ

ソトなど)を ｢帝人｣から支給され.この工場でテトpソ糸に撚糸して ｢帝人｣に納入している｡月

産約 12万ポソド,年間製造品出荷額 5-6億円をあげている｡決軌 1年 1回 (5月51日),取引

銀行は中国銀行成羽支店である｡

昭和 48年軟のいわゆる石油危故に端を発 Lた不況は.従来の不況とはかなり様相を具にし.その

落込み略 も.戦後のカが国連済がこれまで昆験 したこともない深いものであったo この不況も昭和50

年に入り底入れの様相がみられ.4月ごろから景見回復の動きが出はじめたものの.夏掛 こ入るころ

から足潜み状態となり.安気の停滞価向が疑いている｡しかしながら当社では.あまり影軌 まないそ

うである｡

(3) 株式会社シソワ
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かっての川上町の壷井 としては農林薬の外に石沢藁.とくに昭和 10年代に隆盛をは こった炭鉱菜

があげられたが.救後エネルギー革命にJ:る石炭から石油の時代への移行が進むにつれて.交通 .運

輸の健に填まれていない当町の各膜鉱は.昭和 22年 ごろか ら昭和 25年ごろまでの閲に次々と閉鎖

されていったOまた石灰業は石灰石を焼 く燃料用石炭を採掘する炭鉱薬 と炎存共栄の関係にあったの

で.石炭の斜陽化とともに石灰業 も崇敬 していぅた｡ したがって低生産性の農林薬だけとなった当町

において も,部市周辺への就職による人口流出かみられるJ:うになり.当町の人口は町和25年の 1

0･449人から昭和 50年 9･995人.唱和 35年 91148人 と減少 していったoこのような時に.

亜林業の低生産性のもとでの農林衷所得を湘 うとともに婦人労働力を活用する目的をもって.昭和35

年 6月僻北被服有限会社が.また同年 10月山垂被瓜株式会社が凍集を開始 LたOこの両社 はともlこ

龍緯員約 40人程度で,商社 ･問星の第 2次下許の仕廿を行なっていたo Lか し.その後商社 ･問屋

と直轄 した窮 7次下藷企業設立のために.この両社は合併 し.昭和 48年 4月 1日株式会社 シソワが
i

殴立された｡

当社の所在地は岡山県川-ヒ郡川上町大字地虜1.719の1.資本金 6a0万円.株王 12人 (地元資本

であるが同族会社ではなく.大半が社Å所有 ),溌負は代講取締設社長以下 4人 社長は兼高昭一氏.

杏葉内容は官公庁の制限.紳士スラ'クス.掃人血のBtIであるo

写共 7-占-占 株 式 会 社 シ ン ワ L
■_】

敷地面積は 1.190平方 メー トル.痩

物面相li952平方ノー トJt･で.自動 ミI
シン2.台. ミシソ88台.凝析革靴 仕

L

上設軌 車両 d台′[とが岳良さ一i一ている｡

従業員は92人 (男 15人.女 79人 ),

平均年齢 54乱 平均穂与 (月珊 )は男

18万円.女 5万 5千円,作業時間は午

前8時～午後 5時である｡福利施設は別

にないが.従業員は健康保険組合に加入

している｡

作業工程は裁断一粒敏一プレス-検品

-糸切りまとめ-検品-出蒋で.ボタン.

77スナ-の取付けを外注 (第2次IF静 25-26軒 )に出している｡

年商5億 2.000万円,そのうち官公庁の副腺が約 1/2,紳士スラックスが約 1/ 2.その他婦

人服がわずかであるが.紳士スラyクスは伊藤忠締8.安宅家業に納入しているO原材料は.官公庁

制服用の ものについては官公庁か ら支給され.民他用の紳士スラ･Jクス ･婦人服用の ものについては

神戸の竹馬家弟 (日毛糸 )･株式会社 ピタル (ユ.･ニチカ糸 )･耳地は児島の大津醐 ･ボタン.77

スナ一一は大阪の島田商事か ら仕入れている｡

決井は年 1回 (5月 51日).取引銀行は中国盟行成羽支店.山陽相互銀行成羽支店である｡

当社の代表取締役社長兼高昭一氏は.今後の間厨点として.労働力 とくに若年労働力確保の困紐を
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あげておられるo同氏は ｢川上町の人口は.昭和 25年の 1D,449人から年 減々少傾向をたどり,

昭和 45年には4.464人に減少 L.今年の哨和 50年 10月 1日の国勢調査人口は6.000人をか

71り割っているのではないかと思うD当社の従業負の移動はほとんど/1く, 15年前の傭北被服 ･山

室被服時代の人々が今日まで継続して働いてhlられる｡当時の平均年掛 ま21- 22歳程度であった

が,過疎で新 しく入社する人がいないため.平均年齢は年 高々 く71っている.その対策として.成羽

町で倒塗した工場を昭和 50年 4月 1日買収 し.労働力のある地域へ進出する計画の足掛かりとした｡｣

といっておられる.

(4) 川上電工協薬組合

菱備製作所 (今日の rリョービ｣ )下甜協同組合は.前述の川上工業株式会社の分離独立を契機と

して,川上電工協業組合.上房=業所の5企業にそれぞれ分離独立したD川上電=協業組合は昭和44

年 10月に設立,所在地は岡山県川上郡川上町大字地頭 1,672の 1,資本金 60D万円(組合負の

出資 ).代表理事長は石川千秋氏.事業内容は自動車のヘ ッドランプ部品加=ならびにヘッドラソプ

写央 7-4-7 川上罵=協業組合

組立である｡

敷地面積は2,555平方メー トル.痩

物面積は約 1,200平方メー トル,プレ

ス9台.スポット機 5台.連動式タッピ

ソグ 1台.レノミ一式タッピング2台.ポ

-ル盤 2台.自動車 4台71どが設股され

ている｡従業負は 40人 (男 17人.女

25人 ).平均年齢 45- 46歳.平均

給与 =ヨ頒 )は男2,700-5.000円.

女 2.4DD円.作業時胤は午前8時-午

後5時 (安働 7時間半 )である｡

原材料は水島工業団地内のOM工業株

式会社.ナイ ト電装株式会社から支給され.当協業組合で加= Lて両社に納入する.月間製造品出荷

額は約 600万円である(OM工･#.ナイト電装はさらにそれぞれの製品を三菱自動車工業.小糸製

作所.東洋工業へ納入する)0

決算は年 1回 (5月 51日)で.取引銀行は山陽相互銀行成羽支店である｡

最近の新聞紙上にUクーソ現象が報ぜられているが.川上町ではUタ-/する若者は少71く.過疎

のため当協業組合でも若年労働力の確保がむずかしく,従業負の平均年齢は年々rT6く/1る一方である｡

(5) 常尾興業有限会社 ,

昭和58年 11月個人経営の企業 とLて足袋の縫製業をはじめ.昭和 45年8月 1日有限会社に改

組 し.鷲尾舞菜有限会社と/1る.番業内容は足袋の縫製が壬であるが,最近ジーパンの縫製と自動車

部品 (,くソJ(-)の研磨をも行なうようになったC所在地は岡山県川上郡川上町大字寵家 1.896

資本金 22D万円.社長は鷲尾政光氏である｡

I
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倣地面掛 ま795平方}- トル,組物面掛は251平方メー トル. ミシソ40台.研磨機器71どが

設位されている.従薬且は40人 (9310人 女 50人 )で,男子従英負は研磨作業に,女子従弟負

は遜製作菜に従跡 Lてj-a.り,平均年掛 ま男 45歳.女 4 1- 42歳.平均給与 (月餅 )は男8- 9万

円.女 5万5.000- 占万円.作薬時胤は午前 8時一午後 5時であるO

縫製作英工程は裁断Lた原材料一俵敬一仕上-→発送で.良製きれた足袋は茶昏町の研光株式会社へ

納入される｡また研磨きれた自動掛 粥品は総社のjI壁=薬団地内のOM工業株式会社へ納められるo

qIFLU魁遺品臓 (加工12収入衝 )は4.500万円 (足袋 2,500万円.研摩 2,000万円 )である.

決昇は年 1回 (7月 5 1日)で.取引銀行は中国銀行成羽支店であるO

当社の今後の問題点として ｢機動熟 ま仕加があって も,もうけにならず, ことに足袋の縫鰍 こは機

械化の困難lJ作業が多く.どうしても人間の幸作芯を必要とする部分が多く.したがって生唾コス ト

引下げの余地は乏 しく.労†勉の生壷性は低い｡ことに不況に便乗 されて昭和 50年 1月ごろか ら足盛

の縫製加工賃が 10礎樫厚繁 くなり, しかも従弟且の定期昇給 も必要であるたg),今後一層経営努力

を和様的に進めていくことが事静され,その対策としてLj-バンの樋魁をはじめた｡また過疎進行の

もとでの労働力確保のた折目こ,/ミスで従弟負を送 り迎えしている｡｣と鷲尾政光氏はいっておられる｡

佐 木々 者菓子
( )
佐 野々 啓 子

参 考 資 料

手荘 ･大賀 ･高山村役場 二現勢調香村

総理府統計局 :昭和 25年国勢調査報告第 7巻岡山県

岡山県企画部 :岡山県統計 100年史

岡山県企画部 :岡山県市町村勢賛覧

岡山県企画部 :岡rLJ爪統計年報
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7 商 業

ィ 南蛮の推移と現況

経済の再生産拭速は生産,流通,消出o)5地,&より構成されているが,わが国における流通過程に

関する調査は,職後にいたり初めて昭和27年に全国的な商弟調査が実施せられ,それ以後2年ごと

に行なわれている｡したがって今回の調賓研究において,全国的な商業調査実地以前の資料が得られ

ず,また得られた資料も断片的なものであったので,川上町の商業に関する考察も十分であるとは言

えないQ

(1) 川上町の人口推移

現代経済社会において,生産と哨班はほとんど完全に分離し,両者間の人的 ･場所的 ･時間的 ･数

厘的 ･品質的熔隅は,ますます大きくなってきているjji, これらの熔解を克服して,生産と消費の連

絡調盤を図り,生産者 ･消費者がともに献足するように,物資の生産から桶野までの流通を円滑にす

るために行なわれる諸活動が商業であるOしたがって一定の地域における商業活動の活発 ･不活発を

決定する要因の 1つとして.その地域の人口の大小 ･増減があけられるであろうoそこで川上町の人

口推移について,まずみることにする｡

現在の川上町は,昭和29年4月 1日隣楼 5か町村 (手荘町,大男村,高山村 )が合併して誕生し

たのであるから,川上町の人口推移をみる場合にも, 1町2相の全体から考察しなければならないO

衷 7-7-1 世群数および人口の推移(川上灯)

手 荘 町 附) 大 空5'村 宿 山 村 川 上 町

世縛数 人 口 世帯数 人 口 世帯数 人 口 世帯 数 人 口

明治55年12月51日 778 4,404 569 i446 551 2,049 1,698 9.899

大正元年12月51日 789 4.456 802 5.440 584 2,295 1.775 10,191

〃 9年10月1日(国謂) 815 4.2(〕占 589 3,140 589 1,915 1.791 9,259

昭和5年 〟 (〟 ) 772 5.987 587 3.188 558 1.850 1.717 9,005

〟 15年 〃 (〟 ) 7dd 5.91ム 556 5,049 558 1.701 1.658 8,dad

〃22年 〃(〟 ) 955 4.859 占15 5,544 5占2 1.9占占 1.908 10.549

〟 25年 〃 (〟 )〃50年 〃(〟 )〃 55年 〃 (〟 )〃 40年 〃(〟 )〃 45年 〃 (〟 ) 897 4.82占 628 5,占17-I 5占7 2.006 1.8921.8671.8411.7111.608 10.4499,9959,1ム87,610a,4d4

//49年9月50日 (推計人口) 5.810

〟 50年10月1日 (国勢調査人口の概数結果) 5,705

(B=_) 昭和45年以後は碗計わかやま(1974年5月),昭和55年 ･45年は岡山県統計年報,

昭和25年は国勢調査報告第 7巷間LIL県,その他は岡山県鈴計108年史よt)作成｡
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明治初期以来,先進西欧諸国に対 して近代化に立ちおくれていたわが国は,そのおくれを早急に取

りもどきんがために,富国強兵 ･殖産興兼の旗印のもとに,先進諸国から近代的技術を野人し,近代

化 ･産業化を強力に押し進めてきた｡明治の=菜化の規模の拡大は徐々たるものであったが,大正 ･

昭和に入るほつれて次第にその速度を増 していき,やがて,この工業化は曲村から労働力を吸収し始

め,その紡果,曲村人口は漸次減少傾向を示 しだすようになってきた｡

このような一般的情勢は,当然岡山県の西端 しかも隆起準平原地形の川上町域にも波及 し,川上町

域から他地域へ商=業従fB者 として流出するものがあらわれるようになった｡すなわち表 71 7l l

によれば,当町の人口は明治 55年 9.899人,大正元年 10,191人.大正 9年 ?･259人,昭和

5年 ?,005人,昭和 15年 8.8dd人と大正時代から鰐 2次世界大戦期まで漸減傾向をたどってい

る｡

しかし第 2次世界大朝後,外地からの引き勘げ,復員,あるいは空軌 こよる都市の故地 ･混乱にと

もなう帰郷などで,当町の人口は昭和 22年 10.549人,昭和 25年 10.449人に急増 した｡し

かしその後食埋事情の好転や商工業の復興にともない,再び当町の世帯数 ･人口の流出が始まり,昭

和50年には世帝数 1.867 ･人口91995人に滅少し,さらに昭和50年代後半からのわが国経折

の訪皮成長にともない,当町の世神教 ･人口はますます減少憤向をたどり,昭和 55年世縛数 1.84

1 ･人口9,168人,昭和 40年世相数 1.711･人口7,610人,さらに昭和 45年には世縛数 1･

占08 ･人口6,4占4人に減少し,職前のLi低水準をかなり下回る状闇を生し,昭和51年 2月には

5.684人 (推計人口)へとなお減少傾向を続けている ｡

(2) 産業別就業人口

表 7- 7-2および表 7- 7-5によれば,第 1次産業就業者数の欄成比は昭和 5年87･6%,昭

和 25年8512%,昭和50年80,占男,昭和 55年 727ヲZ,昭和40年 86･5%,昭和 45年5

5･1%と減少し,第 2次産業就業者数の摘成比はHf制 5年 4･4プ岩,順手u25年る･2%,暇和 50年 7.

5男,昭和55年 12･6%,昭和 40年 1611%,BL胤 45年 25.8%と増加傾向をたどり,また帯

衷 717-2 職業別就業者数 (昭和5iF)

職業別 地区別 手 荘 村 大 賀 村 高 山 村 計 (川上町 ) 相成比 (%)

段 業 1,74ム 1.621 852 4.259 87.8

鉱 業 2 1 ll 14 0.5

工 業 122 51 44 197 4,1

商 業 152 25 54 191 5.9

交 通 業 55 6 15 54 1.1

公 務 . 自 由 業 57 45 52 152 2.7

家 中 使 用 人 1 4 4 9 0.2

その他 の有 美 者 2 5 5 0,1

(注)岡山県統計 100年史より作成 ｡
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表7-7-5 産業別就業者数 (川上灯 )

＼ I 帖和25年 昭㌢5品芸占 昭和55年 昭和40年 t昭和45年産品 ､-- ､ 一､ 就鷲敷榔成 JJ 敬 梢成 虚 数 相成明 数 椛成

S a X 4.359 80.4 4.084 7&一 5.492 70.5 2.750 65.4 2.118 54.5

･次.鍾莱 林業 , 狩 猟 莫 144 2.7 117 乙2 109 2.2 44 1.1 25 0.占

独英,水帝養殖業 4 0.1 - - - - - - -

小 計 4,487 85.2 4.201 80.6 5.dDl 72.7 2.774 dd.5 2.141 55.1

戟 鉱 業 (‖ 1.1 154 王8 242 4.9 95 2.5 58 1.5

勉 設 菜 112 2.1 121 2.古 145 2.9 125 5.0 182 4.7

吹産莱 剣 道 菜 1占1 5,0 114 2.2 257 4.8 453 10.8 占85 17.6小 計 554 占.2 589 7.5 占22 12.6 占75 1占.1 925 25.8

第卸 売英,小 売業 208 5.8 220 4-.2 245 4.9 252 5.6 206 5.5
金軌.保険.職 業 a 0.1 17 0,3 ll 0.2 18 0.4 8 0.2

適 職 政 信 菜 ) 74 1.4 72 1._4 75 1.5 81 1.9 148 5.8
吹 q!気,ガス,水道業 2 0.0 4 0.1 2 0.0

産 サ ー ビ ス 業 210 i9 240 4.4 526 ム占 505 7.5 562 9,5

某 公 務 74 1.4 72 14 75 1.5 88 2.1 95 2.4

. 小 計 572 10.6 621 ll.9 750 14.7 72(～ 17.4 817 21.0

分 赦 不 能 1 0.0 - - - - - 5 0.1

(注) 昭和25.50年は岡山舶市町村勢要覧 (昭和50年刊,55年刊 )より.

昭和55,48,45年は岡山県綻計年報 (昭和58,45.47年)より-0

5次産業就発着数の構成比も昭和5年8.0%,昭和25年 10･占%,昭和50年 11･9%,個和55年

1 4.7%,昭和40年 17.4%,昭和45年21-8男と増加している｡特に昭和50年代後半からの

鰐 1次産菜哨戒比の減少 .帝2次,第5次産案締成比の崎加傾向が顕著である｡しかし昭和45年岡山

県全体の座兼別就業者数の相成割合は罪 1次産菜 25,占男,窮 2次産業54･7男,第3次産業 59･7罪

であり,川上町は岡山県全糾 こ比較して節 1次座乗において布く,第2次 ･第5次密集においてともに

低い｡

次に川上町における｢卸売業,小売業｣就業者数の摘成比をみると,昭和5年 5･970,昭和 25年5･

8%,昭和50年4.2%,昭和55年4･9%,岡和40年 5･6%とわずかずっではあるが増加値向をた

どっていたが,昭和 45年には5,5須 こ減少している｡また,昭和45年岡山県全体における｢卸売業,

小売業｣就秦者散の榊成比 15･8%に比較すると.川上町はその約1/3にすぎない｡

(5) 規模 (従業者による)別商店数の推移

商店を規凝 (従業者による)別に考察すると(表7-7-4参照),昭和 49年において当町の卸菟

･小売菜 8占店のうち.従車者 1- 4人の規模のもの79店で,全体の91･8%を占め,従薬者 5- 9

人の規模のもの6店で,全体の7.0男, I0- 19人の凍槙のもの1店で,全体の1･2ヲ岩を占めている0

-5571



表 71 7- 4 規模 (従業者による)別商店数の推移 (川上灯 )

義計野望 昭 57 昭 59 f闇 41 rT8 45 昭 45 昭 47 解] 49

1 - 5 人 80(94.1) 88(9占.7) 81(95.1) 74(89,2) 占9(8占.2) 1-4人砧 (90.4) 1-4人79(91.8)

4 -ノ9 人 4(4一7) 5(5.5) a(a.9) 9(10.8) ll(15.8) 5-9人a(8.2) 5-9人a(7.0)

10- 19人 1(1.2) -... ･■-- - - - 1(1.2)

20- 29人 - - - - - 1(1.4) -

(荏)1･商業統計調査結果 より作成 ｡

2.偲和47年の商店数には飲食店数 7を除いてある｡

5 ( )内の数字は構成比｡

このように当町においては等細規模の商店が圧倒的に多い｡そして従業者 9人以下の規椴の商店の占

める割合が,昭和 57年988ヲ岩,昭和59 ･41 145･45年ともに 100･0ヲg,昭和47年9

8･8%,昭和 49年98･8ヲ岩であるところから,規擬の拡大化傾向はほとんど現われていないように

うかがえるOまた商店総数 も昭和59年 9 1店にまで増加 したが,その後昭和4 1年 87店,昭和4

5年 85店,昭和 45年80店,昭和47年 80店 (飲食店を含む)と減少傾向をたどっていたが,.

即i和49年には86店に増加している｡ これは後述のように,自動単 ･自転埠小売菜などの店が増加

したことによる｡

(4) 規模 (従業者による)別商店数,従業者数,年rBLJ商品販売相

表 7-7-5 規模 (従業者による)別商店数,従業者数,年間藤樹販売績 (昭和49年 )

川 上 灯 岡 山 県
合 計 1-2人 5-4̂ 5-9人 10-19人 1.-2人 5- 4人 5- 9 T̂ ～19人

商 店 数 86(100.0) 55(占1.a) 2ム(50.2) 占(7.0) 1(1.2) 21.578 8,079 4.4'8⊥ 1.5485.9占

従業者数 227 91 88 41) 55.478 27.285 27,940 20,205(100.0) (40.1) (58.8) (21 48,45

年F視商品販 売 頑 15dliE]44.甜55.万㌘ 58,48万円 12598夕卵 19.6.62W 55.8527研 52,289,P.9

(1OD.0) (52.4) (59.4) (2 2) 占8,12ll.4,508万円8万円

1店当 り年間商品版 完 硯 万円1,5871 万円855 万円2,0砧 5.49万円 584万円576万rrJ 2.452万円

(注) 1･昭和49年商菜統計調査結果より作成0

2･( )内の数字は捕成比｡
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次に表7-7-5によれば,個和49年当町の卸売 ･小売業の 1店当り年間販売額は, 1,587万

円であり,1- 2人の規模のもの855万円(岡山県全体における1- 2人の規模のもの584万円

の1･4倍),5- 4人の規模のもの2.0日 万円(1- 2人の規模のもの855万円の2.5倍,岡山

県全体における5- 4人の規段のもの2.452万円の85%)となっており,また5- 9人の規模の

もの6店と10- 19人の規模のもの1店との7店(栂商店数86店の8.2男)の年間販売額合計は

58.496万円(当町全体の年間販売額の2&2男)で, 1店当り年間販売額は5.499万円(1-

2人の規模のものd･6倍,岡山県全体における5- 19人の規模のもの11,418万円の48･2%)

となっている｡

また従弟者 1人当り年間販売額は601万円であり, 1- 2人の規模のもの486万円(岡山県全

体における1- 2人の規煩のもの57占万円の1･5倍),3- 4人の規模のもの610万円(1- 2

人の規模のもの486万円の 1･5倍.岡山県全糾 こおける5- 4人の規模のもの720万円の84.7

%)となっており,また5- 9人の規模のもの6店と10- 19人の規模のもの1店との7店の従業

者数合計は48人(当町全体の商店従菜者数の21.1男)で,従業者1人当り年間販売笥削ま802万

円(1- 2人の規模のものの1･7倍,岡山県全体における5- 19人の規模のものの 1.415万円の

56.7%)となっているo

(5) 菜嶺別店舗数の推移

表717-6 菜鍾別店舗数の推移 (川上灯)

業BBU 年次別 昭29 昭55 昭55 昭39 昭41 晒 45 昭45 昭47 昭 49

卸 売 業 1 5 1 55 2 157 2a 51A 55
代理商 ,仲立業各種商品小売業織物,衣服,身のまわり品小売業 85 57 527 57

飲食料品小 売業 2451 59 47 44 44 40 44 57 58

飲 食 店 6 8 9 7 7 5 7 7

_自動串 , 自転車小 売 業 5 5 5 4 i 5 5 8

家 具 , 建 具 ,什 器 小 売 業 5 4 a 7 a 6 占 8

その他の小売業 15 9 17 15 15 14 17 17

(注) 商業統計調査箱架より作成O

菜睦別店郁敬の推移をみると表 7- 7-8の通l)であるが,卸売業は昭和59年5店までに増加し

たが,それ以後減少停滞し,代坤商,仲立菜も昭和29年以来沌少傾向をたどり,ついに胴和45年

その姿を消して今日に至っている｡これは第5次的地方間屋である当町の卸売業,代珂!商,仲正英が
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いわゆる流通革命の影響を受けてきた証左であろう｡

次に小売店舗数の推移を業種別にみると,ことに自動車,自転車小売業が昭和49年に 8店舗まで

に増加していることに注目される｡これは,当町の位愚と本格的なモータリゼーション時代を迎えた

こととにより, これまでの自転串の外に自家用車 ･オートバイに対する絹要が増加したことによるも

のと思われる｡自軸率,自転車小売菜以外の店部数は一般的に減少ないし停滞傾向にあることがうか

がわれるが, このことは,昭和 50年代後半よりのわが国経済の高度成長過程で,人口流出による当

町人口の減少が基本的な要因であろうo

(占) 業種別店舗数,従業者数,.年間商品販売額

表 7-7- 7 菜種別店舗数 ,従業者数,年間商品販売額 (川上灯 )

業 荏 別 店 部 数 従業者数 1店当り従業者数 年間版絹 (雷)順 当り年間 l従業者1人当り販売額(万ヨ)欄 (万円

由59 昭49 職59 昭49 昭59 晒49 晒59 昭49 昭59 昭49 澗59 昭49

卸 売 ■菓 5 5 15 12_ 2.i 4.0 4,028 20,495 80占 i.852 510 1.708

代理商,仲立業 - - - - - - - - - - - -

各価商品小売菜 - - - - - - - - - - - -

綴物.衣服,身のまわり晶小売業 5 5 14 14 2.8 -2,8 5.857 ll.505 771 2.261 27占 808

飲食料品小売業 44 58 77 ･98 1.8 12.i 9,59占 51.占76 214 1,5占0 122 527

飲 食 店 9 7 18 14 2.0 2_0 928 5.147 105 450 52 225

自動革,自転申･小 売 業 5 8 占 27 1.2 5.4 1.OD古. 9,82占 201 1.228 1占8 564

家具,建具,什鮪小 売 ~ 菜 d 8 12 22 2.0 2.8 5.485 14.521 占14 1.815 5D7 680

その他の小売業 17 17 27 40 1.占 2.4 5,658 25,515 214 1.501 155 658

小 売 業 計 88 85 15一 215 1,8 2.8 22.510 日5.990 2占2 一,597 14占 559

(症) 1.商業統計抑査結果より作成｡

2･年間販売額には手数料,その他のサービス料の収入額を含まないO

表 7- 7-8 業種別店舗数,従業者数,年間商品販売額 (岡山県)

業 種 別 店 飾数 従業者数 1店当り従業者数 年間版- 塙 )1店当り年間販売額(万ヨ)従業者1月 り絹物 中旬

晒59 晒49 昭59 嗣49 昭59 昭49 昭59 昭49 昭59 昭49 昭59 昭49

卸 売 業 5525 5ム9729582.57.251 89 10_1 28,251.151154.454004 7.8955占5占8 887 エム09

代理商,仲立業 ･1dD 4占 409 151 2.a 2.8 55.128 41̂75 207 902 81 517

各種商品小策菜 82 48 1528 4574 24.8 91.1 7528207,51558?12,14215657 495 1718

掛物.衣服,身のまわり品小売業 5.217 5̂9511545ll.792 5,占 5.4 22498277,410D55 占99 2,121 195 428

飲食料品小売菓 ll.127ll.1.482492D2?,165 2.2 2.占 4D64D8217558,18 5占5 155占 165 595
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自動車 ,自転串小 売 業 1D49 1,548 1.914 7.115 1.8 5.5 2749557.24425占 242i5574 144 1818

家具,建具,什器小 売 業 1.929 2512 占7〔日 9500 i5 i8 1L17,7507.占55B96 859 5J〕59 241 804
その他の小売業 4847 655815ム8925211 12 5,5 2250A591555758 4占4 2569 145 占69

(江)1.商業統計調査括巣より作成0

2･年間販売額には手数料,その他のサービス科の収入額を含まない｡ただし,代理商,

仲立業は手数料,その他のサービス科の収入葡のみo

表717-9 菜種別店鯛数,従業者数,年間商品版完額の動向

(昭和59年を100としたjA合の昭和49年の数値)

業 種 別 店 舗 数 従業者数 1店当り従業者数 年間販売額 1店 当 り年間販亮箇 従業者1人当 り年 間 販 売 前

川上 岡山 川上 岡山 ~川上 軌iJ IILt 岡山 川上 岡山 川上町 岡山県

卸 売 業 dD 111 92 12占 ー54 115 509 512 848 481 551 407

代理商,仲立業 - 29 - 32 - 1〔ー8 - 125 - 456 - 591

各種商品小売糞 - 77 - 288 - 370 - 998 - 1290 - 548

挽物 .衣服.身のまわ り品小売業 100 ..log 100 102 10〔】 94 295 529 295 505 295 522

飲食料品小策菜 84 10 0 127 117 144 日8 550 427 65占 42占 452 5占5

飲 食 店 78 174 78 187 100 ilq 559 602 457 545 455 521

自動車 ,自転車小 売 菜 1dO 129 450 572 285 294 977 2占55 611 2851 217 707

家具.建具.什器小 売 菜 155 15 0 185 142 140 1ロ9 594 472 296 562 215 334

その他の小売業 100 135 148 148 150 109 701 890 781 511 475 4占8

(注) 1.商秘 計調査結果より作成｡

2.年間販売額には手数料,その他のサービス料の収入額を含まない｡ただし,代理商,

仲立菜は手数料,その他のサービス科の収入葡のみ｡

昭和49年当町において,卸売業および小売業の商店数86のうち,卸売業は5(当町商店数8i

のま5男),小売業は85(同9d･5%)を占めている.

昭和49年当町卸売業をみると(表7-7-7,ま 7-7-9参照 ),商店数5(昭和59年の6

0.0%),従業者数 12人(同92･5%), 1店当り荘革音数4人(同1154倍),年間販売額20･

495万円(同5.09倍),1店当り年間販売額 占.852万円(同8･48倍 ),従業者 1人当り年間

販売額 1.708万円(同5.51倍)であり,昭和49年岡山県卸兼業では(衰 7-7-8,衰 7-7

-9参照),商店数5.697(胴和59年の日 1倍),従業者数57･251人(同1.26倍),1

店当り従繋有数 10.1人(同1.15倍),年間版完膚 154.4541004万円(同5･12倍 ), 1店

当り年間販売爾 56,568万円(同4･61倍),従菜箸 1人当り年間販売衝 5･占09万円(同4.07
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